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『韻
府
群
玉
』
版
本
考

(五
)

住
 
吉
 
朋
 
彦

 
本
論
集

掲
載

の

「
『
韻
府
群
玉
』
版
本
考

↑

)ー

(四
)」

(第
三
十
五
-

八
輯
)

に
引
続
き

『
韻
府
群
玉
』
諸
版

の
解
説
を
試

み
る
。
既

に
本
書
原

本
と
新
増
説
文
本
及
び
そ

の
亜
種
に
当

た
る
本
文

五
属

に
解
題
を
加
え

た

が
、
本
稿

で
は
、
先
ず
上
記
諸
本
に
属
す
る
版
本

で
未
紹
介

の
も

の
を
取

上
げ
、
次

で
増
続
会
通
本

の
属
以
下
に
進

み
、
版
本

の
解
題
を
終
え
た

い
。

末
尾

に
、
本
稿
を
含
む

一 

五
稿
の
全

体
に
亘
る
総
説
を

附
し
、
こ
れ
に

従

っ
て
左
記

の
四
章
を
設
け
る
。

 
 

一 

原
本

・
新
増
説
文
本
等
 

 
 

 

 
補
遺

 
 

二
 
続
編

・
増
続
会
通
本

-
同
増
編
本
 
解

題

 
 
三
 
増
刪
本

・
摘
要
本
 

 
 

 

 
 

 解

題

 
 

四
 
総
説

 
本
年
度

、
台
北
市
所
在

四
機
関

に
収
蔵
す
る
伝
本
を
調
査
す

る

こ
と
が

で
き
た
。
補
遺

の
章

は
、

そ
の
結
果
を
中
心
と
す
る
。
こ

の
う

ち
新

増
直

音
説
文
本

に
属
す

る

〔明
初
〕
刊
本

の
み
は
新
た

に
著

録
し
た
版
種

で
、

そ
の
他

は
、
前
稿
ま

で
に
著
録
し
た
版
種

の
伝
本

の
増
補
で
あ
る
。
後

者

に

つ
い
て
は
版
本

の
詳
細
を
再
録
せ
ず
、
種
目

の
下
に
前

輯
ま
で

の
頁
数

を
標
示

し
て
互
見
を
請
う

こ
と
と

し
た

い
。
な
お
台
北
市
所
在

の
善

本

に

つ
い
て
は
、

ほ
と
ん
ど
既

に
阿
部
隆

】
氏

『
轜
中
国
訪
書
志

』

(
昭
和
五

十

八
年

、
汲
古
書
院

)
諸
編
中

に
著
録
が
あ
る
0

 
第

二
章

に
取

上
げ

る
増
続
会
通
本
と
は
、
本
書

の
新
増
説
文
本
と
、
本

書

の
続
編

『
類

聚
古

今
韻
府
続

編
』

を
合
輯

し
た
本
文

で
あ
る
。

こ

の

『
韻
府
続
編
』
は

、
元
来

『韻
府
群

玉
』

そ

の
も

の
と
重
な

る
も

の
で
は
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な

い
が
、
本
稿

で
は
先
ず

『韻
府
続
編
』
諸
版

に
解
題
を
加
え
、
そ
れ
を

踏
ま
え

て
増
続
会
通
本

に
進
む
、
と

い
う
手
順
を
採
り
た

い
。
ま
た
第
三

章

に
取
上
げ

る
増
刪
本

・
摘
要
本
は

、
共

に
清
代

に
行
わ
れ
た
本
書

の
約

編
本

で
、
本
書
流
行

の
末
節

に
位
す

る
本
文

で
あ

る
が
、
諸
方

に
普
通
書

と
し

て
蘊
蔵
さ
れ
、
書
目

に
徴
す

る
こ
と

の
難
し

い
場
合
が
多
く
、
伝
本

の
渉
猟
を
尽
く
す

こ
と
が

で
き

て
い
な

い
。
知
見

の
版
本
を
解
説
し
、
暫

時
措
く

こ
と
を
諒
と
さ
れ
た

い
。

一 

原
本

・
新
増
説
文
本
等
 
補
遺

○
原
本
之
属

韻
府
羣
玉
二
〇
巻
 
 

〔35
輯
跚

.
36
輯
姻

・
37
輯
㎜

・
38
輯

㎜
頁
〕

 
 
元
陰

時
遇

(時
夫

)
編
 
陰
幼
達

(中
夫

)
注

 
 
元
至
正
二
十
八
年

(
.
三
六
八
)
刊

(東

山
秀
岩
書

堂
)

 
 
祕復
一兀
.兀
統

二
年
刊
本

〈台

北

・
故

宮
博
物

院
〉

 
 

 
清
楊
守
敬

旧
蔵

○
冊

新
補
藍
色
表
紙

(
二
一二
・
八

×

一
五

・
四
糎
)
淡
青
包
角
、

一
部
虫
損
修

補
。
扉

に
楊
氏
影
像
。
序
、
凡
例
、
事
目
、
目
録
を
存
す
る
が
、
目
録
の

第
三

リ
四
張

は
鈔
補

に
係
り
、
目
録
末

の
木
記
を
も
鈔
補
す
。
毎
冊
二
巻
。

第

一
巻
第

二
十
三

二

一十

四
張
を
欠
き
罫
紙

に
近
世
期
鈔
補
。
匡
郭

二
〇

・

九

×

一
二
主

六
糎
、
摺
り
は
中
程
度

に
当
た
る
。

平
声

の
み
室
町
期

の
朱
筆

に
て
合
竪
句
批
点
批
圏
、
序
の
み
同
墨
筆

に
て

返
点
連
符
音
訓
送
仮
名

お
よ
び
同
朱
墨
貼
紙
補
注
書
入
、
朱
点
朱
引
精
密

。

ま
た
全
編

に
夥
し
く
近
世
期

の
墨
筆

に
て
行
間
音
注
補
注
、
同
夾
紙
補

注

を
加
う

(去

声
以
下
疎
)
。
浅
葱

色
不
審
紙
。
毎

冊
尾
題
下

に
又
別
筆

に

て

「
桂
芳
」

墨
識
あ
り
。
首

に
単
辺
方

形
陽
刻

「寶
秀

/
園
圖

/
書
記
」
、

同

「
正
/
蓙
」
朱

印
影

(以
上
使

用
者
不
詳
)
、
無

辺
方

形
陰
刻

「宜
都

/
楊
氏
藏
/
書
記
」
、
同

「
飛
青

/
閣
臧

/
書
印
」
、
単

辺
方
形
陽
刻

「星

吾
海

/
外
訪

得
/
秘
笈

」
、
無

辺
方

形
陰

刻

「
楊
印

/
守
敬

」
朱

印
影

(以
ヒ
楊
守

敬
所

用
)
を
存

す
。

 
楊
氏

『
日
本

訪
書
志
』
巻

四
、
小
学

の
部

に

「韻
府
羣
k

ニ
レ
篇

〈
元

槧
本
〉
」
以

下
に
掲
出

の
題
識
は

「次

目
録
、
缺

一
.葉
鈔
補
」

等
と
あ

る

こ
と

か
ら
該
本
に

つ
い
て
記
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
今
題
識
を
佚
す
。

(台

北

・
故
宮
博
物
院

V

○
冊
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巻
十
九

二

↓十
配

〔
[n
本
南
北
朝
〕

刊
本

 
 
 
浅

野
楳
堂
旧
蔵
 
清

楊
守
敬

題
識

新
補
藍
色
表
紙

(
二
三

・
九

×

一
五

.
三
糎

)
香
色
包
角
。
扉

に
楊
氏
影

像
。
毎

冊
前
副
葉
、
楊
氏
筆

に
て
韻

日
を
列
記
す
。
序
、
事
目
、
目
録
、

凡
例

の
順
に
綴
し
、
目
録
の
第

三

・
四
張
を
欠
く
。
毎
冊

二
巻
。
第
レ

、

巻
第

一
-

三
、
十
七

・
十

八
張

、
第
十

二
巻
第

三
十
九
ー
四
十
三
張
を
欠

き
室

町
末
近
世
初

の
筆

に
て
鈔
補
。
匡
郭

二
〇

・
八

×

一
二

.
六
糎
、
摺

り
は
前

本
と
同
程
度
。

序

の
み
室

町
期

の
朱
筆

に
て
竪
句
点
を
加
う
。
毎
巻
首
右
辺
外

「
桂
谷
寺

常
住
」
墨
識
あ
り
。
毎
巻
首
題

下
別
筆

「屹
布
衲
」
墨
識
お
よ
び
宝
文
様

陰
刻

「
永
屹
」
朱
印
影

を
存

す

(閲
山
永

屹
か
)
。
凡
例
末

に
単

辺
方

形

陽
刻

「
形
函
/

翠
蘊
」
、
第
九
冊
尾

に
同

「漱
芳
閣
/
鑑
臧
印
」
、
毎
巻
首

題
下

に
同

「淺
野
源
氏
/

五
萬
卷
樓
/
圖
書
之
記
」
朱
印
影

(以
上
浅
野

楳
堂
所

用
)
を
存
す
。
首
冊
副
葉

に
楊
守
敬

の
筆

に
て

「
此
書

与
流
俗
甚

有
出

入
与
/

四
庫
著
録

本
亦
不
相
應
余

別
有
跋
/
詳
若
之

(綿

一)
守
敬

記

(肺
)」

題
識
あ
り

、
首

お
よ
び
目
首

に
単

辺
方
形

陽
刻

「星
吾

海
/

外
訪

得
/
秘

笈
」
、
首

に
無

辺
方
形
陰

刻

「楊
印

/
守
敬
」
、

目
首

に
同

「定!1
都
/
楊

氏
藏

/
書
記
」
朱
印
影

(以

上
楊
守
敬
所
用
)
を
存
す
。

 

題
識
中

「
別
有
跋
」

と
は
、
前
本

に
附
さ
れ
た

『
日
本
訪
書
志
』
収
録

の
題
識
を
指
す
か
と
思
わ
れ

る
。
前
本
参
照
。

又

〔明
〕
増
修

(〔清
江
書
堂
〕
)

〔
35
輯

鰯
頁

・
37
輯

鵬
頁

〕

〈
台
北

・
国
家
図
書
館
 

三
〇
九

.
〇
七
九
三
六
〉

 
 
 
巻
.一∵

四
、
九
ー

二
十
配
明
天
順
⊥ハ
年
刊
新
増
説
文
本

 
 
 
巻
五
ー

八
配
元
至
正
十
六
年
刊
新
増
説
文
本

存
巻

冖
・
二

(
二
〇
冊

の
う

ち
二
冊
)
。
序
を
欠
き
、
凡

例
、
事
目
、

目

録
の
順
に
綴

し
て

(目
録
末
木
記
を
摺
ら
ず
)
本
文
に
入

る
。
毎
冊

一
巻

。

第
五
巻
第

一
張
も
本
版
に
係

る
。
匡
郭
一
、
一
・
二
×

一
,
一
・
五
糎

(補
刻
)。

首

に
単
辺
方

形
陽

刻

「
海

豐
呉

氏
家

/
臧
書
画

之
章
」
、
事

目
首

に

同

「
津
門
王
鳳
/
岡
風
篁
/
館
所
臧
印
」
、
目
録
首
に
同

「賜
研
齊
」
朱
印
影

を
存

す
。
そ

の
他
、
全
冊

に
亘
る
事
項
は
天
順
刊
本

の
項

に
後
掲
。

 
三
種
混
配
。
巻

「
.
一
一は
一儿
来
原
本

に
属
す
る
至
正

二
十
八
年
版

の
修

刻
本

で
あ
る
が
、
既

に
著
録
し
た
静
嘉
堂
文
庫
蔵
本
、
名
占
屋
大
学
附

属

図
書
館
蔵
本

に
同
じ
く
、
巻

一
の
み
新
増
説
文
本
と
し
て
増
修

し
た
も

の

で
あ
る
。
巻
首

の
題
目
と
本
文
は
新
増
説
文
本

の
そ
れ
で
あ

る
が

(行
款

は
元

の
ま
ま

で

.
○
行

)、
首
目
と
巻

二
は
原
刻
で
原
本
に
当

た
る
。
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同

〔明
前
期
〕
刊

覆
兀

至

iL

弄1
八
年
刊
本

36

輯

413

頁

37

輯

204

夏

 

〈台
北

・
国
家
図
書
館
 

三
〇
九

.
〇
七
九
三
八
〉
 
 
 
 
 
 
四

二
冊

 
 

 
巻

三

・
十
六
配
同
版
本
 
清
怡
僖
親
王
弘
曉
旧
蔵

後
補
香
色
表
紙

(
二
五

・
七

×

一
六

二

糎
)
右
肩
綫
外
打
付

に
冊
序
数

を
書
す

。
襯
紙
改
装

。
前
後
副
葉
。
序
、
事
目
、
目
録
を
存
し
凡
例
を
欠

く
。
第

三
、

五
巻

に
三
冊
を
配
す

る
他
、
毎
巻
二
冊
。
本
来
正
統

二
年

の

原
木
記

の
あ
る
第

一
巻
尾

の
半

張
を
刪
去
す
。
標
記

の
他
、
第
十

三
巻
首
、

第

二
十
巻
尾

に
も
別
本
を
配
す
。
匡
郭

二
〇

二
二
×

一
二

・
⊥ハ
糎
。

間

々
墨
句
批
圏
、
稀

に
竪
句
点
書
入
。
首
お
よ
び
事
目
首

に
単
辺
方
形
陽

刻

「
明
善
堂
/
珍
藏
書

/
畫
印
記
」
、
首

に
無
辺
方
形
陰
刻

「
明
善
堂
/

覧
書

/
画
印
記
し
、

巻
首
に
単
辺
方
形

陽
刻

「
安
樂
堂
/
藏
書
記
」

朱
印

影

(怡
僖
親
王
弘
曉
所

用
)
、
首

に
無

辺
方

形
陰
刻

「
三
槐
/
世
家

」
朱

印
影

、
第
十

三
巻
首

に
同

「白
雲
堆
/
裡
人
家
」
朱
印
影
を
存
す
。

〈
中
央

研
究
院
歴
史
語
.三口研
究
所
傅
斯
年
図
書
館
 
O
A
ω
.念

一〉
 
 

○
冊

 

 
 
白
紙
印
本

当
館
新
補
香

色
表
紙

(
二
八

・
一
×

一
六

・
三
糎
)
次

で
後
補
淡
青
裂
表

紙

、
左
肩

青
絹
地
双
辺
摺
題
簽

「
韻
府
羣
玉

〈丙

/
下
平
聲
〉
」
等
貼

附

(首
冊
以

下
剥
落
多
し
)
、
右
肩
よ
り
同
工
目
録
簽

を
貼
布

し
双
辺
中
に
声

韻
目
を
書
す
。
本
文
自
紙
印
、
裏

打
改
装
。
前
後

副
葉
。

序
、
凡
例

、
事

目
、
目
録

の
順
に
綴

し
本
文

。
毎

冊

二
巻
。
第

一
巻
第

二
十

八
張
欠

0
匡

郭

二
〇

-
二
×

=

主

六
糎

、
後
印

本
。

〈
台
北

・
国
家
図
書
館

 
三
〇
九

・
〇
七
九
三
八
V

 
 

 
巻

一
二

一、
四
ー

十

二
、
十
四
ー

二
十
配
同
版
本

存
巻

三

・
十

六

(各

前
半
、

四
二
冊

の
う
ち

二
冊

)
。
汚
損
。
朱
批
圏
書

入
。
毎
巻
首

に
単
辺
方
形
陽
刻
不
明
朱
印
影
、
重

鈴
し
て
同

「欽

/
遠
」

朱
印
影
を
存
す
。
詳
細
前

掲
。

同

〔日
本
南
北
朝
〕
刊

〔35
輯

鄰
頁

・
36
輯
姻
頁

・
38
輯
跏
頁
〕

覆
元
元
統
二
年
刊
本

〈近
畿
大
学
中
央
図
書
館

〉 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

一
〇
冊

後
補
古
丹
表
紙

(
二
四

.
八

×

】
六

・
二
糎
)
右
肩
よ
り
打
付
に
室
町
期

の
筆

に
て
韻
目
を
列
す
。
左
肩
厚
手
斐
紙
題
簽
を
貼
布
し
別
筆
に

て

「
韻

府
羣
玉

〈声
目
/
上

(下
)
〉
」
と
書
す
。
本
文

の

一
部
に
原
紙
匡
郭
外
を
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刪
去
し
表
紙
大

に
裏
打

す
る
紙
葉

が
あ

る
。
首

冊
の
み
前
副
葉
。
序
、
凡

例
、
事
目
、
目
録
を
存

し
本
文
に
入
る
。
毎

冊
二
巻
。
匡
郭

一
。0

-
八

×

=

一
・
四
糎
、
本
版
現
存

本
中
最
も

早
印

の
部
類
。

間

々
室
町
期

の
朱
を
以
て
標
批
圏
、
竪
句
批
点
、
稀

に
返
点
連
符
送
仮
名
、

同
朱
墨
欄
上
補
注
校
注
、
近
世
初

の
朱
墨

を
以

て
欄
ヒ
字
目
標
注
合
点
、

又
後
墨

に
て
増
続
韻
府

と

の
校
注
書

入
。
第
七

冊
尾

に
旗
幟
形
陽
刻
不
明

朱
印
影

、
毎
冊
首

に
双
辺
方
形
陽
刻

「
高
木
文
庫

(輔
)
」
朱
印
影

(高

木
利
太
所

用
)
、
首
冊
前
副
葉
、
或

い
は
毎
冊
前
後
見
返

し
に
単
辺
方
形

陽
刻

「
ア
カ
キ
」

「横
山
家
蔵

(翻
)」
朱
印
影

(横
山
重
所
用
)
を
存
す
。

 
該
本

は
、
中
田
祝
夫
氏
編

『玉
塵
抄

(
10
)

〔抄
物
大
系

別
刊

〕
』

(昭

和
四
十
七
年
、
勉
誠
社
)

に
巻
首

の
書
影

を
掲
載

す
る
0

〈
台
北

・
故
宮
博
物
院
〉

 
 
 
巻

一
-
十
八
配
元
至
正
二
十
八
年

刊
本

 
 
 
浅
野
楳
堂
 
清
楊
守
敬
旧
蔵

存
巻
十
九

・
二
十

(
]
○
冊
の
う
ち

]
冊
)。
上
辺
補
紙
、
原
紙
高
二
二

・

四
糎
。

縹
色
不
審
紙
貼
附
。
末

尾
に
無
辺
方
形
陰
刻

「義

/
之
」
、
単
辺

方
形
陽
刻

「大
/
路
」
朱
印
影
、
毎
巻
首

題
下
に
同

「淺

野
源
氏

/
五
萬

卷
樓
/
圖
書
之
記
」
朱
印
影

(浅
野
楳
堂
所
用
)
を
存
す

。
詳
細
前
掲
。

同

 
 
 

 
 
 
 
 
 
〔
35
輯
跚
頁

・
36
輯
僻
頁

・
37
輯

蹣
頁
〕

朝
鮮
明

正
統

二
年

(
一
四
三
七
)
跋
刊

(江
陵

.
原
州

)

覆
元
元
統

二
年
刊
本

〈
近
畿
大
学
中
央
図
書
館

V 

 
 

 

 
 

 

 
 

 
 

 

分

二
〇
冊

 
 
 
有
跋
本

丁
子
染
艶
出
表
紙

(二
一二
・
九

×

一
四

・
二
糎
)
毎
奇
数

冊
左
肩

打
付

に

朝
鮮
筆

に
て

「韻
府
羣
玉
」
と
、
右
肩
よ
り
声
韻
目
を
書

す
。
毎

冊
後
、

後
補
黄
檗
染
卍
繋
蓮
華
唐
草
文
空
押
艶
出
表
紙
、
無
文
。
四
針
眼
、
改
糸
。

書
背
中
段

に

「廿
本
」
と
、
毎
冊

の
小

口
に
韻
目
を
書
す
。
天
地
截

断
、

虫
破
損
修
補
。
本
文
料
紙
、
間
々
添
料
を
加

え
竹
紙

の
如
き
褐
色
を
呈
す
。

見
返
し
新
補
、
第

八
冊
前
見
返
し
紙
背

に

⊃

伊
賀
米
拾
八
俵
也
/

(灘
八
)

内
大
豆
壱
俵
也
」
墨
書
を
認
む
。
序
、
凡
例
、
事
目
、
目
録
を
存
し
本
文
。

毎

冊

一
巻

。
匡
郭

二
〇

・
二
X

一
二

・
五
糎
、
早
印
本
0
末
尾
に
南
秀
文

跋

一
張
を

附
綴
す
。

朝
鮮
時

代

の
朱
筆

を
以
て
韻
目
標
圏
、
字
目
聯
珠
標
圏
、
批
点
、
熟
字
鈎

点
書
入

、
毎
韻
首
行
欄
上

に
別
手
墨
韻
目
標
注
を
存
す
る
も
、
殆
ど
刪
去

せ

ら
る
。
毎
奇
数

冊
首

に
単
辺
方
形
陽
刻

「陰
城
/
朴
氏
」
朱
印
影
、
毎

偶

数
冊
尾

に
同

「崇

/
善

」
「
超
」
朱
印
影

、
毎

冊
首

に
同

「觀
主

廬
」
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朱
印
影
、
双

辺
方
形
陽
刻

「澁
谷
藏
書
記
」
朱
印
影
を
存
す
。

 
表
紙
と
鈴
印

の
情
況
を
勘
案
す
る
と
、
朝
鮮
朝
伝
来

の
旧
時

に
は
十
冊

で
あ

っ
た
も

の
を
、
後

に
二
十
冊

に
改
装
し
、
旧
後
表
紙
を
偶
数
冊
前
方

に
用

い
て
、
現
在

の
後
表
紙
を
補

っ
た
と
思
わ
れ

る
。
南
跋
を
附
印
す
る

伝
本

は
同
版
中

に
も
稀

で
あ

る
。
該
本

の
書
影
は
昭
和
五
十

一
年

の
古
典

籍
下
見
展
観
入
札
会
目
録

に
掲
載
さ
れ

て
い
る
0

○
新
増
説
文
本
之
属

新
増
説
文
韻
府
羣
玉

二
〇
巻
 

 

 
 

 
〔
37
輯

鵬
頁

・
38
輯
鏘
頁
〕

 
 
元
陰
時
夫
編
 
陰
中
夫
注
 
元
欠
名
増

 
 
一兀
至
甲止
十
亠
ハ
年

(
一
一二
五
⊥
ハ
)
刊

(劉
氏
日
新
堂
)

〈台
北

・
故
宮
博
物
院
〉
 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 

一
〇
冊

 
 

 
清
楊
守
敬
旧
蔵

後
補
渋
引
表
紙

(
二
三

・
一
×

一
四

・
九
糎
)
左
肩
打
付

に

「羣
玉
韵
府

く幾

V」
と
書

し
、
右
肩
よ
り
韻
目
を
書
す
。
左
下
方
打
付

に
別
筆

に
て
声

目
冊
数
を
書
し
、
右
下
方
打
付

に
又
別
筆

に
て

「
絶
十
」
と
書
す
。
改
糸
、

天
地
截
断
。
扉

に
楊
守
敬
影
像
。
序
、
目
録

、
凡
例
、
総
目

の
順

に
綴
し

本
文
。
毎
冊

二
巻
。
匡
郭

二

一
二

×

一
三

・
二
糎
。

欄
北

に
室
町
末

の
墨

筆

に
て
字

目
標
注

(半
截

)、

近
世
初

の
朱
筆

に
て

本
文
標
竪
句
点

、
傍

線
、
標

批
圏

(第

二
冊
以
降
疎

)
、
欄
上
字
目
標

注

(現
紙
内

)
書

入
、
又
後
墨
筆

に
て
胡
粉
校
改
、
磨
滅

部
鈔
補
。
毎

冊
首

尾

に
無
辺
方
形
陰
刻

「
止
」
朱
印
影
、
首
お
よ
び
毎

冊
首
に
無
辺
方

形
陰

刻

「
飛
青
/
閣
臧
/
書

印
」
、
序
末
に
同

「
宜
都

/
楊
氏
藏

/
書

記
」
、
単

辺
方
形

陽
刻

「
星
吾
海

/
外
訪
得
/
秘
笈
」
朱
印
影

(以

上
楊
守
敬
所
用
)

を
存
す
。

 
な
お
該
本

に
つ
い
て
は
第
三
稿

(本
論
集

第
三
十

七
輯
第

二
二
五
頁
)

に

マ
イ
ク

ロ
フ
ィ
ル
ム
書
影
を
以
て
著
録
し
た
が
、
書

入
鈴
印
等

に
改
正

を
要
す
る
た
め
再
度
記
し
た
0

〈
台
北

・
国
家
図
書
館

 
冖、冖〇
九

・
〇
七
九
三
六
〉

 
 

 
巻

一
二

一配
元
至
正

.
一レ
八
年
刊

〔明
〕
増
修
本

 
 

 
巻
二一主

四
、
九
ー

.

.レ
配
明
天
順
六
年
刊
新
増
説
文
本

存
巻

五
-

八

(一
.○
冊

の
う
ち

四
冊
)
。
毎

冊

一
巻

。
第
五
巻
第

目

二

一

張
を
欠
き
、
第

一
張

に
は
元
至
正

{
一十
八
年
刊
本
を
以
て
配
し
、
第

一
.張

に
は
鈔
補
を
加
う
。

第

五
巻
首

に
単
辺
方
形
陽
刻

「
仲
/
遠
」
、
無

辺
方

形
陰
刻

「
王
穆

/
之
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印
」
、
単
辺
方
形
陽
刻

「
王
氏
」
、
無

辺
円
形
陰
刻

「水

/
竹
居
」
、
同
方

形

「黄
生

/
之
印
」
朱
印
影
を
存

す
。
全

冊
に
亘
る
事
項
は
天
順
刊
本

の

項

に
後
掲

。

同

明
天
順
六
年

(
一
四
六
二
)

覆
元
至
正
十

六
年
刊
本

刊

棄
氏
南
山
書

竺
37

輯
230

豆

 

〈台

北

・
国
家
図
書
館

 
三
〇
九

・
〇
七
九
三
六
〉 
 

 
 
 
 
二
〇
冊

 
 
 
巻

一

・
二
配
元
至
正
二
十
八
年

刊

〔明
〕
増
修

本

 
 
 
巻
五
-

八
配
元
至
正
十
六
年
刊
本
 
明
錢
穀
旧
蔵

新
補
藍
色
表
紙

(二
六

.
七

X

一
六

・
七
糎
)
金
鏤
玉
装
、
素
絹
包
角
0

首
目
に
も
元
至
正
二
十
八
年
刊
本
を
配
し
、
第
三

・
四
、
九
-

二
十
巻

の

目
四
冊
が
本
版

に
当
た
る
。
毎

冊

一
巻
。

朱
筆
校
改
あ

り
。
第

一
、
十

三
巻
首

に
無
辺
方
形
陰

刻

「
言
/
宮
」
、
毎

冊
首

に
単

辺
方

形
陽
刻

「苣
盟

/
听
藏
」
、

第
四
巻
尾

に
無
辺
方
形
陰
刻

「原
/
昇
」
、
第
四

.
十
六
巻
尾

に
単
辺
方
形
陽
刻

「中
呉
錢
氏
/
收
藏
印
」

朱
印
影

(銭
穀
所
用
)
を
存
す
。

〈
台
北

.
国
家
図
書
館

 
三
〇
九

・
〇
七
九
三
七
〉
 
 
 

 
 

 

五
冊

 
 
 
清
王
昶
旧
蔵

後
補
香
色
表
紙

(
二
六

-
三

×

一
五

・
二
糎

)。
改
糸

、
〔
天
地
截
断
〕
。

序
、
目
録
、
総
目
、
凡
例

の
順

に
綴

し
本
文
。
毎
冊
四
巻

。
第
十

二
巻
首

六
張
を
欠
く
。
匡
郭

二

一
・
二
×

二
三

・
二
糎
。
第

一
、
七
、
二
十
巻

尾

木
記
部

の
原
紙
を
破
り
去

る
が
、
第
⊥
ハ
巻
尾

の
み
こ
れ
を
存
す

る
。

間

々
墨
筆

に
て
句
圏
書
入
0
首

に
単
辺
方
形
陽
刻

「松
陵
/
史
蓉

/
莊
臧
」
、

同

「
迸
圃
/
所
臧
」

(張
乃
熊
所
用
)
、
毎
冊
首

に
無
辺
方
形
陰
刻

「
石
林
」
、

第

一
・
一
一十
巻
尾
刊
記
刪
去
部
補
紙
上
に
同

「青
浦
/
王
昶
字
/
日
徳
甫
」
、

単
辺
方
形
陽
刻

⊃

字
述
/
篭
別
號

/
蘭
泉
」
朱
印
影

(二
顆
王
昶
所
用
)

を
存
す
。

○
新
増
直
音
説
文
本
之
属

新
増
直
音
説
文
韻
府
羣

玉
二
〇
巻

 
 

元
陰
時
夫
編

 
陰

中
夫
注

 
欠
名
増

 
〔明
〕

 
 

〔明
初
〕
刊

(劉

氏
日
口
書

堂
) 

〔後
修
〕

〔
37
輯
脚
頁
〕

欠
名
音

こ

の
版
種

は
前

稿
に
未
紹
介

の
も

の
で
あ
る
が
、
現
在
ま

で
伝
本
を
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点
し
か
得
な

い
た
め

に
、
版
本

の
要
件

に
つ
い
て
確
定

で
き

な

い
点

が
あ

る
。
暫
く
伝
本

の
状
態
を
記
し

て
後

考
を
俟

ち
た

い
。
版
本

に
関
す

る
記

述
は
、
既
出

の

〔
明
〕
刊
黒
口
本
と

の
相
違
を

記
す

に
止

め
る
。

序
欠
。
先
ず
総
目

(
一
張
)
。
次

で
目
録

(第

二
至

四
張

)
、
上
平
声

目
下

注
記
欠
。
凡
例
欠
。

巻
首
題

「新
増
直
音

説
文
韻
府
羣
玉
巻
之

一

(隔
.
一

格

)
上

平
声

(騷
糊
)
/

(以
ド
低

八

格
)
晩
學
 
陰
 
時
夫
 
勁
弦
 
編
輯
/
新
呉
 
陰
 
中
夫
 
復
春

編
註
」
等
区

々
。

 
第

一
巻

 
第
二
巻

 
第
三
巻

 
第
四
巻

 
第
五
巻

 
第
六
巻

 
第
七
巻

 
第
八
巻

 
第
九
巻

 
第
十
巻

第
十

一
巻

(
三
〇

張

)

(
乙

・
二

・

元
ー

五
十

張

)

(
乙

.
又

一
-

廿

八

・
又

廿

八

-

五

十

-二
張

)

(⊥
ハ
○

張

)

(
乙

・

一
I

二
十

二

・
又

廿

ニ

ー

六

十

張

)

(
一
-

十

四

・
十

三

・
又

十

五

・
十

五
-

四

十

九

張

)

(乙

二

ー

四

十

七

張

)

(乙

・

一
I

=
.11
四

・
又

卅

四
ー

四

十

八

張

)

(乙

i

六

・
又

六

ー

四

十

五

張

)

(
四
八

張

)

(四

八

張

)

 
 
 
 

(二
〇

.
七

×

一
二

・
九
糎
)

 
 
 

中
縫
部
、

 
 
 
 

下
尾
下
張

数
。

(第

二
巻
第

五
ー

八
、

る
が
、
巻
首
以
下
大
半

の
張
子
は
明
中
葉
頃
の
補

刻
と
思
わ
れ
、

刻
と
推
定
す
る
。
巻
尾
題

「新
増
直
音
説
文
韻
府
群
玉
巻
之
幾
」
等
区

々
。

第
六
巻

尾
に
双
辺
有
界

「
劉
氏
日
口
書
堂

刊
/
[
 

]」
牌

記
あ
り
。
第

二
十
巻

尾
に
三
層
の
八
卦

.
霊
獣
負
書

-
霊
亀
負
書

図
を

刻
す

。

 
 
第
十

二
巻

 
 
第
十
三
巻

 
 
第
十
四
巻

 
 
第
十
五
巻

 
 
第
十
六
巻

 
 
第
十
七
巻

 
 
第
十
八
巻

 
 
第
十
九
巻

 
 
第

二
十
巻

四
周
双
辺

九
字

。

「
幾

フ
」
、

(
四
二
張

)

(
五
七
張

)

(
乙

-
二

・
ニ
ー
十
七

-
又
十
七
-
三
十
七
張
)

(
】
ー
八

・
八
又
I
五
十
張
)

(
一
-
十

・
又
九

・
又
十
-

四
十
四
張
)

(乙

-
又

一
1
.二
十
四
張
)

(乙
ー
十
七

・
十
七
-

四
十
五
張
)

(乙

・
又

.
ー

四
十
張
)

(
一
-
九

・
九
ー

四
十
張
)

 
 
 
 

 
 
 
 

毎
半

張
十

一
行
、
毎

行
小

二
十

粗

黒

口

(接
外
司

)
双
線

里
…魚

尾

(躰
対
)
、

上
尾

下
標

 
 
 

本

文
中

に
間

々
明
初

原
刻
と
思
わ

れ

る
張

子

 

十
三
-
十

六
、

二
十
五

・
二
十

六
以
下
)

を
存

す

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

暫
時
修

本
版

の
特
色

は
、
同
属
他
版

に
比
較

し
て
も

、
張
付

の
操
作

が
著
し

い
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点

に
あ

る
。
こ
れ
ら
は
全

て
張
付

「
乙
」

「
又
幾
」

と
し

て
加
え
ら
れ
た

増
修
に
起

因
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら

の
部
分

は
、
他
版

に
は
欠
く
場
合
と
、

他
版
に
も
あ
る
が
他
版

で
は
張
数
を
通
し
て
あ
る
場
合
と

の
両
様
あ
り
、

本
文
上

の
変
更
と
し

て
は
、
ど
ち
ら
も
直
音
注

を
増
入

し
た

の
で
あ
る
。

例
え
ば
第
五
巻

・
下
平
声

…
先
韻

の
首

に
、
本
版

で
は

「乙
」
と
し

て
直

音
注
を
備
え

て

い
る
が
、

〔
明
〕
刊
黒
日
本
等

で
は
直
音
注

を
欠
き

、
ま

た
同
巻

二

】蕭
韻

の
首

で
は
、
諸
版
と
も
第

二
十

二
張
後
半
か
ら
次
張

の

前
半

ま
で

の

…
張
分
に

二
蕭

二
二
肴
韻
分

の
直
音
注
を
補

っ
て
あ
る
が
、

本
版
で
は
増
入

分
を

「
又
廿

二
」

と
し
て
処

置
し
、

〔明
〕

刊
里
…口
本
等

で
は

「
二
十
三
」
以

下
巻
尾
ま
で
数
を
加
え
る
形
で
処
理
し
た
の
で
あ

る
0

本
版

の
状

態
は
恐
ら
く
本
属

の
古

形
を
示

し
て
お
り
、
本
属
本
文
が
、
当

初

は
旧
来

の
新

増
説
文

本
に
増
修

を
加
え

る
形

で
成
立
し
た
こ
と
を
窺
わ

せ
る
。
な
お
第

一
、
十
I
十

三
巻

の
如
く
張
数

の
重
複
が
な

い
巻
は
、
本

文

に
直
音

注
の
増

入
は
あ
る
が
、
他
版

の
よ
う

に
張
付
は

一
通
と
し
た

の

で
あ

る
。
た
だ
本

版
の
伝
本

が
補
刻

(推
定
)
本

で
あ
る
た
め
に
、
他
版

と
の
関
係

を
確
定

す
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
。

〈台
北

・
故
宮
博
物
院

〉

 
 

 
清

楊
守
敬

 
民
国
朱
師
轍

旧
蔵

八
冊

後
補
香
色
表
紙

(
二
五

・
五
×

一
四

・
八
糎
)
右
肩
よ
り
近
世
期
邦

人
の

筆

に
て
声
韻

目
を
書
す
。

五
針
眼
、
天
地
截
断
。
前

後
副
葉

。
序
欠

。
第

九
-
十

一
、
十

ニ
ー
十

四
巻
を
各

一
冊

に
収
め
る
他
は
、
毎

冊
二
巻

。

邦
人

の
朱
筆

に
て
句
批
点
、
批
圏
、
批
鈎
、
傍
線
書

入
、
下
平
声
以

ド
は

疎

に
遷

る
。
首

に
無
辺
方
形
陰
刻

「
飛
青
/
閣
臧

/
書
印
」
朱
印
影

(楊

守
敬
所
用
)
、
巻
首

に
同

「朱
師
/
轍
觀
」
朱
印
影
を
存
す
。

○
新
増
説
文
王
元
貞
校
本
之
属

〔
38
輯

㎜
頁

〕

新
…噌
説
文
韻
府
羣
玉

二
〇
巻

 
 
元
陰
時
夫
編
 
陰
中
夫
注
 
欠
名

増
 
明
王
元
貞
校

 
 
明
万
暦
卜
八
年

(
一
五
九
〇
)
序

刊

(秣
陵

・
王
元
貞
)

 
 
拠
元
至
正
十
⊥
ハ
年
刊
本

修

〈
堺
市
立
中
央
図
書
館
 
〇
三
八

一

・
一
八
V 

 

 
 

 
 

 

一
〇

冊

後
補
淡
茶
色
布
目
花
菱
繋
文
空
押
艶
出
表
紙

(二
六

二

】
×

一
六

.
二
糎

)

左

肩
題
簽
を
貼
布
し
声
目
を
書
す
。
右
肩
よ
り
打
付

に
別
筆
に
て
巻
序
数

、

韻
目
を
列
す
0
題
簽
声
目
下
に
又
別
筆

に
て
韻
目
を
書
す
。
表
紙
背
雲
母

引
。
浅
葱
色
包
角
。
本
文

破
損
修
補

。
前
副
葉
。
陳
序
、
原
序
、
凡

例
、
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目
録

、
総
目

の
順

に
綴

し
本
文
。
毎
冊

一
.巻
。
第
三
巻
第

一
一卜

一
張
を
同

第
三
十

六

二
二
十
七
張
間

に
、
第
三
巻
第
六
十

八
張

(尾
)
を
第
四
巻
第

一
一
二
一.張
間

に
錯
綴
す
。
匡
郭

二

一
二

一×

一
=
.
・
四
糎
。

間
々
朱
竪
句
批
点
、
批
圏
、
鈔
補
、
毎
韻
首
張
版
心
上
標
柱
、
稀

に
返
点

訓
仮
名

、
同
墨
欄
上
字

目
標
注
、
補
注

(
「瑛
案
」
等
)
、
鈔
補
、
稀

に
行

間
音

訓
仮
名
、
別
墨
貼
紙
補
注
書
入
。
前
見
返

し
に
単
辺
方
形
陽
刻

「
爾

雅
堂

/
臧
書
記
」
、
毎
冊
首

に
無
辺
方
形
陰
刻

「緑
竹
堂
」
、
単
辺
方
形
陽

刻

「
壽
山
獺
祭
窩

(皆
)」
、
毎
冊
尾

に
単

辺
小
判
形

陽
刻

「
盤
蝸
寮
」
、

無

辺
円
形
陰
刻

「養
/
源
」
朱
印
影
を
存
す
。

同

〔明
末
〕
刊
 
覆
明
万
暦
十
八
年
序
刊
本
之

一

〔
38
輯

跚
頁
〕

〈台

北

・
故
宮
博
物
院
〉
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

合
 
七
冊

 
 
 
柴
野
栗
山
 
徳
島
藩
主
蜂
須
賀
家
 
清
楊
守
敬
旧
蔵

後
補
淡
渋
引
表
紙

(
二
五

.
八
×

一
六

・
四
糎

)
右
上
方
綫
外
打
付

に
声

目
、
同
下
方

に
冊
序
数
を
書
す
。
黄
檗
染
包
角
。
首
目
完
整
。
毎
旧
冊

冖

巻
、
現
在

は
平
声
ヒ

ド
各

二
冊
、
仄
声
毎
声

一
冊
。
匡
郭

二

一
・
一
×

.

三

・
五
糎
。

稀
に
朱
標
圏
標
点
、
墨
欄
上
補
注
書
入
。
首

に
単
辺
円
形
陽
刻
小

「射
」

朱
印
影
、
第
十
七
巻
首

に
単
辺
方
形
陽
刻

「柴
氏
家
/
臧
圖
書
」
朱
印
影

(柴
野
栗
山
所
用

)
、
毎

冊
首

尾
に
双
辺
方
形
陽
刻

「
阿
波
國
文
庫

(驪
)
」

朱
印

影

(徳
島

藩
主

蜂
須

賀
家
所

用

)
、

第
九
巻

首

に
単

辺
方
形

陽
刻

「
星
吾
海
/
外
訪
得
/
秘
笈
」
、
無
辺
方
形
陰
刻

「飛
青
/
閣
臧
/
書
印
」

朱
印
影

(
二
顆
楊
守
敬
所
用
)
を
存

す
。

〈
愛
知
大
学
附
属
図
書
館
簡
斎
文
庫
 

冖
.七
三
V
 
 

 

 
 

 

一
〇
冊

 
 
 
高
取
藩
主
植
村
家
旧
蔵

香
色
表

紙

(
二
六

・
八

×

一
六

・
七
糎

)
左
肩

打
付

に
邦
人

の
筆

に
て

「新
増
説
文

韻
府

羣
玉

[

]
幾
幾

」
と
書
す

。
改
糸
、
第

十
冊
後
表
紙
新

補
、
破
損
修
補
。
陳
序
、
原
序
、
R
録
、
総

目
の
順

に
綴
し
凡
例
を
欠
く
。

毎
冊

一
元巻
。
匡
郭

二

一
リ
.二
×

一
.二
・
五
糎
。

間

々
朱
墨
校
改
。
紺
色
不
審
紙
貼
附
。
毎
冊
首

に
双
辺
方
形
陽
刻

コ
咼
取

/
植
村
/
文
庫

」
朱
印
影

(高
取
藩
主
植
村
家

所
用
)
、

同

「
簡
齋
文
庫

(亦
)
」
朱
印
影
を
存
す
。

同

清
乾
隆

二
卜

三
年

2

七

五
八
)
刊

 

 
 
 
〔
38
輯

㎜
頁
〕

後
印

(菁
華

堂
)
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〈
中
央
研
究

院
歴
史
語

言
研
究
所
傅
斯
年

図
書

館
 

O心
ω
.臼
㎝
〉 

 

一
〇
冊

 
 

 
白
紙
印

本

当
館
新
補
香
色
表
紙

(二
六

二
二
×

一
五

-
八
糎
)
次

で
香
色
表
紙
、
左

肩
打
付

に
韻
目
巻
序
数

、
右
肩

に
声
目
を
書
す
。
菁
華
堂
封
面
あ
り
、
南

京
図
書
館
、
慶
應
義
塾

図
書
館

蔵
本
と
同
版
、
竹
紙
印
。
本
文
白
紙
印
。

首
目
定元
整
。
毎
冊

一
巻
。
匡
郭

冖
二
 
・
六

×

=
二
・
七
糎
。

墨
句
批
点
、
句
圏
、
欄
上
補
注
書
入
、
校
改
。

二
 
続
編

・
増
続
会
通
本

・
同
増
編
本
 
解
題

○
続
編
之
属

 

元
明

間
の

『韻
府
群
玉
』

の
版
刻
は
、
次

々
と
覆
刊
を
重
ね

る

一
方

、

新

た
な
便
宜
を

謳
い
、
わ
ず
か
な
増
補
を
繰
返

し
て
来

た
が
、

こ
れ
ら
は

版
刻

の
都
合
を
第

一
義
と
す

る
安
易
な
方
法

に
よ

っ
て
行
わ

れ
、
増
補
と

言

っ
て
も
粉
飾

の
域
を
出
な

い
性
質

の
事
柄

で
あ

っ
た
。
こ
の
場
合

、
本

文

の
管

理
も
杜

撰
で
あ

り
、

一
般
的

に
覆
刻

の
欠
点

と
し
て
挙

げ
ら
れ
る

誤
写
と
誤
刻
と
を
次
第

に
重
ね

て
い
っ
た
。

こ
れ

に
従

い
、
新
増
説
文
本
、

新
増
直
音
説
文
本
と

い
っ
た
亜
種
を

生
み
な
が
ら
、
基
と
な
る
原
編

の
本

文
自
体
は
劣
化

の
道
を
た
ど
り
、
明
代
中
葉
ま

で
に
は
参
考

に
堪
え
な

い

箇
所
を
多
く
抱
え

る
結
果
と
な

っ
て
い
た
。
そ

の
よ
う
な
情
況

の
下
、
万

暦
卜

八
年
前
後

に
南
京

の
監
生
王
元
貞

が
、
款
式
字
様
を
改
め
、
新
た

に

『
新
増
説
文
韻
府
群
玉
』

を
校
刊

し
た
。

こ
の
版
本
は
時
宜
を
得

て
広
範

に
流
通

し
た
た
め
、
従
来

の
杜
撰

な
覆
刻
本
を
退

け
る
形

で
、
以
後
は

こ

の
王
元
貞
校
本

が
本
書

の
流
布
本

と
定
ま

っ
た
。
た
だ
明
代

の
半
ば
頃
、

右
の
展

開
と
は
別

に

『韻
府
群
玉

』
の
続
編

が
試

み
ら
れ
、
増
補
別
編
と

し
て

『類
聚
古
今
韻
府

續
編
』

(以

ド

「
韻
府
続
編
」

と
簡
称

)
が
刊
刻

さ
れ
た
。

 

こ

の

『
韻
府
続

編
』
を
成

し
た
包
瑜

、
字
希

賢
は
、
浙

江
処
州
府
青

田

県

の
出
身
で
、
諸
方

の
教
官
を

歴
任
し
た
人
物

で
あ
る
。
明
清

の
伝
記
類

や
方
志
中

に
小
伝

を
見
る
が
、

そ

の
記
事
は
大
同
小

異
で
あ
り
、

『括
彙

蒼
紀
』
巻
十
二

・
往
哲
紀
、
青

田
縣
、
皇

明

の
項
に
拠

る
と
、
次

の
よ
う

に
伝
え
る
。

 

 
包
瑜
、
字
希
賢
、
由
擧
人
任
教
諭

、
致
政
歸
。
淮

王
幣
聘

修
書
、
進

 

 
講
便
殿
、
賜
坐
忘
勢
。
所
著
通
鑑
事
類

一
百
二
十

一
卷
、
左
傳
事

類

 

 

四
十
卷
、
王
閲
之
喜
甚
、
遂
梓
行
、
仍
命

工
肖
瑜
像
、
親
讚
円
、
見

 

 
道
之
眞
、
履
道
之
正
、
咳
唾
古
今
、
牾
寐
賢
聖
、
傳
獵
經
蒐
、
回
瓢

 

 
點
詠
、
衣
冠
肅
如
、
後
學
企
敬
。
居
七
年
告
歸
投
老
。
選
述
甚
多
、
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見
藝
文
志
。

こ
れ
に
拠
れ
ば
、
挙
人
と
し
て
教
諭
に
任
じ
、
官

を
退

い
た
後

、
淮

王
の

招
聘
に
よ
り
進
講

の
栄
に
浴

し
、
王
の
感

ず
る
所

と
な

っ
て
、
包

の
著
作

で
あ
る
通
鑑
事
類

百
二
十

一
巻
と
左
伝
事
類

四
十
巻

の
刊
行

が
図

ら
れ
、

そ

の
他
に
も
著
述

が
多

か

っ
た
と
言
う

の
で
あ
る
。

同
書
巻
十
三

・
藝
文

紀
を
見

る
と

、
通
鑑
事
類

一
百

二
十

一
巻

、
史
書
係
韻

三
百
巻
、
綱

目
事

類

四
十
巻
、
読
書
備
忘

一
百
巻
、
春
秋
講
義

、
周
易
衍
義
を
挙
げ
、
倶

に

包
瑜

の
著
作
と
登
録

し
て
あ

る
。
た
だ
実
際

、
こ
の
う
ち

の
通
鑑
事
類
か

或

い
は
綱
目
事
類

に
該
当
す

る
と
思
わ
し
き
伝
本
を
存
す

る
が
、
そ

の
他

の
著
作
に

つ
い
て
は
伝
本
の
所
在
を
聞
か
な

い
。
書
目
か
ら
判
断
す

る
と
、

教
官

の
著
作
ら
し
く
経
史

に
取
材
し
た
編
著
と
注
釈
が
多

か

っ
た
と
思
わ

れ

る
。
肝
心

の

『韻
府
続
編
』

に
つ
い
て
は
言
及
が
な
く
、
後

の
方
志
も

こ
れ
を
踏
襲

す
る
が
、

『万
姓
統

譜
』
巻
三
十

一

・
肴
韻

の
章

に
は

、
包

の
伝
を
載
せ

て
な
お

「
撰
韻
府
續
編

一
百
二
十
三
卷
、
春

秋
講
義

、
周
易

衍
義
、
讀
史
六
事

、
讀
書

備
忘

、
稽
古
齋
集

諸
書

、
藏
于
家
」
と

記
し
て

い
る
。

 

本
書
伝

本

の
う

ち
先
行

の
も

の
を
見
る
と
、
後
掲

の
如

く
明
弘
治
十

二

年

(
一
四
九
九

)
の
張
時
叙

お
よ
び
潘

琴
の
序
を
存

し
て
、
編
者
包
瑜

に

つ
い
て
も
言
及
が
あ
り
、
そ

の
伝

に

つ
い
て
少
し
く
補
う

べ
き
点
が
あ

る
。

先
ず
張
序

に

 
 

致
政
掌
教
青

田
包
先
生
瑜
、
以
景
泰
庚
午
郷
薦

、
歴
建
寧
臨
滔
進
賢

 
 

浮
梁

四
學
教
諭
。
自
幼
好
學
、
至
老
不
倦
。
常
以
陰
氏
韻
府
所
收
有

 
 

未
備
、
故
爲
續
編
、
以
補
其
畧
。

と
あ
り
、
弘
治
十

二
年

に
は
致
仕
し

て
い
た

こ
と
、
景
泰
庚
午
元
年

(
一

四
五
〇
)

の
郷
挙

に
よ

っ
て
官

に
就

い
た

こ
と
、
福
建
建
寧
府
、
山
東
青

州
府
臨
滔
県
、
江
西
南
昌
府
進
賢
県
、
江
西
饒
州
府
浮
梁
県
学

の
教
諭
を

歴
任
し
た

こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
序
を
記
し
た
時
、
張
は
青
田
県
知
県

の

職
に
あ

っ
た
。
ま
た
次

の
福
建
興
化
府
知
府
を
以
て
致
仕
し
て

い
た
潘
琴

の
序
に
は

 
 

君
名

瑜
、
字
希

賢
。
心
靜
而
學

富
0
由

郷
薦

歴
儒
官

四
十
餘
年

、
只

 
 
今
行
年

八
十

、
猶
能
書

細
字

、
盡

.
燭
不
倦

。
平
生
著
述
甚
多

、
此

 
 
特
其

一
者

耳
。

と
あ
り

、
包

が
四
十
年
以

上
に
わ

た
り
学
官
を
勤

め
、
景
泰

元
年

の
任
官

か
ら
数
え

れ
ば

、
弘
治

三
年

(
一
四
九
〇
)
以
後

に
官
を
辞

し
た

こ
と
、

ま
た
弘
治
十

二
年

に
は
概

そ
八
十
歳

で
、
永
楽
十

八
年

(
一
四
二
〇
)
以

前

の
出
生

で
あ

っ
た

こ
と
が
わ
か

る
。

こ
の
こ
と
か

ら
す

る
と
、
淮
王

の

聘
を
受
け
た

の
は
致
仕

の
後

の
七
年
間

で
あ

っ
た
か

ら
、
弘
治
三
年

(
一

四
九
〇
)
以
後
、

こ
の
淮
王
が
正
統
十
三
年

(
一
四

四
八
)

に
封
を
襲

い
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弘
治
十
五
年
に
薨

じ
た
康
王
朱
祁
銓

に
当
た

る
と
す

れ
ば

、
同
三
年

か
ら

長
五
年

の
間
で
あ

っ
た
こ
と

に
な

る
。

こ
れ
を
要
す

る
に
、
包

は
四
十
数

年

の
間
、
地
方
教
官
を
勤

め
る
傍
ら
、
攷

々
と
し

て
編
著

に
励

み
、
致
仕

の
後
、
晩
年
に
な

っ
て
淮
王

の
幣
を
仰
ぎ
、
ま
た

そ
の
著
作

の
う
ち

の
幾

つ
か
は
梓
に
附
さ
れ
る
機
会
を
得
た

の
で
あ

る
。

 
次
に
、
辛
う
じ
て
刊
刻

さ
れ
た

『韻
府
続
編
』

の
版
本

を
解
題
し
、
本

書
流
通

の
実
情
を
見
て
行
き

た

い
。
本
属

に

つ
い
て
は
、
現
在
ま
で
に
二

版
三
種

の
本
文
を
実
見
す

る
こ
と
が

で
き
た
。

類
聚
古
今
韻
府
續
編

四
〇
巻

 
 
明
包
瑜

編

 
 
明
正
徳
十

二
年

(
一
五

一
七
)
刊

(劉
宗
器
安
正
書

堂
)

 

こ
の
版
本
は
初

刊
で
あ

ろ
う
と
思
わ
れ

る
も

の
の
、
実

際
の
伝

本
に
接

し
得

て
い
な

い
。
た
だ
中
国
鎮

江
市
博
物
館
蔵
本

の
伝
存

が
著
録
さ
れ
、

『
四
庫
全
書
存

目
叢
書

』
子
部

冖
七

三
、
四

に
影
印

さ
れ
て

い
る
。

そ

の

本
文
は
四
十
巻
を
備
え
、
後

出
の
略
本

に
比
較
す

る
と
、
広
本
と
称
す

べ

き
も

の
で
あ
る
。
暫
時
書
影

に
従

い
、
著
録

し
得

る
点

の
み
を

記
す
。

先
ず
張
時
叙
序

(二
張
)
。
首

題

「類
聚
古
今
韻
府
續
編
大
全

序
」
、
次
行

よ
り
低

一
格
諱
字
擡
頭
に
て
本
文

(影
印
本

原
欠

第

一
張
後
半

、
こ

の
箇

所

同
行
款

の
重
刻
本
に
拠
り

《
 
》
内

に
補
う

)
「
事
理
之
在

天
下
古
今

至
不

「
也
不
有
以
會

之
/
孰
従

而
知

之
此
韻

/
府

羣
玉
之
所
以
脩
而
續
編

之
所
以
緝
也
致
政
/
掌
教
青
田
包
先

生

く瑜

V
以
景
泰
庚
午
郷
薦
歴
建
/

寧
臨
瑙
進
賢
浮
梁
四
學
教
諭
自
幼
好

學
至
老
/
不
倦
常
以
陰
氏
韻
府
所
收

有
未
備
故
為
續
/
編
以
補
其
略
既
克

成
編
而
遇
者

欲
作
興
梓
/
行
而
中
遭

多

故
弗
果
遂
弘
治

丁
巳
之
冬
予
奉

/

《
(購
)
命
來
宰

青
田
知
有
是

編
因

 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

墾

取
偏
閲
則
見
其
間
該
/
載
甚
富
自
經

傳
子
史

以
及
百
家
衆
説
罔
不
畢
/
集

一
開
巻
間
瞭
然
在
目
異
聞
未
見
多
所

長
益
/
予
甚
悦
之
因
令
人
重
校
繕
寫

發
付
書
林
劉

〈
宗
〉
/
〈
器
V
氏
刋
刻

以
廣
其

傳

(中
略
)》

(中
略
)
是
編

為
巻
凡
/

四
十
有
四
今
日

一
出
将
與
四
方

識
者
共
之
書
/
成
欲
有
所
識
故

圭
冒
疋
語
於
首

用
識
其
所
以
續
/
之

之
意

云

/

(ユ
ト
髭惶
頭
)
弘
治
十

二
年

歳
在

己
未

秋
八
月
吉
/
賜
進
士
文
林
郎
青

田
縣
知
縣
渤

海
張

時
叙
 
序
」
。
毎

半
張
九
行
、
毎
行

一
八
字
。
尾
題

「
韻
府
續

編
大

全

〈
畢
〉」
。

次

で
潘
琴
序

(第
三
至
四
張
)
。
首
題

「
類
聚
古
今
韻
府
續
編
大
全
序
」
、

次
行

よ
り
低

一
格
本
文

「
孔
子
象
易
之
大
畜

日

(中
略
)
陰

氏
韻
府
羣
玉

嚢
/
括
古
今
坐
閲
武
庫
或
者
猶
病
其
略
予
友
青
田
包
君
/
講
校
之
暇

日
取

群

玉
之
編
續
以
所
聞
於
經
史
傳
記
/
者
隨
韻

増
入
窮
捜
廣

剔
積
累
既
久
遂

成
大
帙
異
聞
/
隠
録
既
詳
且
備
較
之
群
玉
蓋
所
謂
青
於
藍
者
乃
別
/
其
集
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而
自
成

(中
略
)
曩
者
僉

憲
肝
江
王
公
華
巡
土
/
至
邑
得
是
編
而
閲
之
甚

喜
慨
然
日
成
人
之
美
吾
職
/
也
亟
給
紙
墨
副
其
本
欲
恣
閲
藩
舊
知
梓
之
書

林
而
行
之
業
以
遘
疾
而
寝
無
乃
此
志
之
行
與
否
亦
固
有
/
遇
不
遇
時
耶
君

屡
貽
予
書
日
吾
平
生
精
力
殆
盡
于
/
此
凡
十
易
稿
而
後
定
子
素
知
我
必
得

一
言
以
為
信
/
今
傳
後
之
徴
乎
夫

君
之
為

學
志
乎

(中
略
)
君
名

〈
瑜
〉

字
希
賢
心
靜
而
學
富
由
郷
薦
歴
儒
/
官
四
十
餘
年
只
今
行
年

八
十
猶
能
書

細
字
盡

一
燭
/
不
倦
平
生
著
述
甚
多

此
特
其

一
者
耳
予
知
之
深
故

/
不
辭

蕪
陋
而
題
其
端
/

(以
下
商量
痕
)
弘
治
十
二
年
龍

集
巳
未
秋
八
月
望
/
賜
進

士
中

 

 
 
 
 
 
 

韭
望

順
大
夫
福
建

興
化

府
知
府
致
仕
鶴

山
潘

琴
序
」
。
毎
半
張

一
〇
行
、
毎
行

二
〇
字
。
尾
題
同
前
。

 

右

の
両
序
を
見
る
と
、
本
書
は
包

氏
の
編
著
で
あ
り
、
当

初
先

ず
僉
憲

の
王
華
が
写
し
取

っ
て
校

正
に
努

め
、
閭
藩
の
書

林
か
ら
刊
行
し
よ
う

と

し
た
が
、
王

の
病
に
よ

っ
て
頓
挫

し
た
。
次

で
明
弘
治

丁
巳
十
年

(
一
四

九
七
)
に
青
田
知
県
と
し
て
着
任

し
た
張

時
叙

が
こ
れ
を
重
校

し
、
同
十

二
年

に
、
書
林
劉
宗

器
に
発

付
刊
行

す
る
、
と
言
う

の
で
あ

る
。

張
序

第
二
張
、
本
文
末

に
行

を
接

し
双
辺
有

界
牌

記
あ

り
、
本
文
低

一
格

「
韻
府

】
書
自
皇

元
大
徳
丁
未
陰
氏
所

著
經
今

二
百

/
餘

年
今
有
青

田
包

先
生

常
觀
是
書
其

中
收
有
未

備
/
者
故
捜
求

玉
海

通
考
事
文

類
聚

 
皇
明

一
統

志
等

/
書
續
補

其
畧
以
得
其
全
名

日
韻
府
續

編
如
正
徳

丙
/

子
安
正

堂
劉
宗
器
氏
得
求
藁
本
捐
資

謄
寫
刋
刻
類
/
有

二
千
餘
板
今

刋

一
束
字
起

至
鄲

字
勾

止
序
目

一
/
十
餘
板
共
四
十
巻
姑

且
印
行

以
示
賢

明
君
子
便

以

/
觀
看
瞭
然
在

目
 
書

成
通
行
印
賣

以
便
觀
覧
幸
甚

/

(挫貞
)
正
徳
丁

丑

孟

秋
之
吉

書
林
安
正
堂
劉
宗
器
 
謹
識
」
。

 

右

の

「大
徳

丁
未
」

は
十

一
年

(
一
三
〇
七
)
、
原
編

『
韻
府
群
玉
』

の
陰

竹
埜

(応
夢

)
の
序
に
拠
る
年

紀
と

思
わ
れ
る
が
、
既
に
述

べ
た
よ

う

に
こ
れ
は
原
編

完
成

以
前

に
書

か
れ
た
文
章

で
あ

る

(三
稿

嬲
頁
)
。

ま

た

「
正
徳

丙
子
」

は
十

]
年

(
一
五

工

ハ
)
、
丁
丑
は
そ
の
翌
年
。

「安

正

堂
劉
宗

器
氏
得
求

藁
本
、

捐
資
謄
寫

刋
刻
」

と
言
う

の
は
、

張
序

に

「
予
甚
悦
之
、

因
令

人
重
校
繕
寫
、

發
付
書
林
劉
宗
器
氏

刋
刻
、
以
廣
其

傳
」

と
言

っ
て

い
た
こ
と

に
合
致
す

る
。

し
か
し
両
序

か
ら
刊
記
ま

で
十

七
年
も

の
隔
た
り
が
あ
り
、
張
序

に
は
本
書
を

四
十

四
巻
と
言

っ
て
い
た

の
に
結
局

四
十
巻

と
さ
れ
て

い
る
こ
と

は
、
安
正
書
堂

に
と

っ
て
余
裕

の

な

い
版
刻

で
あ

っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。
包
瑜

の
歿
年

は
不
明

で
あ
る
が
、

正
徳
十

二
年

に
は
少

な
く

と
も

百
歳
前
後

の
高
齢
と

い
う
計
算

に
な
り
、

自
身

は
そ
の
刊
行
を
見

る
こ
と
が
で
き
な

か

っ
た

か
も
知

れ
な

い
。

次

で
凡
例

(第

五
張

)
。
首

題

「類
聚
古
今
韻
府
續
編
大
全
凡
例
」
、
次
行

よ
り

一
つ
書

下
低

元
格
諱
字
擡
頭

に
て
本
文

、
毎
条
改
行

し
て
第
六
条

に

及

ぶ
。
第

三
条

に
洪
武
正
韻

に
準
拠
す

る
こ
と
が
謳
わ

れ
る
。
毎
半
張

一
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二
行
、
毎

行

二
〇
字
。
尾
題

「韻
府
續
編
大
全
凡

例

く
畢
V」
。

次

で
周
序

(
一
-張
)
。
首

題

「増
廣
韻
府
大
全
序
」
、
次
行

よ
り
諱
字

改
行

に
て
本
文

(句
圏
附
刻
か
)
「
(上
略

)
自

元
至
大
庚
戌

。
以
逍
/
國
朝
正

徳
癸
酉
。
」
下

一
百
餘
年
家
傳
人
誦
無
/
叮
擬
議
。
我

郷
青
田
包
夫
子
出
。

増
續
是
書
。
總

四
/
十
巻
。

(中
略

)
既
有
是
書
。
弗

傳
/
於
世
。

不
負

作
者
之
盛

心
。
抑

孤
大
方

之
渇
仰

/
甚
非

不
没
人
之
良
意

。
今
建

陽
安
正

堂
劉
氏
。
徴
/
復
校
讐
。
梓
行

天
下
。
予
聞
之
。
喜
而

不
寐
。

(
中
略

)/

正
徳
昭
陽
作

墨
之
歳

仲
秋

月
哉
生
魄

/
(低
-..

各

)
餘
杭
後
學
静
軒
周
禮
書

干

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

†

護
國
山
荘
」
。
毎

半
張

一
〇
行

、
毎
行

冖
七
字
0
尾
題

「序

く畢

V」
。

 
元
至
大
庚

戌
は
三
年

(
=
二
一
〇

)
、
原
編

に
附
す

る
姚
雲
序

の
年
紀
。

正
徳
癸
酉

(昭
陽
作
棗

)
は
八
年

(
二
五

、
三
)
を
指
す
。

こ
の
段

階
で

は
巻
数
が
現
状

の
四
十
巻
と

な

っ
て

い
る
。

次
で
目
録

(四
張

)
。
首

題

「韻
府
續
編
大
全
目
録
」
、
次
行
花

口
魚

尾
圏

発
下
低
二
格

に
声

目
を
標

し
、
次
行
低

一
格

、
墨
囲
陰
刻

に
て
巻
序
数
を

標
し
、
同
行
下
よ
り
低

五
、

=

格

に
韻

目
を
列
す
。
毎
巻
改
行
。

入
声

十
葉
韻
に
至
る
。
尾
題

「韻
府
大
全

目
録

〈畢

〉」
。

巻
首
題

「
類
聚
古
今

韻
府
續

編
巻
之

一

(1

四
十

)

(舗
...)
平

(1
去
)

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

季

聲

(黼
鞭
陰
刷
)
/

(氏
ヒ
各季

)
後
學
青

田
包
瑜
編
輯
」
、

又
題

「類
聚
古
今
韻
府

大
全
」
、
第

二
十
九
巻
以
下
題

「新

刋
古
今

韻
府
續
編
」
等

。
次
行
低

二

格

コ

東
」
等
韻
目

(乂

.

上大
字
)
、
同
行
直
下
よ
り
低

二
格
に
て

「
東
冬

○
通

○

同
童
憧
瞳
」
以

下
直
音
注
、
小
字
双
行
。
次
行
よ
り
本
文
、
先
ず
大
字

に
て

「東
」
等
と
字

目
を
標
し

(……
蚶
絆
肋
)
直
下
よ
り
注
、
小
字
双
行
。

次

で

「賦

河
東
」
等
と
中
字
単
行
に

て
熟
字
を
標
し
、
直
下
よ
り
注
、
小

字

双
行
。
注

中
標

目
字

「
ー
」
符

代
号
、
注

の
末
尾

に

「韓

(雛
)」

等

(
ロrl..耗
)
と
出
典
を
附
す
。
毎
韻
改
行
。

 
第

一
巻

 
第

二
巻

 
第

三
巻

 
第

四
巻

 
第

五
巻

 
第
六
巻

 
第
七
巻

 
第

八
巻

 
第
九
巻

 
第
十
巻

第
十

一
巻

第
十

一
一巻

第
十

三
巻

(七

.二
張

)

(六

四

張

)

(
二
五

張

)

(四

三

張

)

(三

七

張

)

(五

三

張

)

(三

八

張

)

(四

七

張

)

(.二
亠ハ
張

)

(
四
八

張

)

(
二
五

張

)

(
二
八

張

)

(
四

四
張

)

平
声

一
東

二
支

一一元齊
四
魚

五
模

六
皆

・
七
灰

八
眞
上

八
眞
下

九
寒

・
十
刪

十

一
先

十
二
蕭

・
十
一一ズ
乂

十
四
歌
 
十
六
遮

十
七
陽
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第
十
四
巻

 

第
十

五
巻

 

第
十
六
巻

 

第
十
七
巻

 

第
十
八
巻

 

第
十
九
巻

 

第

二
十
巻

第

二
十

一
巻

第

二
十
二
巻

第

二
十
三
巻

第

二
十
四
巻

第

二
十
五
巻

第

二
十
六
巻

第

二
十
七
巻

第

二
十
八
巻

第

二
十
九
巻

第

三
十
巻

第
三
十

冖
巻

第
三
十

二
巻

(
五
四
張

)

(
三
二
張

)

(
四
六
張
)

(
三
八
張
)

(
五
五
張
)

(四
七
張
)

(三
二
張
)

(三
九
張
)

(四
八
張

)

(四
三
張

)

(
二
八
張

)

(
三
五
張

)

(
一
一
張
)

(
三
七
張
)

(
五
五
張
)

(
四
三
張
)

(五
九
張
)

(四
九
張
)

(五
〇
張
)

上
声

去
声

入
声

十

八
庚

一
-

三

十

八
庚

四

十
九
尤
上

・
下

二
十
侵
-

二
十

二
塩

一
董
ー

二
紙

三

二
紙

四
ー

三
薺
下

四
語

汽
姥
上

・
下

六
解
-

十

一
銑

十

二
篠
-

十
四
寄

十

五
馬
-
十

七
養

十

八
梗
-

二
十

二
啖

一
送

≡

眞
三
ー

三
霽
下

四
御
-
七
隊

下

九
翰
-
十

一
霰

十

二
嘯
-
十
七
漾
下

十
八
敬
上
 

二
十

二
艶

一
屋

一
-
四

第

三
十

三
巻

第

三
十

四
巻

第

三
十

五
巻

肝弔
=
一十
⊥
ハ
巻

第
三
十
七
巻

第
三
十
八
巻

第
三
十
九
巻

第

四
十
巻

(
二
八

張

)

(
三
四

張

)

(四

六

張

)

(四

一
張

)

(
二
八

張

)

(二

五

張

)

(=
=

張

)

(五

五
張

)

二
質

一

・
二

二
質

王

一
四

三

曷
-

五

屑

下

六

藥

上

・
下

七

陌

一

二

一

七

陌

三

・
四

七

陌

五

・
六

八
緝

-

十

葉

四
周
双
辺
、
毎
半
張

一
一
行
、
毎
行
小

二
九
字

0
中
縫
部

、
中
黒
口

(接
内
tロ

)、

上
辺
題

「韻

府
大
全

」
、

双
線

黒
魚
尾

(胚
対
)
、

上

尾
下
標

「巻

之
幾

(幾

フ
)」
、
下
尾

下
張
数
。

巻

尾
題

「類
聚

(新
刋
)
古
今
韻
府
續
編
巻
之
幾
」
、
間

々
同
行
下
声
目
。

大
尾
題

「新
刋
類
聚
古
今
韻
府
續
編
巻
之
四
十

〈
終
〉
」
。

第

四
十
巻
尾
題
前

に
双
辺
有
界

「
正
徳
丁
丑
仲
秋
/
京
兆
劉
氏
安
正
/
書

堂
新
増
栞
行
」
牌
記
あ
り
。

 
本
書
を
刊
刻
し
た
安
正
書
堂
は
、
明
前
期
か
ら
後
期
に
か
け
て
現
れ
た

建
陽

の
書
肆
と
し

て
知
ら
れ
、
概
そ
宣
徳
か
ら
万
暦
の
間
に
活
動

の
痕
跡

が
認
め

ら
れ
る
。
謝
水
順

・
李
班

両
氏

の

『福
建
古
代

刻
書

』

(
一
九

九

七
年
、
福
建
人
民
出
版
社

)
に
拠

る
と
、
歴
史
最

長
、
数

量
最
多

の
書
肆

一258一



と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
本
書
大
尾

の
刊
記

に

「
京
兆
」

の
文
字
を
冠
す

る

の
は
貫
籍
に
拠
る
も

の
で
あ

ろ
う
か
、
周
序

に
も

「
建
陽
安
正
堂
劉
氏
」

と
言

っ
て

い
る
か
ら
、
右
と
別

の
者
と
は
思
わ
れ
な

い
。
安
正
書
堂

は
、

既
に
解
説
し
た
通
り

(
三
稿

蹣
頁
)
弘
治
七
年

(
一
四
九
四
)

に

『新
増

説
文
韻
府
群

玉
』
を
覆
刻
し
た
書
肆

で
あ
り
、
本
版

の
開
刻
も

一
連

の
事

業
と
見
な
す

こ
と
が

で
き
る
。

 
本
書

は
凡
例

に
あ
る
通
り
、
洪
武
韻

に
よ
る
整
序
排

列
を
採

用
し

て
い

る
が
、
こ
れ
は
明
代
学
官

の
編
書
と
し

て
当

然
で
あ
ろ
う
。
た
だ
右

の
巻

序
と
編

目
を
見

る
と
、
原
編

の

『韻
府
群

玉
』

に
比

べ
巻
立

と
分
韻

が
よ

く
対
応

し
て
お
ら
ず
、

一
韻

の
分
配
も

不
定

で
あ
り
、
そ
の
編
集
に
錯
雑

の
部
分
を
残

し
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。
ま

た
字
句

の
採
録
を
重
視

す
る

あ
ま
り

、
熟
字
と
し

て
は
不
安
定

な
、
五
字

六
字
以
上

に
及
ぶ
字
句

の
採

録

が
多

い
。
本
文

の
扱

い
と

い
う
点
か

ら
見

て
も

や
や
雑
駁

で
、
原
文
を

節
略

し
た
り
原
拠
を
示
し
て

い
な
か

っ
た
り
す

る
項

目
も
目

に
着
く

が
、

こ
れ
は
劉
宗
器

の
刊
語
に
あ

る
通
り
、
本
書
が
先
行

の
編
書
類
書
を
最
大

限

に
利
用
し

て
成
り
立

っ
て

い
る
か
ら
で
あ
り

、
劉

の
言
は
本
文
中

に
標

目
の
あ

る
書
を
挙
げ
た
ま
で
で
あ

っ
て
、
寧

ろ
そ

の

一
端
を
述

べ
た

に
過

ぎ
な

い
。
後
に
四
庫
館

臣
が

、
本
書
を

「叢
胞
廱
雜
、
殊
無
可
采
」
と
断

じ
て
存

目
に
止
め
た
の
も
已
む
を
得
な
か

っ
た
。

 
毎
巻
首
尾

の
題
目
に

つ
い
て
、
第

二
十
九
巻
以
降

み
な

「新
刋
」

の
文

字
を
冠
す

る
こ
と
が
注
意

さ
れ

る
。

こ
れ
は
恐

ら
く
後
述

の
別
版

に
二
十

八
巻
不
全
本
を
存
す

る
こ
と
と
関
係
が
あ
り
、
本
版
も

↓
時

二
十
八
巻

の

状
態

で
行
わ
れ
る
機
会

が
あ

っ
た
か
と
想
像
さ
れ

る
。

そ
う
考
え

る
理
由

と
し

て
も
う

一
点
、
本
書

に
は
第
二
十
八
、
九
巻
間

に
位
置
す

べ
き
去
声

八
震
韻

の
本
文
を
全
く
欠

い
て
し
ま

っ
て
い
る

こ
と
が
挙
げ
ら

れ
、

こ
れ

は
本
版

の
開
刻

が
漸
進
的

に
行
わ
れ
た

こ
と
を
物
語

っ
て
い
る
よ
う

に
思

わ
れ
る
。
張
序
末

の
劉
宗
器

の
刊
記

に
は

「
類
有

二
千
餘
板
、
今
刋

一
束

字
起

至
郢
字
勾
止
、
序
目

一
十
餘
板
、
共
四
十
巻
、
姑
且
印
行
、
以
示
賢

明
君
子
」

と
本
文

の
完
備
を
殊

に
強
調

し
て

い
る
し
、
大

尾

の
刊

記

に

「
新
増
栞
行
」
と
あ

る
こ
と

は
、
図
ら
ず
も
そ
う

し
た
経
緯
を

反
映

し

て

い
る
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。
そ

の
場
合
、
両
刊
記
は
四
十
巻

の
完
成
時

に

附
せ

ら
れ
た
と

い
う
こ
と
に
な
る
か
ら
、
正
徳
十

二
年

と
は
増

修
時

の
年

紀
で
あ

る
可
能
性
が
あ
る
。
記
し
て
後

考
を
俟

ち
た

い
。

 
な

お
鎮
江
博
物
館
蔵
本
は
間

々
本
文

に
墨
釘

を
有
し
、
第
十

八
巻
な
ど

は
相
当
甚
し
く
、
あ
る

い
は
補
刻

を
含

ん
で

い
る
か
も
知

れ
な

い
。
ま
た

第
十

五
巻
第

二
十
七

・
八
、
第

二
十

一
巻
第

二
十

三

・
四
、
第

二
十
三
巻

上259一



第

四
十

一

二

一、

第

三
十

.
巻

第

一
.十

一
、
第

三
十

二
巻

第

三
十

三

、
第

三
十

五
巻

第

四
十

四

-
五

、
第

三

十

八
巻

第

二
十

三

・
四

(影

印

本

注

記

せ
ず

)
、
第

一二
十

九

巻

第

二
十

七
、

三
古

(注

記
せ

ず

)、

第

四
十

巻
第

九

・

十

張

を

欠

く

。

同

二
八
巻
 
原
欠
去
声
震
韻

至
入
声

〔明
〕
刊

(日
新
書
堂

) 

拠
明
正
徳
古

二
年
刊
本

 

こ
の
版
本
は
、
上
記
明
正
徳
十
二
年

刊
本
と
同
款
式

の
重
刊
本
で
あ
り

、

字
体
字
様
も

ほ
ぼ

二
致
し
、
巻
首

に
於

い
て
は
覆
刊

と
言
う

べ
き
版
刻

で

あ

る
。
た
だ
巻

の
途
中
か

ら
本
文

を
節
略

し
て
排
字

を
異

に
す

る
所

が
あ

り
、
毎
巻

の
張
数
も
異
な

っ
て

い
る
か
ら
、
前
本

に
対

し
て
略
本
と
称
す

べ
き

で
あ

る
。
ま
た
標
記

の
よ
う

に
、
当

初
は
第

一
一十

八
巻
ま

で
の
不
全

の
状
態

で
行
わ
れ
た
。
次

に
底
本
と

異
な
る
点

の
み
を
解
説
す

る

(図
版

一
、
二
)
0

先
ず
張
序

、
現
存
本

で
は
第

二
張
後
半

の
紙
葉
を
刪
去

し
て
あ

る
た

め
、

前
版

の
牌
記

の
箇
所

が
ど

の
よ
う

な
版
面
で
あ
る
か
不
明

。
次

で
潘
序
。

次

で
凡
例
。
現
存
本

に
は
周
序
を
欠

く
0

次

で
目
録

(
三
張

)
。
第
三
張
後
半

第

一
行

の
第

二
十

八
巻
、
去
声

八
震

韻

に
至

る
。
第

二
張
ま

で
は
前
版
を
覆
刻

し
た

の
で
あ
る
が
、
第
一.一張
は

新
刻

で
少

し
く
字
様
が
異
な

る
。

こ
れ
は
、
前
版

で
は
第

冖
.十
九
巻
以
下

の
編
目
を
存
す

る
が
、
該
版

に
は
要

し
な

い
か
ら

で
あ

ろ
う
。
尾
題

「
口

録

〈畢
〉
」
。

 
巻
首

の
題
署

や
本
文

の
体
式
は
底
本

に
同
じ

で
あ

る
が
、
該
版

で
は
毎

巻

の
張
数
を
減
じ

て
い
る

の
で
次

に
列
挙
す
る
。

 
第

一
巻

 
第

一
一巻

 
第

三
巻

 
第
四
巻

 
第

五
巻

 
第
六
巻

 
第
七
巻

 
第
八
巻

 
第
九
巻

 
第
十
巻

第
十

一
巻

第
十

二
巻

第
十

一一一巻

(
バ
三

張

) 

W丁
士尸
 
 
 
一
宙
小

(五

二
張

)
 

 

 

 

二
支

(
冖
九

張

)
 

 

 

 

.一一齊

(三

四

張

)
 

 

 

 

四

魚

(第

冖
-

二
十

四

五
-

二
f

八

張

)

(三

九

張

)

(
二

五
張

)

(三

五

張

)

(
二
七

張

)

(三

七

張

)

(
二

一
張

)

(
一
一一二
張

)

(三

四
張

)

 
 

 
 

五
模

六
皆

-
七
灰

八
眞
上

八
眞
下

九
寒

.
十
刪

十

冖
先

十

二
蕭

・
十
一二
爻

十
I…四
歌
ー
十
ふ
ハ
遮

十
七
陽
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第
十

四
巻

 
 
 
第
十

五
巻

 
 
 
第
十

六
巻

 
 
 
第
十
七
巻

 
 
 
第
十

八
巻

 
 
 
第
十
九
巻

 
 
 
第

二
十
巻

 
 
第

二
十

一
巻

 

.第

二
f

二
巻

 
 
第

二
十
三
巻

 
 
第

二
十

四
巻

 
 
第

二
十

五
巻

 
 
第

二
十
六
巻

 
 
第

二
十
七
巻

 
 
第
二
卜

八
巻

四
周

双
辺

(三

七

張

)

(
一
二

張

)

(三

四

張

)

(
一
、七

張

)

(.二
亠
ハ
張

)

(三

五

張

)

(第

一

(
二
八

張

)

(三

八

.張

)

(三

〇

張

)

(
二

「
張

)

(
二
六

張

)

(

八

張

)

(二

七

張

)

(四

四

張

)

上
声

ー

二

古

至

ニ
ー

二
「

四

張

)

去
声

(
二

〇

・
八

×

元
 

・
九

糎

)
。

十
八
庚

 
1

三

古
八
庚
四

卜
九
尤
上

・
下

二
十
侵
ー

二
卜

二
塩

一
董
ー

二
紙
三

二
紙
四
I

三
薺

下

 

 
 
 

四
語
ヒ

・
下

五
姥
上

・
下

六
解
i

十

一
銑

十

二
僧條
-

十
四
加
可

卜

五
馬
ー
十
七
養

十
八
梗
ー

.
一十

二
淡

一
送

二
虞

三
-

三
霽

ド

四
御
ー

七
隊
下

大
尾

題

「新
刋
類
聚
古
今
韻
府
續
編
巻

之
二
古

八

く終

V」
。

本
文
後

、
右

の
尾
題
前

に
双
辺

「
日
新
書
堂
校

正
刋
」
牌
記
あ

り
。

 
本

版
を
刊
刻

し
た
日
新
書
堂
は
建
陽

の
書
肆

、
一兀
末

の
至
正
年
間
前
後

に
出
版
を
行

っ
た
劉
錦

文
の
末
裔
と
さ
れ

る
。

こ
の
劉
氏
は
至
正
十
六
年

(
二
二
五
六
)
に
、
原
本

の

『韻
府
群
玉

』

に
増
編
を
加
え

た

『
新
増
説

文
韻
府
群
玉
』
を
世
に
送
り
出
し
た
者

で
も
あ
る
。
劉
氏

に
は
一兀
末

以
降

、

出
版

の
事
績

が
数
多
く
あ

つ
て
著
名

で
あ
る
が

、
明
代

の
半
ば
、
弘
治

止

徳

の
問

に
最
も
活
発

で
あ
り

、
既
に
著
録
し
た

よ
う

に
、
明
弘
治
六
、

七

年

(
一
四
九
三
、
四
)
に
は

『新
増
説
文
韻
府
群

玉
』
を
覆
刻
し

「説
文
」

の
増

入
を
完
成

し
て

い
る

(三
稿

鸚
頁
)
。

こ
の
時
、
日
新
書
堂
刊
本
は
、

ほ
ぼ
同
時
に
安
正
書
堂

に
よ

っ
て
覆
刻
さ
れ

て
い
る
か
ら
、
両
者

の
間

に

は
何
等

か

の
相
互
関
係

が
あ
り
、
前
記

『韻
府
続
編
』
安
正
書
堂
版
と
本

版
の
重
刻
も

、
こ
の
事
業

に
連
続
し

て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

 
本
版

で
は
、
目
録
も
本
文
も

一
書
を
閉
じ
る
体
裁

に
作
ら
れ
て

い
る
が
、

そ
の
本
文

は
去
声

の
末
と
入
声

の
全

て
を
欠

い
て
お
り
、
目
録

の
終
わ

る

去
声

八
震
韻

に
も
至

ら
ず
、
直
前

の
七
隊
韻
下

「
政
事
十
縣
最
」

の
語
句

を
以
て
終

わ

っ
て

い
る
。
こ
れ
は
前
版

の
末

に
述

べ
た
よ
う

に
、
当
初
底

本
の
刊
行

に
支
障
が
あ

っ
た
た
め
か
と
思
わ
れ

る
。

 
明
正
徳
古

二
年
安
正
書
堂
刊
本
と
、
当
該
日
新
書
堂
重
刊
本

の
本
文
を

比
較
す

る
と

、
毎
巻

の
始
め

に
は
覆
刻
関
係
と
見
え
る

の
に
、
重
刊
本

に

於

い
て
は
巻

の
途
中
か

ら
本
文
を
節
略
し
、
巻

の
末
尾
ま
で

に
は
本
文

が
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追

い
込
ま
れ

て
、
毎
巻
十
張
前
後

の
減
少
を
示
し

て
い
る
。
該
版

に
於
け

る
節
略

に
は

二
通
り

の
方
法
が
あ
り
、
先
ず
底
本
に
は
あ

っ
た
熟

字

の
項

目
を
、
附
注
共

々
除
く
こ
と

が
行
わ
れ

て
い
る
。
例
え
ば
第

一
巻

の

「
通
」

字

に
於

い
て
は
、
底
本
に
あ

る

「福
與
備
通
」

の
項
目
を
欠

い
て
約

一
行

を
減

じ
、
次

の

「
同
」

に
は

「
偏
同
」

「不
異
尚
同
」

「
姓
氏
不
同
」

「
祗

與
只
同
」
「情

性
不
同
」
「
祖
孫
父
子
賢
否
不
同
」

の
六
項
を
欠

い
て
約

五

行
を
減
じ
、
巻
尾
に
向
か

っ
て
次
第

に
節

略
を
増

し
て

い
く

。
ま

た
も
う

一
に
は
、
底
本
と
同
じ
熟

字
を
掲
げ

て
も
附
注
の
文
章
を
略
す

る
こ
と
が

行
わ
れ

て
い
る
。

一
例
を

挙
げ
れ
ば
、
第

一
巻

「宗
」
字

の
項
、
正
徳
刊

本

に
は

(〈 

〉
小
字
、

一

}
陰
刻
)

 
 

(上
略
)
泰

山
岱
宗

〈
書
、
歳
二
月
東
巡
守

至
岱
宗

{舜
典

「。

〇
五

 
 
經
通
義

日
、
泰
山

一
名
岱
宗
。
王
者
受
命
易
姓
、
報
功
告
代
於
岱
宗
。

 
 
岱
者
代
也
。
東
方
物
之
始
交
代
之
処
也

〉。
魂
遊
岱
宗

〈
遊
岱
之
魂
〉。

 
 
陰
陽
之
宗

く
張
衡
為

i
、
郎
頭
処
徴

最
密

一方
術
傳
叙

-
V。
祈
穀
天

 
 
宗

く
天
子
以
元
日
祈
谷
于
上
帝
。
季
冬

天
子
乃
皓

百
神
於
南
郊

、
為

 
 
來
年

～
ー
於

ー
1
。
注
、
焙
、
臘
日
祭

也
。
百
神
、
自
神
農
至

昆
虫

 
 
也
。
天
宗
、
日
月
星
辰
之
属
也

{月
令

▽
0

(下
略

)

と
あ

る
の
に
対
し
、
重
刊
本

で
は

 
 

ハ上
略
)
泰

山
岱
宗

く
書
、
歳
二
月
果
巡
守

至
岱
宗

一舜
典

一。
魂
遊

 

 
岱
宗

〈
遊
岱
之
魂

〉
。
陰
陽
之
宗

〈
張
衡
為

1
、
郎

顎
処
徴

最
密

〉
。

 

 
祈
轂

天
宗

〈
天
子
以

元
日
祈
谷

于
上
帝

。
季
冬

天
子
乃
皓
百
神

於
南

 

 
郊

、
為
來
年

I
I
於

1
ー

{月
令

一
〉
。
(
下
略

)

と
あ
り
、
「
泰
山
岱
宗
」

の
項
で

『
五
経
通
義
』

の
引
文
を
、

「陰
陽
之
宗
」

で

「
(後
漢
書

)
方
術
傳
叙
」

の
標

目
を

、
「祈
穀

天
宗
」

で
は

「月
令
」

の
注
を
省

い
て

い
る
。

こ
の
よ
う
な
節
略
が
重
な

っ
た
結
果
、
第

一
巻
末

尾
ま

で
に
は
底
本

に
対
し

て
九
張
を
減
じ
、
他
巻

に
於

い
て
も
同
様

の
略

本

と
な

っ
て

い
る
。

こ
う

し
た
節
略

が
如
何

な
る
規
矩
を
以

て
行
わ

れ
た

か
、
ほ
と

ん
ど
体
例
を
認
め
難
く
、
恣
意
的

に
字
数

を
削
減

し
た
と

し
か

評

し
得
な

い
よ
う

で
あ

る
。
相
前
後
す

る
が

、
抑
も

こ
の
重
刊
本

で
、
底

本
を

ど
の
程
度
正
確

に
写

し
て
い
る
か
と
言
え
ば

、
右

の
引
文
中

「泰

山

岱
宗
」

の

『書
経
』
舜
典
中

に

「東
」
を

「
果
」

と
誤

っ
て

い
る
如

く
、

十
分

に
正
確
と
は
言

い
難

い
。

こ
の
よ
う
な
例
は
、
覆
刻
と
言
う

べ
き
巻

首

に
あ
ま
り
見
ら
れ
な

い
の
に
対
し

、
節
略

に
よ

っ
て
排
字

の
動

い
た
後

に
は
、
相
当
頻
繁

に
現
れ

る
よ
う

に
な
る
。
総

じ
て
節
約

の
た
め
に
本
文

を
劣
化
さ
せ
た
と

い
う

こ
と

に
な

ろ
う
。

 

こ
の
形

の
版
本
は
次

の

一
本
を
知

る
の
み
で
あ

る
。

〈東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
大
木
文
庫
 
経
部
小
学
類

三

一
〉 

一
四
冊
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後
補
縹

色
裂

表
紙

(
二
六

・
〕
×

]
四

・
七
糎

)
左
肩
黄
檗
染

裂
題
簽

を

貼
布
し
双
辺
中

「韻
府
續
編
 

く
五

(夜
漏
聲
催
曉
箭
以

下
、
杜
甫

「
奉

和
賈
至
舎
人
早
朝
大
明
宮
」
七
絶
の
字
句

)
V 

〈巻
幾

〉
何
聲
」

と
書

し
、

右
肩

よ
り
同
工

の
目
録
簽
を
貼
布
し
同
筆

に
て
双
辺
中
に
声

目
、
巻
序
数

、

韻

目
を
列
記
す

。
裏
打
改
装
。
張
序

(第

二
張
後
半
部

刪
去

、
新
紙
を

継

い
で
匡
郭
界
線

の
み
鈔
補
)
、
潘

序
、
凡
例
、
目
録

の
順

に
綴
し
本
文

。

第

一
、
二
、
十
五
-
十
七
、

二
十
六
ー

二
十

八
巻
を
各

一
冊
と
す
る
他

は

毎

冊
一
、-巻
。
第

二
十
七
巻
第
五

・
六
張

を
欠
く

。

首

尾
に
無
辺
方
形
陰
刻

「
曾
數
/
卷
殘

/
書
」
朱
印
影
を
存
す

0

又

増
修

 
四
〇
巻

巻

二
十

]
ー
四
十
覆
明
正
徳

十
二
年
刊
本

 

上
記
の
版
を

用

い
な
が
ら
不
足
の
本
文
を
増
修

し
た
後
印
本

で
あ

る
。

但

し
増
修
は
第

二
十
九
巻
以
下
で
は
な
く
、
溯

っ
て
第

二
十

一
巻

の
上
声

五
姥
韻

以
下
を
新
刻

し
、
全
四
十
巻

と
し
た
版
本

で
あ

る
。
増
修

の
部
分

に
関
し
て
は
明
正
徳
卜

二
年
刊
本
を
そ

の
ま

ま
覆
刻

し
た
の
で
、
前
本

と

異
な
り
第
二
十

一
I

二
十
八
巻

の
本
文
も
節
略

が
な

い
。

つ
ま

り
前
半

の

第

一
ー

二
十
巻

は
略
本
、
後
半

の
第

二
十

一
-

四
十
巻

は
広
本

に
な

っ
て

い
る
が
、
こ
れ
は
版
木

の
襲
用
と
覆
刻
増
修

の
複
合
し
た
結
果

で
あ

る
。

ま
た
底
本
に
従

っ
て
去
声
八
震
韻
を
欠
く
。

こ
れ

に
伴

い
目
録
は
四
張

に

復
し
て
、
第
四
十
巻
入
声
十
葉
韻

に
至
る
。
ま
た

二
十
八
巻
本
と
同
様

に
、

現
存

本
は
み
な
周
序
を
存
し
な

い
。

〈
台
北

.
国
家
図
書
館
 
三
〇
九

.
〇
八
〇

二
九
〉
 
 

 
 
 

三
六

冊

 
 

 
白
棉

紙
印
 
清
翁
同
餅
 
民
国
劉
承
幹
旧
蔵

香
色
表

紙

(二
六

二
二
×

一
六

・
六
糎
)
。
本
文
白
棉
紙
、
襯
紙
改
装
。

張
序
、
潘
序
、
凡
例
を
欠
き
、
目
録
の
み
を
存

し
て
本
文
に
入
る
。
第

三

・

四
、
七

・
八
、
十

一
・
十
二
、
十
九

・
二
十
、
二
十
六

・
二
十

七
巻

の
各

二
巻
を

}
冊

に
収
め
、
第
三
十
巻
を
二
冊
に
分
か

つ
他
は
毎

冊

]
巻
。
第

三
十
巻

第
五
十
七

・
五
卜
八
張
を
欠
き
、
界
線

の
み
を
鈔
す
る
白
紙

二
葉

を
補

う
。
第

四
十
巻

第
五
十

五
張

(大,毛
)
後
半
、
刊
記
を
存
す

る
部
分

の

紙
葉
も
刪
去

さ
れ
て
い
る
。
匡
郭
二
〇

・
七

×

=

一
・
九
糎
。

首

に
無
辺
方
形
陰
刻

「
玉
人
/
心
鏡
」
、
単
辺
方
形
陽
刻

「問
古
/
草
堂
」
、

首

尾
に
無
辺
方
形
陰
刻

「
沈
浸
釀
郁
/
含

英
咀
華

/
作

爲
文
章

/
其
書
滿

家
」

朱
印
影

、
巻

首

に
単

辺
方
形

陽
刻

「
ボ

/
平
」
、

無
辺

方
形

陰
刻

「
同
訴
/
印

」
朱
印
影

(
二
顆
翁

同
餅
所

用
)
、
単

辺
楕
円
形

陽
刻

「半

〈
潭
秋
/

々

(水
)
/

一
房
山

〉」

朱
印
影

(李

洞

「
山
居
喜
友

人
見
訪
」
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七
絶
結
句

に
よ

る
、
丁
福
保
所
用
か

)
、
毎

冊
首

に
単

辺
方

形
陽
刻

興
劉

氏
/
嘉
業
堂

/
臧
書
印
」
朱
印
影

(劉
承
幹
所
用
)
を
存
す
。

「呉

〈
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
楓
山
官
庫
本
 
子

=

一〇

・
二
V
 
 

一
〇
冊

 

 
 
白
棉
紙
印

後
補
淡
茶
色
梅
花
亀

甲
繋
龍
文
空
押
艶
出
表
紙

(
一
一
四

二

…
×

一
五

.
七

糎

)
左
肩
題
簽
を
貼
布

し

「
韻
府
續
編
大
全

く
幾
之
幾

V」

と
、
首
冊

の

み
題
簽
下

に
打
付

に
同
筆

に
て

「共
十
冊
」
と
書
す
。
押

八
双
。
本
文
白

棉
紙
印
、
虫
損
修
補
。
張
序
、
潘
序
、
凡
例
、
目
録
を
存
し
本
文

に
入

る
。

第

一
巻
第
六

、
八
、
九
、
七
張
と
、
第
卜
九
巻
第
五
、

二
十

五
張
を
相
玩

に
、
第

三
十

二
巻
第

三
十
九
張
を
第

三
十

・
三
十

一
張
間

に
錯
綴
。
第

二

十

八
巻
第

四
十

五
張

、
第

二
十
九
巻
第

【
一十
九

.
三
十
張
を
欠
き
補
紙
。

第

三
卜

三
巻
第

二
十

三
、
ヱ
十

五
、
二
十
七
張
を
欠
き
、
第

二
十
六
一張
を

重
綴
。
第
一二
十
四
巻
第

二
十

二
張
、
第
四
十
巻
第
九

・
十
張
を
も
欠
く
。

匡
郭

一
一〇

・
七

×

一
一
∵

九
糎
。

右

の
他
、
孫
星
衍

の

『平
津
館
鑑
蔵
書
籍
…記
』

に
類
本
を
著
録
し

て

 
類
聚
古
今
韻
府
續
編

四
十
卷
、

題
後
學
青
田
包
瑜
編
緝
。
前
有
弘
治

 
十

二
年
張
時
敍
序
、
弘
治
十

二
年
潘
琴
序
、
韻
府
續
編
凡
例
、
正
徳

 
 
癸
酉
周
禮
序
。
張
時
敍
序
後
有

正
徳
r
丑
書
林
安
正
堂
劉
宗
器
題
識

、

 
 
末
卷
後
有
正
徳

丁
丑
仲
秋
京
兆

劉
氏
安
正
書
堂
新
増
栞
行
木
長
印
。

 
 
此
本
元
陰
氏
韻
府
羣
玉
原
編
、
明
包
氏
改
依
洪
武
正
韻
増
添
至

四
十

 
 
卷
、
故
稱
續
編
。
佩
文
韻
府
本
此
而
増
廣
之
。
黒

口
板
、
毎
葉
廿

二

 
 
行
行
廿
九
字
。
收
藏
。
有
嘉
興
呉
萬
里
氏
印
朱
文
方
印
。

と
記
し
て
あ

る
。
こ
れ
は
四
十
巻
本

で
あ
る
が
、
正
徳
十

二
年

刊
広
本

か
、

覆
版
増
修
広
略
本
か
、
ま
た
別
版
か

不
明
。

類
聚
古
今
韻
府
續
編
羣
玉
三

二
巻

 
 
明
包
瑜
編

 
 
明
嘉
靖
三
年

(
一
五
二
四
)
刊

 
 
巻

.
]ー

二
十
八
覆

〔明
〕

刊
本

(劉
氏
)

 

こ
の
版
本
は
純
粋
な

『韻
府
続
編
』

で
は
な
く
、
前
記

二
十

八
巻
本
を

基

に
、
第

元
巻
と
第

二
卜
九
巻
以
降

に
は
原
編

の
新
増
直
音
説
文
本
を
合

し
た

本
文
を
有

す

る
。

中

間
の
巻
は
前

版

の
覆

刻

に
係

る
。
主

と
し

て

『
韻
府
続

編
』
か

ら
派
生

し
た
点
を
重

ん
じ
本
属

に
収

め
た
。
版
種
と

し

て
は
全
張
新
刻

の
も

の
で
あ

る
。

先
ず
目
録

(
二
張
)
。
首
題

「韻
府
群

玉
大
全

目
録
」
、
次
行
花

口
魚
尾
圏
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発
下
低

一
字
半
格

に
声

目
を

標
し
、
次
行
低

一
格

に
巻
序
数

(驪
糊
)
を

標
し
、
同
行
下
よ
り
低

四
、
九
、

一
四
格
に
韻
目
を
列
す
0
第
三
十

二
巻
、

入
声
十
七
洽
韻
に
至

る
。
尾
題

「新
刊
韻
府
群
玉
大
全
目
録

〈
畢
〉
」
。

巻
首

題

「
類
聚
古

今

韻
府

續
編

羣

玉
巻
之

一 

 

上

平
聲

(
驪
鮒
)
/

(甥
城

靴
)
晩
學
 
陰
 
時
夫
 
勁
弦
 
編
輯
/
新
呉
 
陰
 
中
夫
 
復

春
 

編
註
」

「
類
聚
古
今
韻
府

續
編
巻
之

一
. 

平

聲

(驟
瑚
)
」
、
又
題

「類
聚
古
今
韻
府

續
編
大
全
巻
之
十

三
」

「類
聚
古
今
韻
府
大
全
巻
之
十

四

/

(低
一
〇

字
半
格
)
青
田
包
 
瑜
 

續
編
」

「新

刊
類
聚
占
今

韻
府
續

編
巻
之
十

五
」
「
新
刊
類
聚
古
今
故
事

韻
府
大
全
」

「類
聚
古
今
故
事
韻
府
大
全
巻
之

十
七
」

「古
今
韻
會

海
篇
直
音
韻
府
羣
玉
巻
之

二
十
九
」

「増
補
韻
會
海
篇

直
音
韻
府
羣

玉
巻

之

〈
三
十
〉
」
等
。
首

巻
、
題
署
次
行

低

一
字
半
格

に

コ

東
」
等

と
韻

目
を
標
し
、
直

下
よ
り
直
音

注
、
小
字

双
行

。
次
行
よ

り
本
文
。
体
式
同
前
0
第
二
ー

二
十

八
巻

の
間

は
ニ
ト

八
巻
略
本
と
同
排

字

で
あ

る
が
、
前
後

の
接
属
を
明
示
す

る
た

め
に
重
ね

て
掲
げ

る
0

 
 

 
 
第

一
巻
 
 

 
 
 

 
上
平
声
 

冖
東

二

一冬

・
三
江

第
二
巻

第
三
巻

第
四
巻

第
五
巻

(二
九
張
)

(五
二
張
) 
平
声

 

 
二
支

(
冖
九
張
) 
 

 
 

三
齊

(三
四
張
) 
 

 

 

四
魚

(第

一
-

二
十
四
五
-

二
十

八
張
)

五
模

 
 
第
六
巻

 
 
第
七
巻

 
 
第
八
巻

 
 
第
九
巻

 
 
第
十
巻

 
第
十

一
巻

 
第
十

二
巻

 
第
十
三
巻

 
第
十
四
巻

 
第
十
五
巻

 
第
十
六
巻

 
第
十
七
巻

 
第
十
八
巻

 
第
十
九
巻

 
第

二
十
巻

第

二
十

一
巻

第

二
十

一
、巻

第

二
十
三
巻

第

二
十
四
巻

(三
九

張

)

(二

五

張

)

(三

五

張

)

(二

七

張

)

(三

七

張

)

(二

一
一張

)

(
二
三

張

)

(三

四

張

)

(三

七

張

)

(二

一
張

)

(三

四

張

)

(二

七

張

)

(一二
亠ハ
張

)

(三

五

張

)

上
声

(第

一
-

二

十

至

二
ー

目

(二

八

一張

)

(三

八

張

)

(三

〇

張

)

(
二

一
張

)

六
皆

・
七

灰

八
眞

ヒ

八
眞

下

九
寒

・
十
刪

十

「
先

十
二
蕭

・
十
三
爻

十
四
歌
ー

十
亠ハ
遮

十
七
陽

十
八
庚

一
-

三

十
八
庚

四

十
九
尤
」

.
下

二
十
侵
ー

二
十

二
塩

一
董
-

二
紙
三

二
紙
四
-

三
薺

下

一十
四
張
)
四
語
上

.
下

五
姥
上

・
下

六
解
ー

十

一
銑

十
二
篠
ー

十
四
加
可

卜
五
馬
-

十
七
養
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第
二
十
五
巻

 
 
第
二
十
六
巻

 
 
第
二
十
七
巻

 
 
第
二
十
八
巻

 
 
第
二
十
九
巻

 
 
第
三
十
巻

 
 
第
三
十

「
巻

 
 
第
三
十
二
巻

四
周
双
辺

(
二
六
張
)

(

八
張
)

(
二
七
張
)

(四

四
張
)

(三
四
張
)

(四

四
張
)

(四

一
張
)

(四
〇
張
)

去
声

入
声

(
二
〇

・
六

×

一
二

・
九

糎

)
毎

半

張

一

十
八
梗
ー

二
十

二
淡

一
送

二
亠眞
三
ー

三
霽
下

四
御
-

七
隊
下

】
屋
附

三
覺

四
質
-

九
屑

十
藥

・
十

一
陌

十
二
錫
-

十
七
洽

 
 
 

一
行
、
毎
行
小
二
九

字
。
中
縫
部

、
粗
黒
口

(接
内
胡

)
上
辺
題

「韻
府
大
全

(巻

三
十
以
降
間

々

「韻
府
羣

玉
」
)
」
、
双
線
黒
魚

尾

(イ
無
乙可

)
、
上
尾

下
標

「巻
之
幾
」
、
下
尾

下
張
数
。

巻
尾

題

「
古
今
韻
會
海
篇
直

音
韻
府
羣
玉
巻
之

二

「
古
今
韻
府
大

全
巻

之
六

く
終
V
」

「類
聚
古
今
韻
府
大
全
巻
之
九

〈
終
〉
」
「
新
刋
韵
府
大
全
巻

之
十
」

「類
聚
古
今
続
編
韻
府
大
全
巻
之
十
二
」

「
新
刋
類
聚
古
今
韻
府
大

全
巻
之
十
三
」

「類
聚
古
今
韻
府
續
編
巻
之
十
六
」
「
新
刋
類
聚
古
今
故
事

韻
府
續
編
巻

之
廿

一
」
「
新
刋
類
聚
古
今
故
事
韻
府
大
全
巻
之
廿
三

〈終
〉
」

「増
補
海
篇
直
音
韻
府
羣
玉
巻
之
廿
九
終
」
「
増
補
韻
會
海
篇
直
音
羣
玉
大

全
巻
之
三
十

一
終
」
「新
増
説
文
韻
府
羣
玉
巻
之
三
十

二
終
 
入
聲

(騾
嫺
)
」

等
区

々
。

第
三

十

二
巻

尾

題
前

に
宝
器

瑞
雲

「
福

醜

ご

下
、

童
神

捧
持

双

辺

「
嘉
靖
甲
申
劉
氏
重
刊
」
蓮
牌
木
記
あ
り
。
甲
申

は
三
年

(
【
五
二
四
)
。

 
本
版
解
題

の
冒
頭

に
記
し
た
よ
う

に
、
右

の
第

一
巻

と
第

二
十
九
-

三

十
二
巻

の
五
巻
は
原
編

の
新
増
直
音
説
文
本
に
基
づ
く
か
ら

(同
本

の
第

冖
巻
と
第
十

七
-

二
十
巻

の
五
巻

に
相
当
)
、
声
韻

目
も
原
編
採
用

の
礼

部
韻

に
拠

っ
て
い
る
。
ま
た

『
韻
府
続
編
』
二
十
八
巻
本
は
去

声
七
隊
下

韻
を
以
て
中
絶
し

て
い
る
が
、
そ
れ
以
降
、
去
声
末

に
至
る
ま
で

の
部
分

は
補
わ
な
か

っ
た

の
で
、
八
震
韻
に
関
し
て
は
諸
本
に
欠
く
た
め
已
む
を

得
な

い
が
、
八
震
I

二
十

二
懿
間

の
本
文
は
不
足

の
ま
ま
放
置
さ
れ

て
い

る
0
首
尾

の
題
目

に
も
定
式
が
な
く
、
如
何

に
杜
撰

な
本
文

で
あ
る
か
が

窺

い
知
れ
よ
う
。

〈
成
田
山
仏
教
図
書
館

 
四
三

・
一
三
四
V
 
 
 

 
 

 
 
 

 
一
〇
冊

後
補
香
色
表
紙

(
二
三

・
九

X

一
五

-
六
糎
)
左
肩
打
付

に

「
説
文
韻
府

羣
玉

(〈
大
全
V
)

(綿
..,)
〈
幾
V
」
と
書
す
。
裏
打
改
装
。
天
地
截
断
。
目

録
を
欠
き
室
町
末
近
世
初

の
筆

に
て
鈔
補
、
本
文

に
入
る
。
第
十
三
-

十

六
巻
、
第

二
十
三
-

二
十
六
巻
を
各

一
冊

に
収
め
る
他
は
毎

冊
三
巻
。
第
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四
巻

第

二
十

一
張

、
第

七
巻
第
十
三
張
、
第
八
巻

二
十

七
張
、
第

九
巻

第

二
十
三
-

二
十

七
張

(尾
)
、
第
十
巻
第

一
張
、

第
二
十
九
巻
第

四
張

を

も
欠

き
目
録
同
筆
に

て
鈔
補
。

鈔
補

同
朱

に
て
竪
句

批
点
、
批
圏
、
同
朱
墨
に

て
本
文
磨
滅
部
等

鈔
補
、

欄
上
標
注
校
注
補
注
書
入
。
縹
色
、
淡
紅
色
不
審
紙
。
毎

冊
首

に
単
辺
方

形
陽
刻
不
明
墨
印
影
、
重
鈴
し
て
単
辺
円
形
陽
刻
不
明
墨
印
影
を
存
す
。

〈
宮
内
庁
書
陵
部
 

二

一
四

.
一
四
八
V
 
 
 

 
 

 
 
 

 

二
〇
冊

 
 
 
徳
山
藩
主
毛
利
家
旧
蔵

後
補
香
色
表
紙

(
二
三

・
二

×

一
四

.
○
糎
)
左
肩

に
淡
青
地
題
簽
を
貼

布
し

「韻
府
續
編

[

]
幾
」
と
書
す
。
押
八
双
。
先
ず
目
録
を
存
し
本
文

に
入
る
。
第

一
、
四
、
九
、
十
四
、
二
十
八
、
二
十
九
、
三
十
、
三
十

一
、

三
十

二
巻
を
各

一
冊

に
収
め
、
第
十

五
-
十
七
巻
を

一
冊

に
収
め
る
他
は

毎
冊

二
巻
。
第
五
巻
第

二
十

三

・
「
二
十

四
五
」
張
巻

に
白
紙

一
葉
を
挾

み
、
第
十
六
巻
第

三
十
三
張
、
第
十
八
巻
第
十
八
張
を
欠
く
。
匡
郭
二
〇

・

五
×

一
二

・
九
糎
。

毎

冊
首

に
無
辺
方
形
陰
刻

「
徳
藩

/
藏
書

」
、
双
辺
方
形

陽
刻

有
界

「明

治
二
十
九
年
改
濟

/

徳
/
山

/

毛
利
家
藏
書

/

第
 
番

/

共
 

冊
」

朱
印

影
を
存

す
。

〈
=
①
ミ

碧
α

d
巳
〈
o
邑

曙

・
=
鴛

彎
Ω
-〈
⑦
昌
o
げ
ぎ
αq

=

げ
「鵞

 

 

 
八

冊

 
 
 
清
丁
裕
旧
蔵
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
目
⑩
ω
O
α
＼
刈
ω
b。
ω
.卜。
〉

後
補
白
雷
文
繋
文
空
押
艶
出
表
紙

(
二
一二
.
七

×

…
四

・
一
糎
)
左
肩
双

辺
摺
枠
題
簽
を
貼
布
し

「韻
府
續
編

[

]

〈天

(1
蛇
)
〉
」
と
書
す
。

天

地
截
断
。
目
録
を
欠
き
清
人
鈔
補
。
本
文

に
入
り
、
第

一
-
三
、
四
ー

七
、

八
-
十

二
、
十
三
-
十
七
、
十

八
-

二
十

一
、

二
十

ニ
ー

二
十

五
、
二
十

六
-

二
十
九
、
三
十
-

三
十
二
巻
と
分

冊
す
。
匡
郭

二
〇

・
四

×

一
二

・

九
糎
。

第
六
冊
尾

に

「
甲
午
十

二
月
初

五
日
閲
此
」
墨
識
あ
り
。
毎
冊
首

に
無

辺

方
形
陽
刻

「石
門
/
山
人
」
「
丁
第

/
傳
芳
」
朱
印
影

(丁
裕
所
用

)
、
単

辺
方
形
陽
刻

「
稲
田
/
福
堂
/
圖
書
」
朱
印
影
を
存
す
。

〈上
海
図
書
館
 

T
四

一
六
〇
八
V 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
冊

 
 
 
存
巻

一

後
補

藍
色
金

砂
子
散
表
紙

(
二
四

・
五

×

一
四

・
五
糎

)
。
目
録

を
存
し

本
文

に
入

る
。

 
該
本

に

つ
い
て
は
草
卒

の
間

に
閲
覧
し
た

の
み
に
て
、
詳
細

に
亙

る
暇

を
得

な
か

っ
た
。
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右

の
他
、
中
国
雲
南
大
学
図
書
館

に

「新
刊
類
聚
古
今
故
事
韻
府
大
全

四
長
卷
、
明
嘉
靖
四
年
劉
氏

日
新
書
堂
刻
本
」
を
存
す

る
と
伝
え
、
ま
た

楊
以
増

の

『海
源
閣
書
目
』
子
部
類
書
類

に

「明
翻
元
本
類
聚
古
今
韻
府

大
全
續
編
四
十
卷
 

一
冖十
冊
」
と
見
え
る
も

の
は
、
題
目
か
ら
本
属

に
当

た

る
も

の
と
思
わ
れ
る
が
、
如
何
な
る
版
本
か
不
明

で
あ
る
。

 

以
ヒ

の
知
見
に
基
づ
き

本
属
本
文

の
展
開
を
整
理
す
る
と
、
先
ず
明
弘

治
十

二
年

(
一
四
九
九
)
頃
に
、
劉
宗

器
安

正
書
堂

に
よ

っ
て
本
書

の
版

刻
が
図
ら
れ
た
。
し
か
し
そ

の
進

み
は
順

調
で
な
く
、

目
日
ぽ

去
声

の
末

と
入
声
を
欠
く
二
十

八
巻
本

と
し
て
行
わ

れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
こ

の
版

刻
は
明
正
徳

八
年

(
一
五

=
二
)
以
前

に
四
十
巻

の
形
が
定

ま
り
、
同
十

一
.年

に
は
、
ほ
ぼ
完

具
の
本
文

が
刊
行

さ
れ
た
。
そ
れ
と
相
前
後

し
て
、

未
完

の
二
十

八
巻
本

が
日
新
書
堂
か

ら
重
刊

さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
節
略
を

伴
う
本
文
と

さ
れ
た

。
こ
の
版
本
は

の
ち

に
正
徳
卜

二
年
刊
本
を
覆
刻
す

る
形

で
増
修

さ
れ
、

同
じ
く

四
十
巻
本
と
さ

れ
た

が
、
前
半

の
二
十
巻
は

略

本

の
ま
ま

で
行
わ

れ
た
。
ま
た
嘉
靖

三
年

(
一
五
二
四
)
、
主
と
し

て

二
十

八
巻
略
本
を
覆
刻
し
、
不
足

の
部
分
を
原
編

の
新
増
直
音
説
文
本

に

よ

っ
て
補
う
と

い
う
、
混
態

に
し

て
不
完
全
な
形

の
一.一十

二
巻
本
が
刊
行

さ
れ
た
。
凡

そ
本
属
刊
行

の
経
緯
は
複
雑

で
、
実
際

の
事
業
は
支
障

の
多

い
過
程

で
あ

っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。

以
上

の
関
係
を
図
示
す
れ
ば
次

の
よ
う

に
な
ろ
う
。

(続
編
)

 
 
明
正
徳
十

二
年
刊

(
二
十
八
至
)
四
十
巻
広
本

(↓

増
続
会

通
本
)

 
 
↓

〔明
〕
刊
 

二
十
八
巻
略

本
↓
明
嘉

靖
冖.一年

刊
三
十

二
巻

本

 

↓

又
 
増
修
四
十
巻
広

略
本
 
 

 
 
(
↓
新
増
直
音
説
文
本
)

 

明
代
後
葉

の
私
家

蔵
書

目
を
見

る
と
、
当
該

の

『
韻
府

続
編
』
と
思
わ

し
き
書

目
を
録
す
る

こ
と

が
あ
り

、
実
際

に
あ

る
程

度
本
書

の
流
布

し
た

様

子
が
窺

わ
れ
る
。
し
か
し
包
瑜

の
伝

に
も
見
た
通

り
、
本
書

が
包

の
著

作

で
あ

っ
た

こ
と

は
次
第

に
忘
れ
ら
れ
、

『
千
頃
堂
書

目
』
を
見

る
と
、

巻
卜

五
、
子
部
類
書

類
に

「續
韻
府
羣
玉

四
十
卷
」

と
録

し
な
が
ら
、
既

に
そ
の
編
者

の
名
を
佚

し
て

い
る
。

こ
の
た

め
に
、

四
庫
館
臣

が
本
書
を

『提
要
』

の
存
目

に
載

せ
て

 
 
韻
府
續
編

四
卜
卷

く内
府
/
藏
本
V

 
 
舊
本
題
元
青
田
包
瑜
撰
。
考
括
蒼
彙
紀
、
包
瑜
、
字
希
賢
、
青

田
人
、

 
 
景
泰
庚
午
擧
人

、
官
教
諭
、
著
有
周
易
衍
義
。
黄
虞
稷
千
頃
堂
書
目

 
 
載
包
瑜
周
易
衍
義
、
註
日
成
化
中
浮
梁
知
縣
、
則
瑜
實
明
人
。
觀
書
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中
所
列
部
分
已
用
洪
武
正
韻
、
是
其
明
證
。
蓋
鬻
書

者
以
其
板
似
麻

 
 
沙
本
故
割
去
原
序
、
僞
爲
元
刻
耳
。
其
書
補
陰
氏
韻
府
羣

玉
之
遺

、

 
 
叢
脛
廱
雜

、
殊
無
可
采
0
惟
間
附
考
證
案
語
、
與
韻
府
羣

玉
體
例

小

 
 
有

不
同
。

と
、
撰
者
と
成

立
年
代

の
著
録

に
筆
を
費

や
し

て
い
る

こ
と
は
、
本
書

の

伝
存
と

そ
の
認
知

が
比
較
的
微
弱
な
情
況

に
あ

っ
た

こ
と
を
反
映
す
る
。

こ
れ
に
は
、
版
刻
の
支
障

が
重
大
な
原

因
を
成

し
た
か
と
見
ら
れ
る
が
、

四
庫
館
臣
も
本
書
を
存

目
に
止
め
、
そ
の
流
布
を
促
す

こ
と
は
な
か

っ
た
。

諸
件
相

俟
ち
、
本
書

の
伝
存

は
稀

で
あ

っ
て
、
原
編

の

『韻
府
群
玉
』

に

比
較

す
る
と
微
弱
な
情
況
に
あ
る
。

し
か
し
本
書

の
編
集
は
後
掲

の
増
続

会
通
本

に
引
継
が
れ
、
も
と

の
中
国
で
は
早
く
に
忘

れ
去
ら
れ

て
も
、
朝

鮮
と
日
本

に
却

っ
て
広
範
な
受
容
者

を
得
る
と

い
う
形

で
、
そ

の
意
義
を

顕
し
た

の
で
あ

る
。

○
増
続
会
通
本
之
属

 
本
属

は
巻
首

に

「増
続
会
通
韻
府
群
玉
」
と
題
し
、
三
稿
に
解
説
し
た

新
増
説

文
本
を
基
に
、
上
述

の
続
編
を
合
し
た
本
文
を
有
す
る
が
、

い
ず

れ
の
伝

本
も
、
そ

の
合

編
が

い
つ
ど

こ
で
何
者

に
よ

っ
て
成
さ
れ
た
か
を

明

示
し
な

い
。
た
だ
現
存
伝
本

に
よ
る
限
り
明
清

の
間

に
版
本

を
見
ず
、

朝

鮮
と

日
本
に

の
み
刊
行
の
事
実

が
認

め
ら
れ

る
。
ま
た
朝
鮮
と
日
本

に

行
わ
れ
た
諸
本

の
中
で
は
、
朝

鮮
で
の
刊
出
が
先
行
す
る
た
め
、
先
ず
朝

鮮
で
編
集
さ
れ
た
可
能
性
が
あ

る
。
合
編

の
行
わ

れ
た
時
期

に
つ
い
て
は

あ
る
程
度
限
定
す
る

こ
と
が
で
き
、
基

と
な
る

『韻
府
続
編
』

の
四
卜
巻

本
が
刊
行
さ
れ
た
正
徳
十
二
年

(
一
五

一
七
)
以
降
、
ま
た
後
述

の
よ
う

に
、
現
存
本
中

に
隆
慶

二
年

(
冖
五
六
八
)
の
朝
鮮
朝

の
内
賜
記
を
有
す

る
伝
本
が
あ
り
、
少
な
く
と
も
そ
れ
以
前
と
見

ら
れ
る
か

ら
、
概

そ
ト

六

世
紀

の
中
頃

に
成
立

し
た
も

の
と

判
ぜ
ら

れ
る
。

こ
の
時
期

に
当
た

る

『中
宗
実
録
』
三
十
五
年

(
一
五
四
〇
)
古

一
月
乙
卯
条

に

 

 
韻
府
羣
玉
最
要
於
述
詩
、
合
新
増
、
而
設
局
令
能
文
堂
上
郎
官
主
之
、

 

 
以
大
字
刊
出
、
七
律
五
律

以
韻
類
聚
、
如
雅
音
會
編
、
亦
設
局
刊
出
、

 

 
則
切
於
救
時
之
急
也
。
傳
日
、
啓
意
知
道
。
漢
吏

之
科
、
雖
非
祖
宗

 

 
之
法

、
關
於
事
大
之
事
、
則
尚
可
設
也
。
而
況
祖
宗
之
舊

章
乎
。
韻

 

 
府
群

玉
雅
音
會
編
印
出
事

、
皆
依
啓
。

と

い
う

記
事

が
あ

っ
て

『韻
府
群
玉
』
印
出

の
こ
と
が
見
え
、
も
し
啓
中

「
合
新
増
」

の
語

を
、
新
輯

の

『韻
府

続
編
』
を
合
す

る
意

に
解

し
、
啓

中

「
以
大
字
刊
出
」

の
語
を
、
後
述
す

る
乙
亥
字
本
刊
行

の
意

に
解

し
得

れ
ば
、

こ
の
時

に
初
め

て
増
続
会
通
本
が
編
ま

れ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
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こ
れ
ま

で
に
伝
本

の
調
査

を
行

っ
た
結

果
、
本

属
本
文

に
は
五
種

の
刊

本

、
即
ち
朝
鮮

乙
亥

字
初

刊
本
、
同
再
刊
本

、
戊
申
字

刊
本
、
日
本
の
古

活
字
刊
本

、
整
版
本

が
知

ら
れ
る
。
さ
ら
に
も
う

一
種

、
同
じ
題
目
の
朝

鮮
訓
錬
都
監
字
刊
本

を
存

す
る
が
、
こ
れ
は
さ
ら
な
る
増

編
本
に
当

た
る

た
め
、
本
属

の
後

に

一
項

を
設
け
て
別
に
述
べ
た

い
。

 

 
…噌
續
會

通
韻
府
群
玉

三
八
巻

 

 
 
 
元
陰
時
夫

編
 
陰

中
夫
注
 
欠
名
増
 

明
包
瑜
続

 

 
 
 
朝
鮮
刊

(
乙
亥
字
初
刊

)

 

 
 
 
拠
明
弘
治

刊
新
増
説
文
本

.
続
編
明
正
徳
十

二
年

刊
本

 
本
版

に

つ
い
て
は
著
録

が
全
巻

に
及
ん
で
い
な

い
た
め
、
知
り
得

た
限

り

の
実
態
を
記
す

に
止

め
る
。
大
概

に

つ
い
て
は
、
次

の
再
刊
本
を
も
参

照
さ
れ
た

い

(図
版

三
、
七

)。

巻
首

題

「
増
續
會
通
韻
府

群
玉
巻
之
幾
」
、
次
行
低

二
格

「
二
冬

〈
與
鍾

同
用

〉」

等
韻
目
、
次

行
よ
り
本
文
。
先
ず

大
字
単
行

に
て

「
(冬
)
」
等

と
字

目
を

標
し

(同
立ー-・字
の
首

の
み
墨
囲
)
直

下
よ

り
注
、

小
字

双
行

。
先

ず
反
切

( 
乳ー」～

ソ
の
み
)、

次

で

字

義

を

例

証

し

(縄
魍

躔

鰤
)

(引

書

目

前

掲

)

(標

出

字

「
ー
」

格
代
号

)
、
直
下

に
大
字
単
行

に

て

「上
冬
」
等

熟
字
、
直

下

よ
り

注
、
小
字
双
行

(体
式
同
前
、
但

し
引
書

目
後
掲
)

(以

上
、
新
増

説
文
本
)
。
又
大

字
単
行

に
て

「
續

(鰈
)」
と
標

し
、
直

下
に

「
穴
冬
」

等
と
熟
字

を
示
し
、
直

下
よ
り
注
、
小
字
双
行

(体
式
同
前
)

(以
上
、

続
編

)
。
又

「
活
套

(
塾
日
陽
刻
)
」
等
と
類

目
を

標
し
注
、
小
字
双
行

。
間

々

続
編

の
補
入
あ
り
。
異
音
字
間
圏
発
隔
、
毎
韻
改
行
0

 
 
 
第

一
巻

 
 
 
第
二
巻

 
 
 
第
三
巻

 
 
 
第
四
巻

 
 
 
第
五
巻

 
 
 
第
六
巻

 
 
 
第
七
巻

 
 
 
第
八
巻

 
 
 
第
九
巻

〔 
 

第
十
巻

 
 

第
十

】
巻

〔 

第
十
二
巻

 
 

第
十
三
巻

〔 

第
十
四
巻

(
五
四
張
) 

上
平
声
 

一
束

(
四
〇
張
)
 

 

 

 

二
冬

・
三
江

(九
七
張
) 

 

 

 

四
支

(六

一
張
) 

 

 
 

五
微

・
六
魚

(七
七
張
) 

 

 

 

七
虞

(存
第

一
-
七
十
三
張
)
八
齊
-

十
灰

(五
〇
張
)
 

 
 

 

十

一
眞

(亠ハ
一
張
) 
 
 
 
 
 
十
二
文

・
十
一二
一兀

(五

三
張
)
 

 
 

 

十
四
寒

・
十
五
刪

 
 

 
 

下
平
声
 

一
先

(五

五
張
)
 

 
 

 

二
蕭
-

四
豪

 
 

 
 

 
 
 

 

五
歌

-
六
麻

(九

五
張
) 

 

 

 

七
陽

 
 

 
 

 
 
 

 

八
庚

〕 〕 〕
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m〔 〔 〔

 

〔〔

 
第
十
五
巻

 
第
十
六
巻

 
第
十
七
巻

 
第
十
八
巻

 
第
十
九
巻

 
第
二
十
巻

第
二
十

一
巻

第
二
十
二
巻

第
二
十
三
巻

第
二
十
四
巻

第
二
十
五
巻

第
二
十
六
巻

第
二
十
七
巻

第
二
十
八
巻

第
二
十
九
巻

第
三
十
巻

第
三
十

一
巻

第
三
十
二
巻

第
三
十
三
巻

(一二
〇
張
)
 
 

 
 

九
青

(
二
五
張
)
 
 

 

 

十
蒸

 

 
 

 
 
 

 
 

十

…
尤
1

 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

ー

十
五
咸

(九
九
張

) 
 
上
声

 

一
董

(
八
五
張

) 
 
 
 
 

五
尾
-

七
麌

(存
第

一
-

五
十

五
張

)
八
薺
-
十

三
阮

(
五
八
張

) 

 

 

 

十

四
旱
-

十
八
巧

(六
三
張

) 
 
 

 
 
十

九
皓
-

二
十

一
馬

 

 
 

 
 
 

 
 

二
十
二
養
1

八 四 五
一 八 …

張 張 張

 

(七
〇
張
)

(四
六
張
)

去
声

入
声

 
 
1

四
寅

五
未
-

七
遇

八
霽
ー

十
卦

十

一
隊
-

十
⊥ハ
諌

十
七
霰
-

二
十
號

二
十

一
箇
-

二
十
四
敬

二
十
五
徑
-
三
十
陥

一
屋
1

〕 〕 〕

 

〕〕

〔

第

三
十

四
巻

〔 
第

三
十

五
巻
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
-

八
黠

 
 
第

三
十

六
巻

 

(六
八
張
) 

 
 

 

九
屑

・
十
藥

 
 
第

三
十

七
巻

 

(六
五
張
) 
 
 
 
 

十

一
陌

.
十
二
錫

 
 
第

三
十

八
巻

 

(存
第

ニ
I

七
十
八
張
)
十
三
職
-
十

七
洽

四
周

双
辺

(第

二
巻

首
二
三

・
六

×

一
六

・
五
糎
)

行

一
八
字
。

乙
亥
字

、
稀

に
木
活
字

を
交
え

る
。
ま

た

「
續
」

等
、

花
口
魚
尾

(不
対
向

)
問
題

「
群
玉
幾

」
、
下
尾
下
張
数
。

巻
尾
題

「
増
續
會

通
韻
府
群

玉
巻
之
幾
」
。

 
本
版

の
第
十
、
十
二
、
十
四
、
十
七

・
十
八
、

十
、

存
在
を
仮
定
し
て

〔

た
。
ま
た
第
六
、
二
十

一
、
三
十
八
巻

に
つ
い
て
は
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
毎
半
張

一
〇
行
、
毎

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「活
套
」

本
書
に
必
要
な
特
殊
活
字
は
木
製
と
思
わ
れ
る
。
中
縫
部
白
口
、
双

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 

二
十
四
-

二
十
六

、
三

 
 
三
十
三
-

五

の
十

二
巻

に

つ
い
て
は
伝
本

に
接
し

て
い
な

い
た
め
、

 
 

 
 

 
 
 

 

〕
内

に
記
し
、
前
後
か
ら
推
定
さ
れ
る
韻
目
を
補

っ

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
末
尾
を

欠
く
伝

本

に
し
か
接
し
得

て
い
な

い
た
め
、
存

す

る
張
子

の
序
数

の
み
を
記
し
た
0

そ
の
限
り
、
本
版
は
三
十
八
巻
を
擁
し
、
分
韻
は
礼
部
韻
に
従

っ
て

い
る

が
、
新
増
説
文
本

二
十
巻

に
対
し
、
洪
武
韻

に
従
う

『
韻
府

続
編
』
四
十

巻
を
合
す

る
都
合
上
、
対
応
関
係
を
維
持
す

る
た
め
新
た
に
三
十
八
巻
と

し
た

こ
と
が
窺
わ
れ

る
。

-271上



 

該
本

の
新
増
説
文
本
引
用

の
部
分

に
関

し
て
、
ヒ
声
七
麌
韻

「堵
」
字

よ
り
去
声
十
七
霰
韻

「霰
」
字

の
間
、
第

二
十
巻
よ
り
第

二
十
九
巻

に
至

る
間

(底
本

の
第
十
-
十
五
巻
)

の
本
文

に
も

「
説
文
」

の
増
入
が
見
ら

れ
る
た
め
、
新
増
説
文
本

の
中

で
も
明
弘
治
刊
本

に
拠

っ
て
い
る

こ
と
が

わ
か
る
。
ま
た
標
目

「續
」
以
下

の

『韻
府
続
編
』
引
用

の
部
分

に
関
し

て
は
、
入
声

の
末
尾
ま

で
続
補
を
存
す
る
こ
と
か
ら
、
全
四
十
巻
本
に
拠

っ

て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
本
属
が

『
韻
府
続
編
』

の
記
事
全

て
を
継

承

す
る
か
と
言
う

と
そ
う

で
は
な
く
、
例
え
ば
第

一
巻

の

「
同
」

字
に

つ

い
て

『
韻
府

続
編
』
は

「
和
同
」
以
下

「
祖
孫
父
子
賢
否
不
同
」

に
至
る

五
十

二
項
目
を
挙

げ
て

い
る
が
、

こ
の
う
ち
当
該

の
乙
亥
字
初
刊
本
に
引

か
れ
る
も

の
は
、
三
乃
至
四
字
句

の
ニ
レ
三
例

の
み
で
、
二
字
句

と
四
字

句

の
後
半

、
五
字

以
上

の
句

は
省
か
れ
て
お
り
、
詩
韻

の
摘
索
に
不
向
き

な
長

語
は
採

録
さ
れ
な
か

っ
た
0
ま
た

『
韻
府
続
編
』

の
四
十
巻

本
に
は

広
本

と
広
略

折
衷

本
の
二
種

が
あ

っ
た
け
れ
ど
も
、
本
属
が
そ
の

い
ず
れ

に
拠

る
か
と
言
え

ば
、
例
え

ば

「
同
」
字

の
項
で
、
略
本
に
は
省

か
れ
て

い
た

「
不
異
尚

同
」
等

を
存

し
、
折
衷
本
は
こ

の
箇
所
略
本

に
当

た
る
か

ら
、
広
本

に
拠

っ
て

い
る

こ
と

が
わ
か
る
。
さ
ら

に
、
『
韻
府
続
編
』

と

本
属
続
編
部

分
を

比
べ
る
と
、
必
ず
し
も
本
文
の

一
致

し
な

い
筒
所

が
見

受

け
ら
れ
る
。

一
例
を
挙
げ
れ
ば

、
第
二
巻

「
宗
」
字

の
項
、

『韻
府
続

編
』

の
正
徳
十

二
年
刊
本

で
は

(
〈 

〉
小
字
、

[ 
]
墨
囲
陰

刻
)

(上
略

V
泰

山
岱
宗

〈書

、
歳

二
月
東
巡
守
至
岱
宗
翻

d
。

〇
五

經
通
義

日
、
泰
山

一
名
岱
宗
。
王
者
受
命
易
姓
、 

功
告
代
於
岱
宗
。

岱
者
代
也
。
東
方
物
之
始
交
代
之
処
也
〉。
魂
遊
岱
宗

〈遊
岱
之
魂
〉
。

陰
陽
之
宗

〈
張
衡

為

ー
、
郎

領
処
徴
最
密

[方
術
傳
叙

]
〉
。
祈
穀

天

宗

く
天
子
以
元
日
祈
谷
丁
上
帝
0
季
冬

天
子
乃
蝣
百
神
於
南
郊

、
為

 

 
來
年

I
I
於
ー
…
。
注
、 

日
、
臘
日
祭
也
。
百
神

、
自
神
農
至

髭
虫

 

 
也
。
天
宗

、
日
月
星
辰
之
属
也

[月
令
]
〉

(下
略

)

と
あ

っ
た
が
、
当
該

の
乙
亥

字
初

刊
本
で
は

 

 

(上
略
)
泰
山
岱
宗

〈
(書

)
東
巡
狩
至
岱
宗
。

(
五
經
通
義

)
泰

山

 

 

一
名

岱
宗
。
岱
者

代
也
。
東
方
物

之
始
交
代
之
處
也

〉
。
魂
遊
岱
宗

 

 
〈
遊
岱
之
魂

〉
。
陰
陽
之
宗

〈張

衡
事
見

(後
方
術
傳

)〉
。
祈
穀

天
宗

 

 
く季
冬

天
子
乃
蜻

百
神
於
南
郊

、
爲

來
年

;
i
於

i
i
。
註

、
天
宗

、

 

 
日
月
星

辰
之
屬

(月
令

)
V
(
下
略

)

と
あ

る
。
こ

の
う
ち
先
ず

「
泰
山
岱
宗
」

の
項

で

『
五
経
通
義
』
を
引
き

、

「陰
陽
之
宗
」
で

「方
術
傳
」

の
標
目
を
存

し
、
「祈
穀

天
宗
」

で

「月
令
」

注

の
引
文
を
存
す

る
こ
と

か
ら
、
乙
亥
字
初
刊
本

の
続
編
部
分
も
、
節
略

の
な

い
広
本

の
系
統

に
属
す

る
こ
と

が
確
認

さ
れ
る

(
説
頁
引
文
参
照

)
。

一
方

、
両
者

は
全
く

同

一
で
は
な

く
、
傍
線
部

の
よ
う

に
.兀
の
記
事
を
約
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し
た
箇
所

が
認

め
ら
れ

る
。

こ
れ
ら
は
、
形
式

的
な
相
違
を
除

け
ば

一
方

行
的

な
関
係

で
あ
り
、

別
本

に
拠
る
と
推
定
し
得
る
よ
う
な
隔
た
り
は
な

い
か
ら
、
そ
の
限
り

四
十
巻

広
本
に
拠
り
、
独
自
に
取
捨
を
加

え
た
も

の

と
見
て
も
支
障

が
な

い
。
た
だ

】
つ
付
け
加
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と

は
、
現
存
す
る

『
韻
府

続
編
』

の
諸
本

に
欠

い
て
い
た
去
声
震
韻
に
関
し

て
、
本
属
で
は
当
該

の
箇
所

に

「
續
」

の
標
示
以
下

に
本
文
を
存
す
る
と

い
う
点

で
あ
る
。
こ
れ
は
本
属
続
編
部
分

の
底
本
が
現
存

の
形
と
は
異
な

る
こ
と
を
示
唆
す
る
か
ら
、
右

に
述

べ
た
熟
字

の
採
択

や
本
文

の
節
略
に

関
し

て
も
、
未
知

の
底
本

に
拠

っ
て

い
る
可
能
性
が
あ

る
。

こ
こ
で
は
そ

れ
が
、
『
韻
府
続
編
』

四
十
巻
広
本

に
属
す
る
本
文

で
あ

ろ
う

と
指

摘
す

る
に
止

め
た

い
。

〈
延
世
大
学

校
中
央

図
書
館

 
貴

五
目
=
一V 

 
 

 

 
 

 

 
 

三
冊

 
 
 
存
巻

一
-

三

新
補
香
色
表

紙

(三
一一主

O

X
二
二

・
二
糎
)
仮
綴
、
第
三
冊
後
補
黄
檗

染
卍
繋
文
空
押
艶
出
表
紙
。
第

一
巻
第

一 

五
張
、
第
三
巻
第

一
-
十
九
、

八
十
五

・
六
、
八
十
八
-

九
十
七
張
欠
。
第

一
巻
第
五
十
四
張

(尾

)
を

第

二
冊
首

に
綴
す
。
本
文
墨
批
点
書
入
。

〈
高
麗
大
学
校
中
央
図
書
館
晩
松
文
庫
 
貴

五
五
C
> 

 
 

 
 

六
冊

 
 
 
存
巻
四
、
八
、
十
三
、
十
五

・
十
六
、
一一一十
六

二
二
卜

七

く
同

 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 
貴

五
五

E
V
 

 
 

 

 
.
冖一.冊

 
 
 
存
巻
亠
ハ
、
十

一
、
十
九
-

二
十
一元目、 
一
一十

亠パ
ー

二
十
九
、
 
一二
十

一
、

 
 
 
三
十

二
、
三
十

八

後
補
丁
子
染
雷
文
繋
蓮
華
唐
草
文
空
押
艶
出
表
紙

(三

冖
・
○

×
二
五

・

二
糎

)
左
肩
打
付

に

「
韻
府
羣
玉

〈
巻
之
幾
〉
」
と
、
右

肩
よ
り
声
韻
目

を
書
す

。
後
筆

に
て
打

付

に

「書
」

「
詩
義
」

「易
乾
」

「
礼
義

」
等

と
題

す
る
も
あ
り
。
表
紙

紙
背

「萬
暦

二
年
」

(
冖
五
七

四
)
と
記
す
公
印
文

書
。
改
糸

。
本
文
紙
背

公
印

文
書
。
首
冊
見
返
し
書
経

の
編
目
を
列
す
。

前
副
葉

。
毎

冊

一
巻

。
第
六
巻
首
尾
半
葉
、
第
二
十

一
巻
第

五
十
五
張
後

半
以
下
、
第

三
十
八
巻
第
七
十
八
張
後
半
以
下
を
欠

く
。
こ
の
本
、
毎
葉

書

口
を

開
き
後

か
ら
五
経

の
注
書

を
写
し

て
あ

る

(
中
書

稿
本
)
。
第

四

巻
首
匡
郭

二
三

・
七

×

一
六

・
四
糎
。

朱
墨
標
批
点
書
入
。
整
理
番
号
貴
五

五
C
の
第
六
冊
前
後
見
返

し
に
詩
草

の
他
、
書
込
。
ま
た

こ
の
六
冊

は
毎
冊
首
尾

に
単
辺
方
形
陰

刻

「
口
全
/

氏
口
口

」
「
口
嚴
/
病

口
」
朱
印
影

、
第

二
冊
前
見
返
し

に
単

辺
方

形
陽

刻

「口
口
口
/
口
書
堂
」
墨
印
影
を
存
す
。
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〈
同

貴
五
五
D
>

一
冊

 

 
 
存
巻
三
 

朝
鮮
朴
檜
茂
旧
蔵

丁
子
染
雷
文
繋
蓮
華
唐
草
文
空
押
艶
出
表
紙

(三
〇

・
五

×
二
〇

・
五
糎
)
。

後

見
返
し
に
詩

草
。
第

三
巻
首

匡
郭
二
三

・
五

×

=

ハ
ニ
ニ
糎

。

首

に
単

辺
方
形

陽
刻

「錦

城
朴

/
氏
檜
茂

/
書
畫
寶
」
朱
印
影
を
存
す

。

 

朴
檜
茂

、
字
仲
植

、

号
六
友
堂

。
潘
南

の
人
。
朝

鮮
宣
祖

三
十
九
年

(
…
六
〇
六
)

司
馬

試
に
中
り
、
仁
祖
朝

の
兵
事

に
関
与

し
た
。
晩
年

は

閉
居

し
、
顕
宗
七
年

(
=

ハ
六

六
)
に
卒
す
。

〈
同

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 
貴
五

五
A
>
 

 

 

 

 

三
冊

 

 
 
存
巻
五
、
七
、
十

三
 
朝
鮮
朴
檜
茂
旧
蔵

丁
子
染
雷
文
繋
蓮
華
唐
草
文
空
押
艶
出
表
紙

(
三

…
・
七

×
二
〇

・
六
糎
)

左
肩
打
付

に

「
韻
府
羣
玉

〈巻

幾
〉
」
と
、
右
肩

よ
り
声
韻

目
を
書

す
。

首
冊

の
み
左
下
方
打
付

に

「
五
」
と
書
す
。
首
冊
後

見
返
し
に
詩
草
。
毎

冊

一
巻
。
第
五
巻
首
匡
郭

二
一一.
・
五

×

=
ハ
ニ
.一糎

0

朱

標
批
句

点
、
字
目
朱
囲
、
別
手

墨
批
点

書
入
、
稀

に
欄

上
墨
補

注
、
字

目
標
注
鈔
補
。
毎

冊
首

に
鼎
形
陽
刻

「
六
/
友
/
堂
」
、
単
辺
方
形

陽
刻

「
朴
檜

/
茂
仲
/
植
章
」
、
同

「錦

城
後
/
裔
剛
州
/

世
居
」
朱
印
影

、
重

鈴

し
て
単
辺
方
形
陽
刻

「
間
/
闇
」

墨
印
影
を
存
す

。

 
前
本

(貴
五
五
D
)
と
旧
蔵
者
を
同
じ
く
す

る
が
、

文

の
相
違

を
考
慮

し
て
僚
冊
と
は
し
な
か

っ
た

。

装
訂

や
書

入
、
印

〈同

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 
貴

五
五
B
>
 

 

 

 

 

二
冊

 

 
 
存
巻

二
十
、

二
十
七

・
二
十
八
 
朝
鮮
権
文
海
旧
蔵

丁
子
染
雷
文
繋
蓮
華
唐
草
文
空
押
艶
出
表
紙

(三
二

・
○

×
二
〇

・
四
糎
)

左
肩
打
付

に

「
續
韻
府
羣

玉

〈
幾
〉
」
と

、
右

肩
よ
り
韻
目
を

、
右
下
方

「共
三
十

(七
と

と
書
す
。
左
下
方

に
後
筆
に

て
巻
数
を
記
す
。
前
後
見

返
し
詩
草
。
第

]
冊
に
第

二
十
巻
、
第
二
冊
に
第

二
十
七

・
八
巻
を
収
む
。

第

二
十
巻
首
匡
郭

二
三

・
七

×

皿
六

・
五
糎
。

本
文
墨
批
点
、
朱
標
号
、
欄
上
緑
標
注
書
入
。
毎

冊
首
に
単
辺
方
形
陽
刻

「
襄
陽
/
權
氏
」
、
同

「
文
海
/
顳
元
」
朱
印
影
を
存

す
。

 

権
文
海
、
字
顳

元
、
号
静
澗
。
醴
泉

の
人
。
朝
鮮

中
宗

二
十
九
年

(
一

五
三
四
)
生

、
明
宗
十

五
年

2

五
四
八
)
文
科

登
第

、
左

副
承
旨

に
至

る
。
李
滉

門
生
。
宣
祖

二
十

四
年

(
冖
五
九

こ

卒

。
権
文

海
は
本
書

を

範

と
し
て

『大
束
韻
府
群

玉
』
二
十
巻
を
編
集

し
て

い
る
か
ら
、
該

本

の

伝
存

は
、
残
本
と
雖
も
重
要

な
意
義

を
有
す

る
。

〈
ソ
ウ
ル
大
学
校
奎
章
閣

 
中

㎜
六
八
二
V

一274一



 
 
 
欠
巻
二
十

三

.
二
十

四
 
巻

一
-

七
、
十
ー

二
十

二
、

二
十

五
ー

 
 
 
三
十
八
配
朝
鮮
戊
申
字
刊
本
 
朝
鮮
弘
文

館
 
朝
鮮
総
督
府
旧
蔵

第
八

・
九
巻
を
存
す

(
二
六
冊

の
う
ち

二
冊
)
。
補
配

の
都
合
か
ら
ヒ
辺

に
補
紙
を
加
え

、
料
紙

の
高

さ
を
増

し
て
あ

る
。

第
六
冊
首
に
単

辺
方
形
陰
陽
刻

不
明
朱
印
影
を
存
す

。
全
体

に
関

わ
る
事

項
は
戊
申
字
刊
本

の
節

に
後
掲
す

る
。

同

朝
鮮
刊

(乙
亥
字
再
刊
) 
翻
乙
亥
字
初
刊
本

 
前
記
乙
亥
字
初
刊
本

に
対
し
、
同
種
活
字
を
用

い
て
再
刊
し
た
本
も
伝

存
す
る
。
こ
れ
は
基
本
的

に
同
款
式

の
翻
印
本

で
あ

る
が
、
本
文
を
仔
細

に
検
討
す
る
と
異

同
も
認

め
ら
れ
、
そ

れ
が
蓄
積

し
て
、
巻
末
ま

で
に
は

排
字
や
張
数

の
異
同
と
な

っ
て
現
れ
る
。

こ
れ
を
翻
印
と
称
す

べ
き
か
ど

う
か
判
断
に
苦

し
む
が
、
本
文

の
継
承
関
係
が
明

ら
か

で
あ
る

こ
と
、
異

同

の
程
度

が
微
少

で
あ

る
こ
と
か
ら
、
敢
え

て
右

の
よ
う

に
標
記
し
た
。

た
だ
両
者
の
異

同
を
明
ら

か
に
す

る
必
要
と
、
初
刊
本

に
は
首
尾

の
著
録

を
欠

い
て

い
た
こ
と
か
ら
、
以

下
の
解
説

に
は
そ

の
詳
細
を
再
述
し
た

い

(図
版
四
、
六
、
八
)。

巻
首
題

「
墸
續
會

通
韻
府
群
玉
卷

之

一

(1

三
十
八
)

(黼
九
)
上
平

(ー

入
)
聲

(墨
囲
陰
刻
)
/

(朋
卜
徽
)
晩
學
 
陰
 
時
夫
 
勁
弦
 
編
輯
 
/
新
呉

陰

 

中
夫

 
復

春

 
編

註
 

/
青

田
 

包
瑜

 

 
希

賢

 
續

編

(第
二
ー
四
行

は
首
の
み
)
」
、
次
行
低

二
格

「
一
束

く
獨
用
V
」
等
韻
目
、
次
行

よ
り
本

文
。
体

式
は
初
刊

本
に
同
じ
。
但

し

「
續
」

の
標

目
は
墨

囲
陰
刻

の
齣
を

用

い
る
。 

第

]
巻

 
第
二
巻

 
第
三
巻

 
第
四
巻

 
第
五
巻

 
第
六
巻

 
第
七
巻

 
第
八
巻

 
第
九
巻

 
第
十
巻

第
十

一
巻

第
十
二
巻

第
十
三
巻

(五
四
張

)

(
三
九
張

)

(
九
四
張

)

(
五
八
張

)

(
七
二
張

)

(
六
九
張

)

(
四
九
張

)

(
六

一
張

)

(
五
三
張

)

(
五
三
張
)

(
五
五
張

)

(
六
〇
張

)

(九

五
張

)

L
平
声

下
平
声

一
東

二
冬

・
三
江

四
支

五
微

・
六
魚

七
虞

八
齊
-
十
灰

十

一
眞

十

二
文

・
十
三
一76

十

四
寒

・
十

五
刪

一
先

二
蕭
-
四
豪

五
歌

.
六
麻

七
陽
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第
十

四
巻

 

第
十

五
巻

 

第
十
六
巻

 

第
十
七
巻

 

第
十
八
巻

 

第
十
九
巻

 

第
二
十
巻

第

一
一十

一
巻

第

二
十

二
巻

第

一
一十

三
巻

第

二
十

四
巻

第

一
一十

五
巻

第

二
十
六
巻

第

二
十
七
巻

第

二
十
八
巻

第

二
十
九
巻

第
三
十
巻

第

三
十

一
巻

第

三
十

二
巻

(七

〇
張

)

(三
〇

張

)

(
二

五
張

)

(七

四

張

)

(六

〇

張

)

(九

九

一張

)

(八

五

張

)

(五

五

張

)

(五
九

張

)

(⊥ハ
一二
㍑張
)

(
四

=
張
)

(六

四
張

)

(六

九

一張

)

(五

一
張

)

(四

八

張

)

(八

一
張

)

(五

九

張

)

(七

〇

張

)

(四

六

張

)

上
声

去
声

八
庚

九
青

十
蒸

十

一
尤

十

二
侵
-
十
五
咸

一
董
-

四
紙

五
尾
-

七
麌

八
薺
-

十
三
阮

十
四
早
-

卜
八
巧

古
九
皓
ー

リ
一f

一
馬

二
十

二
養
-

二
十

四
迥

二
十

五
有
ー

二
十
九
賺

一
送
-

四
實

五
未
-

七
遇

八
霽
-

十
卦

十

一
隊
-

古
⊥ハ
諌

卜
七
霰
ー

二
十
號

二
十

一
箇
ー

二
十
四
敬

二
十
五
徑
-

三
レ

陥

 
 
第

三
十

三
巻

 
 
第

三
十

四
巻

 
 
第
三
十

五
巻

 
 
第
三
11
六
巻

 
 
第
一一一十
七
巻

 
 
第
三
卜
八
巻

四
周
双
辺

乙
亥
字

、

(
二
=
主

五

×
(七

七
張

)

(六

一
張

)

(
四
〇

張

)

(L
ハ
八
張

)

(六

四
張

)

(ヒ

八

張

)

 

 

エ

ハ
.

入
声

一
屋

-
一
一沃

三

覺

-

五
物

六

月
ー

八

黠

九

屑

・
卜

藥

十

一
陌

・
十

二

錫

十

,.一職
-

十

七

洽

.
糎
)
毎
半
張

一
〇
行

、
毎
行
 
八
字
。

 

 
 
 
「
續
」

「活

套
」
等

標
目

の
特
殊
活
字

は
木
製

で
あ

る
が
、
初

田

本
と
字
様

が
異
な
り
、
新
た
に
製
作

さ
れ
た
も

の
と

思
わ
れ
る
。
中
縫

部

白

口
、
双
花

口
魚
尾

(胚
対
)
問
題

「群

玉
幾
」
、
下
尾

下
張
数

。

巻
尾
題

「増
續
會
通
韻
府
群

王
卷
之
幾

(
〈終

V
)」
。

 
右

に
列
挙
し
た
よ
う

に
、
該
本
も

三
十
八
巻
か
ら
な
り
、
分
巻

の
様
r

は
初
刊
本
と
変
わ
り
が
な

い
。
た
だ
各
巻

の
張
数
を
比
較
す
る
と
、
屡

々

初
刊
本
と
異
な

っ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
そ

の
相
違

は

い
ず

れ
も
、

初
刊
本

に
比

べ
再
刊
本
が
数
張
少
な

い
と

い
う
関
係
に
あ
り
、
相
違

の
分

布
か
ら
見
る
と
、
主
と
し

て
首
尾

の
数
巻
に
現
れ
て

い
る
。
こ
れ
ら
張
数

の
相
違

は
本
文

の
異
同

に
由
来
す
る
。
両
本

の
異
同
に

つ
い
て

一
例
を
挙

げ
る
と

、
第

二
巻

「宗

」
字

の
項
に
、
初
刊
本

で
は

一276一



 
 
(上
略

)
泰
山

岱
宗

〈
[書
]
東

巡
狩
至
岱
宗

。

[
五
經
通
義
]
泰

山

.

 
 
名

岱
宗

。
岱
者

代
也

。
東

方

物
之

始
交

代
之

處
也

〉
。
魂

遊
岱

宗

 
 
く
遊
岱

之
魂

V
。
陰
陽
之
宗

〈張

衡
事
見

[
後
方
術
傳
]
〉。
祈
穀

天
宗

 
 
〈
季
冬
天
子
乃
錯
百
神

於
南

郊
、
爲
來
年
ー

ー
於
ー

ー
。
註
、
天
宗

、

 
 
日
月
星
辰
之
驕

[月
令
]
〉

(下
略
)

と
あ

っ
た
の
に
対
し
、
再
刊
本

で
は

 
 
(上
略

)
泰

山
岱
宗

く
東
巡
狩

至
岱
宗

[書
]
。

-
…

一
名

ー
i
。
岱

 
 
者

代
也

。
東
方

物
之

始
交

代
之

處
也

[
五
經

通
義

]
V
。
祈

穀
天

宗

 
 
〈季
冬

天
子
乃
婚
百
神
於
南

郊
、
爲
來
年
1

ー
於

-
i
。

[註
]
天
宗

、

 
 
日
月
星
辰
之
屬

[月
令
]
〉

(下
略
)

と
あ
る
。
こ
の
両
本
に
は
次

の
よ
う
な
違

い
が
あ

る
。
先
ず

「泰
山
岱
宗
」

の
項
目
に

つ
い
て
、
原
典
を
示
す

「
書
」

「
五
經
通
義
」

の
標

目
が
、
初

刊
本

で
は
引
文

の
前

に
置
か
れ
る

の
に
対
し
、
再
刊
本

で
は
後

に
附
さ
れ

て

い
る
。
ま
た
初
刊
本

で
は

、
標

出
字

「泰

山
」

「岱
宗
」

に
当

た
る
箇

所
に
本
来
の
文
字
が
残
さ
れ

て
い
る

の
に
対

し
、
再
刊
本

で
は

「
ー
1
」

と
代
号
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
二
点

に

つ
い
て
考
え

る
と
、
引
書
標
目
を
後

掲
し
、
ま
た
標
出
字
を
代
号
す

る
再
刊
本

の
形
が
、
本
書
通
用

の
表
記

で

あ
り
、

.
貫

し
た
形
式
と
言
う

こ
と

が
で
き

る
。

こ
れ
に
加
え
、
初
刊
本

に
存
す
る

「魂
遊
岱
宗
」

「
陰
陽
之
宗
」

の
二
項
を
、

再
刊
本

に
は
全
く

欠

い
て
い
る
。
こ
の
箇
所
、
元

の

『韻
府
続
編
』

で
は
ど
う
か
と
見

れ
ば
、

朧
頁
引
用

の
如
く
広
略

両
本

と
も

こ
項
を
存

し
、
節

略
を
伴

い

つ
つ
引
用

し
た
初
刊
本

の
方
が

『韻
府
続
編

』
に
近

い
。
こ
の
二
項

に

つ
い
て
、
元

の
形

に
よ
く
注
意
す

る
と

、
「
魂
遊
岱
宗

」
は
、
注

に
は

「遊
岱

之
魂
」

と
あ

る
ば
か
り

で
原
拠

が
わ

か
ら
な

い
し
、
抑

も

「魂
遊
岱
宗
」

の
例
句

が
あ

る

の
か
ど
う
か
も

不
明

で
あ

る
。
「
陰
陽
之
宗
」

は
、
注

中

の
代
号

「
ー
」
格
が
標
出
字

の
ど

の
文
字
を
指

し
て
句
を
成
す

の
か
わ
か
ら
な

い
。

つ
ま
り

こ
の
二
項

で
は

『
韻
府
続
編

』

の
表

記
自
体

に
問
題
が
あ
り

、

標
出

の
字
句

は
得

ら
れ

て
も

十
分

に
例
証
を

得
る

こ
と

が
で
き

な

い
。

「泰

山
岱

宗
」

に

つ
い
て
、
再
刊
本

で
は

『韻
府
続
編
』

の
形

に
反
し
表

記

の
統

「
が
図

ら
れ

て

い
る
こ
と
を
勘

案
す
る
と
、
再
刊
本
は
本
文
整

理

の
進

ん
だ
形

で
あ

っ
て
、
参
考

に
堪

え
な

い
項
目
は
除

い
た
と
考
え

る
の

が
穏
当
と
言
え

よ
う
。
抑
も
初
刊
本

と
再
刊
本

の
先
後
関
係

に

つ
い
て
、

自
明

の
こ
と
と
し
て
述

べ
て
来
た
が
、
実
は
こ
の
よ
う
な
本
文
異
同
に
よ

っ

て
、
そ

の
先
後

が
推
定

さ
れ
る

の
で
あ
る
。

 

両
本

の
先
後

に

つ
い
て
、
ヒ
述
の
こ
と
と
は
別
に
考
え

る
べ
き
材
料

が

あ
る
。
増
続
会
通
本
第

三
巻

「箕
」
字

の
項
に
関
し
て
、
初
刊
本

で
は
第

八
十

六
張
後
半

の
第

五
行
か
ら
本
文
が
始
ま
る
け
れ
ど
も

、
再

刊
本

に
は

「
箕
」
以
前

の

い
く

つ
か

の
項

目
を
存

し
な

い
た
め
本
文

が
二
行

ほ
ど
少

一277一



な
く
、

「箕

」
は
同
第

三
行

か
ら
始
ま

っ
て

い
る
。

こ
う

し
た
異

同

の
情

況
は

上
述

し
た
第

二
巻

の
場
合

と
変
わ

ら
な

い
が

、
欄

上

の
標
字

注
記

「
箕
」

に
注

意
す
る
と

、
初

刊
本
で
は
正

し
く
第

五
行

に
掛

け
ら
れ
て

い

る

の
に
対
し
、
再
刊
本

で
は
本
文
開
始
よ
り
二
行
後
、

つ
ま
り
初
刊
本
と

同
じ
第

五
行

に
置
か
れ

て
い
る

(図
版
七
、

八
)
。
瑣
末
な
事
柄

で
は
あ

る
が
、
こ
れ
を
も
し
、

一
方
が

『韻

府
続

編
』
に
基

づ

い
て
補
入
し
た
結

果
と
考
え
れ
ば
、
他
方
は
補
入
後

の
開
始

行
に
当

た
る
第
五
行
に
偶
然
に

誤
植
し

て
い
た
と

い
う
こ
と
に
な
る
が
、
そ

の
よ
う

な
解
釈
は
極
め
て
不

自

然
で
あ
る
0
こ
れ
は
や
は
り
、
再
刊
本

が

『韻
府

続
編
』
に
由

来
す
る

不
確
実
な
項
目
を

整
理
刪
去
し
た
結

果
、
本
文
が
圧
縮
さ
れ
て
二
行
を
減

じ
た
が
、
標
注
に
は
校
正
が
及
ば
ず
、
初

刊
本
と
同
じ
位
置
に
そ

の
ま
ま

残

さ
れ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

 
右

の
よ
う

に
考
え

る
と

、
乙
亥
字
初
刊
本

と
同
再

刊
本

間
の
本
文

異
同

は
、
形
式

的
修
整

、
不
明
瞭

な
記
事

の
除
去

と

い
っ
た
、
再
刊
時

に
於
け

る
本
文

の
整

理
に
起

因
す

る
も

の
で
あ
り

、
こ
れ
ら
は
大
抵

、
本
文

の
圧

縮

に
結
び

つ
い
て

い
る
よ
う

で
あ

る
。
前

に
張
数

の
微
減
と

し
て
捉
え

ら

れ
た
現
象

は
、
こ
の
種

の
本
文
整
訂

に
依

っ
て

い
る
と
認

め
ら
れ
、
初
刊

本
と
再
刊
本

と
で
張
数

の
等

し

い
巻

々
に
於

い
て
も

、
数
行

の
減
少

を
呈

し
て

い
る
場
合
が

、
第

一
巻
以

下
に
屡

々
見
受
け
ら

れ
る
。

〈
建
仁
寺
両
足
院
 
第
九
十
四
番
函
〉 

 
 
 

 
 

 
 
 

 

三
七
冊

 

 
 
朝
鮮
明
隆
慶
二
年

(
一
五
六
八
)
内

賜
安
方

慶

後
補
淡
茶
色
卍
繋
蓮
華
唐
草
文
空
押

艶
出
表
紙

(
三
二

・
五
×
二
〇

・
六

糎
)
。

天
地

截
断
。
首

冊
前
見

返
し

に
内
賜
記
を
存

し
、
低

二
格
諱
字
双

擡

に
て

「
隆
慶

二
年

十
月
 

日
/

(
響

内
賜

行
永
興
府
都

護
使
安
方
慶

増
續
韻
府
/
羣
玉

一
件
/

(以
ド
双
擡
)
命

除
謝
/
恩
/

(厭
六
)
左
承
旨

く臣

V

尹

(花
押

)」

と
書
し
、
巻
首

に
鈴

し
単
辺
方
形
陽
刻

「
宣
賜
/
之
記
」

朱
印
影
あ
り

(図
版
五
、

六
)
。
第

十
五

・
六
巻
を

「
冊
と
す
る
他

は
毎

冊

{
巻
。
毎
冊
本
文

料
紙
、
間
々
印
面
中

に
横
接

し
、
後
世

そ
の
下
半
を

脱
し
て
鈔

補
を
加

え
た
箇
所

が
あ

る
。
ま

た
第

一
巻
を
中
心

に
、
本
文
中

の
文
字
を
刪
去
し
紙
背
よ
り
紙
片
を
貼
附

、
同
種
活
字

に
て
印

し
校
改

し

た
箇
所
が
見
受

け
ら
れ
る

(後
述
)
。

間

々
江
戸
初

期
の
邦

人
の
朱
筆

に
て
句
竪
点
批
圏
と
校
注
を
加
え
、
稀

に

同
朱

墨
補

注
標
注
書

入
。
朱
点
朱
引

は
釈
家

の
経
文

に
多

い
。
巻
首

に
印

影

刪
去

の
痕
跡
あ
り
。

 
安
方
慶

、
字
善
応

、
号
炙
背
軒
。
竹
山

の
人
。
朝
鮮
中
宗

八
年

(
一
五

=
二
)
生

、
同
三
十

五
年

に
生
員
よ
り
大
科
及
第
、
明
宗
朝

に
累
進

し
、

内
職

で
は
承

政
院
同
副
承
旨

工
曹
参
議

に
至

る
。
晩
年
出

て
咸
鏡
道

の
永

興
都
護
府
使

に
任
じ
、
卒
去

の
前
年

に
当
た
る
宣
祖
元
年

(明
隆
慶

二
年
)
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に
内
府
よ
り
件

の
書
を
賜

っ
た
。

こ
の
内
賜
記

に
よ
り
、
乙
亥
字
再
刊
本

は
、
宣
.祖
元
年
を
あ
ま
り
溯
ら
な

い
時
点

で
印
出

さ
れ
た
と
推
知

さ
れ
る
。

〈高
麗
大

学
校
中
央
図
書
館
薪
庵
文
庫
 
貴
五
五
〉
 
 

 
 
 

 
 

一
冊

 
 
 
存
巻
十

一

丁
子
染
雷
文
繋

唐
草
文
空
押
艶
出
表
紙

(三

 …主

七

×
二
〇

・
九
糎
)
左

肩
打
付

に

「
口
口

〈巻
之
幾

〉」
等
と
書
す

る
も
不
分
明
0
見
返

し
詩
草
。

本
文
中
印
字

校
改
あ
り

。
第
十

一
巻
首
匡
郭

二
三

・
六

×

一
六

・
三
糎
。

首

に
単
辺
円
形
陽
刻

不
明
朱
印
影
を
存
す
。
稀

に
墨
批
点
、
欄
上
補
注
。

〈延
世
大

学
校
中
央

図
書
館
 
〇

三

主

○

一
〉

 
 
 
巻

]
ー

二
十

、
二
十

三
ー

三
十

人
配
朝
鮮
戊
申
字
刊
本

 
 
 
朝
鮮
李
時
発

旧
蔵

第

二
十

一
・
二
十

二
巻

を
存

す

(
二
四
冊
の
う
ち

二
冊
)
。
丁

子
染
雷
文

繋
蓮
華

文
空
押
艶
出

表
紙

(=
二

・
四

×
二
〇

-
四
糎

)
左
肩

打
付

に

「韻
府
羣
玉

く幾

V」
と
書

し
、
右
肩

よ
り
細
筆

に
て
韻
目
を
列
記
す
。
毎

冊

 
巻
。
全
体

に
関
わ
る
事
項

は
戊
申
字
刊
本

の
部

に
後
掲
す

る
。

毎
冊
首

に
単
辺
方
形
陰
刻

「
月
城
後
/
人
李
時
/
發
養
久
」
朱
印
影
を
存

す
。

 
李
時
発
、
字
養
久

、
号
碧
梧

。
慶
州

の
人

(月

城
は
慶
州

の
古
名

)
。

朝
鮮
宣
祖
二
年

(
一
五
六
九
)
生
、
同
二
十
二
年
文
科
登
第
。
外

職
兵
事

に
携
わ
る
こ
と
多

く
、
三
南
道
検

察
使
に
終
わ
る
。
仁
祖
四
年

(
一
六
二

」ハ
)
卒
、
諡
中
羽異
。

 
乙
亥
字
刊
本
二
種

の
伝
存
情

況
を
見
る
と
、
何
名
か

の
旧
蔵

者
が
判
明

す
る
。
初
刊
本
で
は
朴
檜
茂
、
権
文
海

の
名
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
、
特

に
後
者
は

『大
東

韻
府

群
玉
』

の
編
者
で
あ
り
そ

の
意

味
か
ら
注
目
す

べ

き
で
あ
る
が
、
権

は
明
宗

、
宣

祖
朝

の
廷

臣
で
あ
り
、
該
本
の
印

出
時
期

を
十
⊥ハ
世
紀
の
半

ば
と
す
る
推

量
を
も
支
持

し
よ
う
。
ま
た
再
刊
本

で
は

安
方
慶
、
李
時
発

の
名
を
得

る
け
れ
ど
も
、
前
者

の
旧
蔵
は
内
賜

記
に
よ

っ

て
判
明
す
る
事

柄
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ

っ
て
、
該
本

の
宣
祖
朝

初
年

に
印

出
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

同

朝
鮮
明
崇
禎
再
丁
酉

翻
乙
亥
字
再
刊
本

(
「
七

一
七

)

刊

(戊

申

字

、

校

書

館

)

乙
亥

字
再
刊

本

の
翻
印

で
あ
り

行
款
排
字

も
同

じ
、
但

し
巻
首

題
字
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「
増
」

「羣
」
、
首

題
下
声

凵
攝

一
格
等

の
小
異
が
あ
る

(図
版
十

こ

。
第

二
十
二
巻

は
五
十

八
張
で
底
本
よ
り
も

「
張
を
滅

ず
る
が
、

こ
れ
は
別
張

に
あ

っ
た
尾

題
を
本
文
末

行
下
に
追

い
込

ん
だ
か
ら
で
あ
る
。

単

辺

(
二
五

二

元
×

一
七

・
○
糎

)
、
四
鑄
甲
寅
字

に
当
た

る
戊
申
字
を

以

て
刊
行

し
た
。

中
縫
部

、
双
花

目
魚
尾

(喇
)
。

末
尾

に
南
秀
文

の
旧
跋
を
附
印

(
一
張
)
。
首
低

二
格
題

「韻
府
羣
玉
跋
」
、

次
行

よ
り
本
文

。
前

出

(一一…稿
蹣
頁
)
朝

鮮
明
正
統

一
.年

跋
江
陵
原
州
刊

本
と
同
文
で
あ

る
が
、
こ
れ
に
は

「宣
統
乙
卯
秋

〈即
 
世
宗
/
卜
七
年
〉
」

の
双
行
注

が
あ

る
。

右

の
末

、
改
行
低

一
格

に
て

「崇
禎
紀

元
後

再
丁
酉
八
月
 
日
校

書
館
重

印
」

記
を
存
す
。

「
再
丁
酉
」

は
朝

鮮
粛
宗
四
十

三
、
清
康
煕

五
十

六
年

(
一
七

一
七
)
に
該
当
す

る
。

 

戊
申
字

本
に
は
、
ど
の
伝

本
も
同
じ
箇

所
に
同
料
同
字

の
貼
紙
印
字
校

改

が
あ
り
、
第

二
巻
第
七
張
第
六

・
七
行
、
第
五
巻
第
卜
張
第

一
・
二
行
、

第

七

-一巻
第

二
十

八
張
第

二.一行
等

は
ほ
ぼ
全
行
を
改

め
て
あ
る
。

〈
ソ
ウ
ル
大
学
校
奎
章

閣
 
中

一
六
八
冖
一〉 

 
 
 

 
 

 
 

一
-六
冊

 
 

 
欠
巻

二
十
三

二

.十
四
 

巻
八

-
九
配
朝

鮮
乙
亥
字
初
刊
本

 
 

 
朝
鮮
弘

文
館

 
朝

鮮
総
督

府
旧
蔵

後
補

淡
黄

色
卍
繋
文

空
押
艶
出
表
紙

(
三
二

・
四

×
一
=

・
三
糎
)
左
肩

打
付

に

「
増
續
會

通
韻
府
羣

玉

く幾

V」

と
、
右

下
方
綫
外

「共

二
十
七
」

と
書

す
。

第

一

二

一、
六

・
七
、
十

・
十

一
、
十

四

・
五
、
十
六

・
七
、

二
十

一
-
二
、

二
十
七

・
八
、
三
十

・
三
十

一
、
三
十
二
主

三
、
三
十

四

.

五
巻

を
各

一
冊
に
収

め
る
他

は
毎

冊

冖
巻
。

毎

冊
首

に
単
辺
方
形
陽
刻

「弘
文
館

(縮
)
」
、
同

「帝
室
/
圖
書
/
之
章
」
、

同

「
朝
鮮
総
/
督
府
圖
/
書
之
印

鰍

と
、
同

「
京
城
帝
/
國
大
學
/
圖

書
章
」

(大
小
二
種

)
朱
印
影
を
存
す

。

〈
延
世
大

学
校

中
央
図
書
館
 
〇

三

一
・
〇

一
〉 
 

 
 

 
 

二
四
冊

 

 
 
欠
巻

十
九

、
三
十

五

二
二
十

六
 
巻

二
十

冖
・
二
十

二
配
朝
鮮
乙

 

 
 
亥
字

再
刊
本

 
朝
鮮
李
聖
肇

旧
蔵

黄

檗
染
卍
繋

文
空
押

艶
出
表

紙

(三
二

-
一
×
二

一

・
.
糎

)
左
肩
打
付

に

「
韻
府
羣

玉

ハ幾

〉」

と
、
右

下
方
綫
外

に

「
共
二
卜

五
」
と
書
す
。

墨
標

圏
標
点

、
首

の
み
藍
字

目
標
圏
書
入
。
第
十

、
十

ニ
ー

四
、

一
一十
、

一
一卜

六
、
三
十

一
巻
首

に
単

辺
方
形
陰
陽
刻

「全
義
李
/
氏

聖
肇
/
口
口

印
」

朱
印

影
を
存

す
。

 

李
聖
肇

、
字
時
仲
。
全
義

の
人

。
朝
鮮

顕
宗

三
年

(
一
⊥ハ
六
二
)
生

、

粛
宗
十
九
年

(
丿
六
九
三
)
文
科

登
第

、
承

旨
府

尹
に
至
る
。
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〈韓
国
国
立
中
央

図
書
館
 
古

三
二
三
四

・
一
八
V 
 

 
 
 
 
 
三
冊

 

 
 
存
巻

一
二

.、
二
十
九

、
三
十

八
 

巻
三
十
八
配
同
刊
本

丁
子
染
蓮
華
文
空
押

艶
出
表
紙

(
三
四

・
○

×
二

一
・
九
糎
)
左
肩

打
付

に

「韻
府
羣
玉
幾
」

と
、
右
肩

よ
り
声

韻
目
、
右
下
方
綫
外

に

「
共
二
十

六
」
と
書
す
。
首
冊
前

見
返

し
に
表

紙
別
筆

に

て

「
癸
酉
春
自
丹
邱

持
来

二
十
六
巻
/
内
六
巻
落
在

二
十
巻
」
墨
書

。
第

「
二

}巻
を

「
冊
と
す
る

他
は
毎
冊

一
巻
。

欄
上
又
別
手
墨
字
目
標
柱
書

入
。
毎

冊
首

に

「
口
心
金
/
相
良
口
/
輔

之

印
」
朱
印
影
を
存
す
。
配
本
次

掲
。

〈韓

国
国
立
中
央
図
書
館

 
古
三
二
一.西

・
一
八
V

 

 
 
巻

一
・
二
、
二
十
九
配
同
刊

本

第
三
十

八
巻

を
存

す

(三
冊

の
う
ち

一
冊
)
。
丁

子
染
宝
繋
文
空
押
艶

出

表
紙

(二.一五

-
○

×
二
二

・
一
糎

)
左
肩
打
付

に

「
韻
府
羣
玉

く幾

V
」

と
、
右
肩
よ
り
韻
目
を
書
す
。
紙
背
官

文
書

。

末
尾
に

「廣
原
冊
」
墨
識
。
詳
細
前

掲
。

〈
韓
国
精
神
文
化
研
究
院
蔵
書
閣
 
K
三

.
六
八
五
V 

 
 
 
 

「
、八
冊

 

 
 
李
王
家
旧
蔵

f
子
染
亀
甲
繋
文
空
押
艶
出
表
紙

(
三
二

・
○

×
二

冖
・
○
糎

)
左
肩
打

付

に

「
韻
府

羣
玉

〈幾

〉
」
と
書

し
、
右
肩

よ
り
同
筆

に
て
韻
日
を
列

記

す
。
改
糸
。
見
返
し
新
補
。

墨
筆
に
て
欄
上
補
注
、
本
文
批
点
批
圏
書
入
。
首
に
単
辺
円
形
陽
刻

「呉
」
、

双
辺
瓢
形
陽
刻
不
明
茶
印
影
、
単

辺
方
形
陽
刻

「
李
王
家
/
圖
書

之
/
章
」

朱
印
影
を
存
す
。

〈延
世
大
学
校
中
央
図
書
館
 
〇
三

一
・
〇

一
〉 

 

 
 

 

 

一
七
冊

 
 

 
欠
巻
三

・
四
、

八
、
十

二
、
十

五
、
冖
.十

 
巻
十

一
配

同
刊

本

丁
子
染
水
魚
鳥
花
文
空
押
艶
出
表
紙

(
三
=
主

七

×
二

.

.
五
糎

)
左
肩

打
付

に

「韻
府
羣
玉
幾
」
と

、
右
肩

よ
り
韻

目
を
書

す
。
紙
背
官
文

書
。

破
損
修
補
。
首
冊
、
剥
離
し
た
前
見
返

し
前
半

に

「存

十
七
巻
」
墨

識
、

後
半

に
同
墨

に
て
陰
幼
遇
並

に
銭
全
容

の
小
伝
を
書
す

。
紙
背
詩
草

。
毎

冊

一
巻
。
第

一
巻
第

.
ー
三
十

八
、

四
十

二
、
四
十

三
張
、
第

卜
七
巻
第

一
張
欠
。

首

に
同
墨

「
首
三
十

八
板
落

 
〈
又
序

文
落

〉」

識
語

、
尾
冊

見
返

し

に

「存

十
七
冊
」
識
語

。
墨
筆

に
て
欄
上

校
注
補
注

、
本

文
標
点

(藍

黄
茶

筆
を
交
う
)
書

人
。
配

本
次
掲

。
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〈
延
世
大

学
校
中
央

図
書
館
 
〇

三

]

・
〇

一
〉

 
 

 
欠
巻
三

-
四
、
八
、
十
二
、
十

五
、
二
十
 
巻

一
二

.、
五
ー
十
、

 
 

 
十

三

・
四
、
十

六
ー
九

二
十
i

二
卜

三
配
同
刊
本

第
十

一
巻
を
存
す

(
]
七
冊

の
う
ち

二
冊
)
。
新
補
淡

黄
色

菱
花
文
空
押

艶
出
表

紙

(
三
二

・
八

×
二

一
・
一
糎

)
、
次

で
丁
子
染
雷
文

繋
蓮
華
文

空
押
艶
出
表
紙
。
見

返
し
詩
草
。

首

に

「散

失
於
回
禄

中
只
遺
此

一
巻
而

此
冊
七
世
傳
来
幸
敬
而

勿
毀
焉
」

墨

識
、
尾

に

「
冊
主
常
主

覧
者
為
主

/
誰
為

冊
主
我
然

其
主

ノ

(
厭
...)

吟
隠
書
」

墨
識
、
鐘

形
中
単
辺
方
形
陽
刻

「
口
山
/
後

人
」
、
首

に
鼎
形

中
単
辺
方
形
陽
刻

「守
/
拙
」
墨
印
影
を
存
す
。

〈日
]
け¢

】」
げ
『章

O
h
∩
O
昌
四

〇
ロqロ○
 

直Q
bΩ
ω
①
＼
〈
-㎝
QQ
.ω
〉
 
 
 
 
 
 
一二
⊥ハ
冊

後
補
縹
色
亀

甲
文
空
押
艶
出
表
紙

(
三
=
主

七

×
一
=

元
-
○
糎
)
左
肩
打

付

に

「韻
府
羣
玉
幾
」
と
、
右
下
方
綫
外

「
共
三
1.
六
」
と
書
す
。
紙
背

「通
鑑
卷

二
十

一

(柱題
)
」
朝
鮮
整
版
本
。
第

一

.
二
、
十
五

-
十
六
巻
を

各

一
冊
と
す

る
他

は
毎
冊

一
巻
。
旧
跋
欠
。

毎
張
版
心
上
貼
紙
藍
筆
韻
目
標
注
、
欄
L
墨
字
目
標
注
書
入
。
毎
冊
首

に

単
辺
方
形
陽
刻

「西
/
原
」
、
無
辺
方
形
陰
刻

「韓
氏
/
百
衍
」
、
単
辺
方

形
陽
刻

「
孝
/
家
」
茶
印

影
、
又
は
同

「無
盡

/
臧
」
、
同

「吟

壺
/
在

喜
/
氣
懽
/
喜
酒
」
、
無
辺
方
形
陰
刻

「
聖
/
氣
」
朱
印
影
を
存

す
。

〈
台
北
市

・
国
家
図
書
館
 
三
〇
九

・
〇
七
九
四
〇
V 

 
 
 
 
二
五
冊

 
 

 
巻
十
八
配
同
刊
本

黄
檗
染
蓮
華
唐
草
文
空
押
艶
出
表
紙

(三
四

-
一
×
二

↓

・
四
糎
)
左

肩

打
付

に

「韻
府
羣
玉
幾
」
と
、
右
肩
よ
り
韻

目
、
右
下
方

綫
外

「共
廿
五
」

と
書
す
。

紙
背

「大

學
諺
解

(謝
)
」
漢
字
諺

文
交
り

、

一
〇
行

一
九

字

白

口
双
花

口
魚
尾

(触
)
問
題
並
張
数

の
朝
鮮
版
。
同
版
本
附
巻
と

思
し

き

「讀

中
庸
法
」
「
讀
大
學
法
」
を
も
認
む
。
第

一
・
二
、
四

・
五
、
六

・

七
、
八

-
九
、
十

・
十

一
、
十
四

・
五
、
十

六

・
七
、
二
十

一

・
二
、
二

十
三

・
四
、

二
十
七

・
八
、
三
十

二
二
十

一
、
三
十

二

・
三
、
三
十

四

・

五
巻
を
各

一
冊
に
収
め
る
他
は
毎

冊

一
巻
。

毎
張
版
心
上
朱
韻
目
標
注
、
本
文
朱
標
点
批
点
批
圏
、
傍
線
、
校
注
書
入
、

間

々
欄
上
朱
墨
字
目
標
注
鈔
補
、
別
手

に
て
第
二
冊
前
後

見
返
し
、
本

文

欄
上
朱
墨
補
注
書
入
。
毎
冊
首
及
び
第
二
、
十
二
冊
尾
に
単
辺
方
形

陽
刻

「
聽
興
李
/
觀
晶
國
/
士
甫
印
」
朱
印
影
を
存
す
。
配
本
次
掲
。

〈
台
北
市

・
国
家
図
書
館
 
三
〇
九

-
〇
七
九
四
〇
V

 

 
 
巻
 
-

十
七
、
十
九
-

三
十

八
配
同
刊
本
 
朝
鮮
洪
象

漢
旧
蔵
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第
十
八
巻
を
存
す

(
二
五
冊

の
う
ち

一
冊

)
。
丁
子
染
雷

文
繋

蓮
華
唐
草

文
空
押
艶
出
表

紙

(三
四

・
○

×
…
一
目
・
四
糎
)
左
肩
打
付

に

「増
續
韻

府
羣
玉
十
三
」

と
、
右
肩
よ
り
声
韻
目
、
右

下
方
綫
外

「共

二
十
口
」
と

書
す
。
後
表
紙
背
官
印
官
文
書

、

首

に
単
辺
方
形
陽
刻

「
豐
山
洪
/
氏
象
漢
/
雲
章
印
」
朱
印
影
を
存
す

。

 
洪
象
漢
、
字
雲
章

。
曲豆
山

の
人
。
朝
鮮
粛
宗

二
十
七
年

(
一
七
〇

こ

生
、
英
祖
十

】
年

(
一
七
三
五
)
文
科

登
第

、
官
吏
曹
参

判
都
承
旨

に
至

る
。
同

四
十
五
年
卒
、
諡
靖
忠

。

 
右

の
他
、
同
印
と
思
わ
れ
る
伝
本
に
高

麗
大

学
校

中
央
図
書
館
蔵

三
冊

本

(〉
肓
＼
〉
。。∩
)
、
同

一
冊
本

(〉
富
＼
〉
。。
団
)
が
あ
る
。

 
本
属
朝
鮮
本
三
種

の
伝
存

に
つ
い
て
、
韓
国

で
の
調
査
を
尽
し
て

い
な

い
が
、
そ
の
限
り
海
外

へ
の
伝
存
は
稀

で
、
米
国

・
台
湾
所
在

の
戊

申
字

本
も
近
代
の
流
出
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
以
前
と

い
う

こ
と

に
な
る
と
、

わ
が
国
に
伝
来

し
た
建
仁
寺
両
足
院
蔵
乙
亥
字
再
刊

の

一
本
を
見
る

の
み

で
あ
る
が
、
し
か
し

こ
の
江
戸
初

に
於
け
る
本
属
伝
来

の
僅
か
な
証
跡
は
、

次

に
解
説
す
る
日
本

の
翻
印
本
及
び
そ

の
覆
刻
本
を
見

る
時
、
本
文

の
連

属
を
示
す
傍
証
と
し
て
、
両
朝
を
結

ぶ
枢
要

の
位
置
を
占
め

て
い
る

こ
と

が
知
ら
れ
る
。

同

日
本
寛
永
二
年

(
一
六
二
五
)
刊

(古
活
字

翻
朝
鮮
乙
亥
字
再
刊
本

京

・
田
中
長
左
衛
門
)

 
朝
鮮
朝

の
戊
申
字

に
よ
る
翻
印
に
先
立
ち
、
日
本

で
も
乙
亥
字
再
刊
本

の
翻
印
が
行
わ
れ
た
。
款
式
は
ほ
ぼ
完
全

に
底
本

の
ま
ま
で
あ
る
が
、
首

題
下

の
声
目
牌
記
を
上
下
平
声
及
び
上
声

に
欠
き
、
巻
首
第

ニ
ー
四
行

の

署
名

が
下
辺

に
接
す

る
等

の
小
異
が
あ
る

(
図
版

九
)
。
ま
た
第

二
十

二

巻
を

五
十
八
張
、
第

二
十
八
巻
を
四
十
七
張
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
底
本

に
対

し
て

一
張
を
減
じ

て
い
る
が
、

こ
れ
は
両
者
と
も
、
底
本

で
は
尾
題
を
別

張
と

し
て
い
た
の
を
、
該
本

で
は
本
文
末
行
下

に
追

い
込
ん
だ
結
果

で
あ

る
。

こ
の
た
め
に
後
者

の
第
二
十

八
巻
尾

に
於

い
て
は
題
目
が
節

略
さ
れ
、

底
本

別
張

に
存

し
た
欄

上

「砦
」
字
標
注
が
失
わ
れ
た
。
微
細

な
事
柄

で

は
あ

る
が
、
刊
行
主
体
が
移

っ
た
こ
と

に
よ
る
変
化

と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

題
簽

、
双
辺

「
増
續
韻
府

く
声
目
/
幾

V

(毎
冊
同
版

、
双
行
部
分

の
み

活
字
に
て
組

み
換
え
)」
。

四
周
双
辺

(二
二

-
○

×

一
六

二
二
糎

)
有
界

、
中

縫
部
中
黒

口

(臟
内
)

双
花

口
魚
尾

(鰯
)
。
第

二
十

二
巻

第
三
十
五
張

の
張
数
を

「
卅

二
」

と

誤
り
、
鈔
補
し

て

「
卅
五
」

と
改
む
。
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巻

尾
題

「
増
續
會
通
韻
府
群
王
巻
之
幾
終

(大
尾

)」
。

大

尾
題
後
隔

一
行
低

-
格
半

に
て

「寛
永

二
年

く
乙
/
丑

V
初
春
吉
日
/

(格

)
洛
陽
玉
屋
町
田
中
長
左
衛
門
開
刋
」
記
あ
り
。

 

該
本

の
字
様

に

つ
い
て
、
底
本

の
乙
亥
字

に
比

べ
る
と
些
か
和
様
を
帯

び
柔
弱

の
印
象
を
与
え
る
も

の
の
、
基
本
的
に
は
底
本
を
模
し

て
い
る
こ

と

が
窺
わ
れ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
田
中
長
左
衛
門
は
本
書

の
翻
印
を
契

機
と
し

て
木
活
字
を
製
作

し
た
可
能
性
が
あ
る
。
尚
、
該
本
は
柱
題
の
植

字

の
傾
き

に
よ
り
四
台

の
匡
版
と
認
め
ら
れ
る
。

 

第

一
、
三
十
八
巻

の
尾
題
に

つ
い
て
、
伝

本
に
よ

っ
て
微

細

の
変

異
が

認
め
ら
れ
る
。
即
ち
第

一
巻

尾
題
末

に

「終
」
字

を
植
え

る
も
の
と
欠
く

も

の
が
あ
り
、
第

二
十
八
巻

尾
題
後

「大
尾
」

二
字

を
下
辺
よ
り

.
格
擡

す
る
も

の
と
ド
辺
ま

で
低
す

る
も

の
が
あ

っ
て
、
両
件

の
組
合

せ
四
通
り

の
全
て
に
実

例
が
あ

る
。
例

の
数
も

調
査

の
伝
本
を
見

る
限
り

で
は
偏
差

が
な
く
、
強

い
て
挙
げ
れ
ば

「終
」
有

っ
て

「大
尾
」
を
擡
す

る
伝
本
が

比

較
的
多

い
。
し
か
し
印
出
綴
合

の
手
順

に
よ

っ
て
ど

の
組
合
せ
も
可
能

と

な
る
か
ら
、
こ
れ
に
よ

っ
て
先
後
関
係
を
定
め

る
こ
と
は

で
き
な

い
0

こ
の
点

は
、
各
伝
本

の
項

に
尾
題
有

(無
)

「終
」
擡

(低
)

「大
尾
」
等

と
略
記

し
て
参
考
す

る
に
止
め
た

い
。

 

田
中
長
左
衛
門
は
、
寛
永
か
ら
延
宝

の
間

に
出
版

の
事
跡
が
認
め
ら
れ

る
京
都

の
書
肆

で
、
寛
永

元
年

(
一
六

.
一
四
)
刊

『祥
刑
要
覧

』
、
同
六

年
刊

『本
朝
文
粋
』
、
同
八
年
刊

『新
刊
多
識
編
』
、
寛
文
八
年

(
.
六
六

八
)
刊

『
儒
仏
合
編
』
、
延
宝
三
年

(
一
六
七
五
)
刊

『
周
張

二
子
書
』
、

刊
年
不
明

『
国
語
』

の
刊
記
に
そ

の
名
が
見
え
る
。
後
掲

の
伝
本
中
、
刊

記
後

に

「正
/
重
」
印
記
を
鈴
す
る
も
の
が
あ
り
、

こ
れ
は

『本
朝
文
粋
』

の
伝

本
に
も

同
種

の
印
影

が
認
め
ら
れ
る
か
ら
、
名

を
正
重

と
称

し
た
と

思
わ
れ
る
。
ま
た
上
記
の
諸

本
も

、
寛
永

八
年
と
寛

文
八
年

の
間
に
三
十

七
年

の
隔
た
り
が
あ

る
か
ら
、
前
後

同

一
人
で
な

い
可
能
性

が
あ

る
。
こ

の
う

ち

『
祥
刑
要
覧
』

『
本
朝
文
粋
』

の
み
が
古
活
字
本

で
、

こ
れ

ら
は

本
書
と
同
種

の
活
字

に
よ

っ
て
印
出

さ
れ

て

い
る
。
前
者

は
本
書

の
刊
行

に
先
立

つ
も

の
の
、
乙
亥
字
と

の
関
係
は
知

ら
れ
な

い
し
、
刊
行

の
規
模

か

ら
言

っ
て
、

や
は
り
字
種

の
多
様

な
本
書

乙
亥
字
本
を
基

に
活
字
を
作

り
、
両
書
印
出

の
作
業
は
並
行
し

て
為
さ
れ

、
本
書

は
遅

れ
て
完
成

さ
れ

た

の
で
は
な
か

ろ
う
か
。
と
も
か
く
も
本
書

の
翻
印

に
よ

っ
て
木
活
字
印

刷

の
準
備

が
整

い
、

『本
朝
文

粋
』

の
刊
行

に
繋
が

っ
た
。

し
か
し

こ
の

頃
か
ら
冂
本

の
営
利
出
版
は
整
版
を
主
体
と
す
る
方
向

に
傾
く

こ
と
と
な

り
、

こ
の
活
字
が
さ
ら

に
印
本
を
生
む
こ
と
は
な
か

っ
た
。
た
だ
本
書
と

『
祥
刑
要
覧
』
『
本
朝
文
粋
』

の
い
ず
れ
も
整
版
附
訓

の
覆
刻
本
を
生
じ

て

い
る

こ
と
は
、
占

活
字
本
刊
行

の
意
義
を
よ
く
体
現
し

て
い
る
。
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改

の
多

い
第

」

 
 

(張

・
行
)

 
 

10
後

10
右

 
 

19
前

3
左

 
 

29
後

8
左

 
 

36
前

4
左

こ
の
う

ち
第

一

名

で
あ

っ
て

 
該
本

の
本
文

に

つ
い
て
、
次

の
よ
う
な
点

に
注
意

を
要
す

る
。
該
本
と

乙
亥
字

再
刊
本

の
本
文
を
審
さ

に
比
較
し
た
場
合

、
基

本
的

に
は

一
致

し

つ
つ
、
特
徴
的

な
異

同
を
も
存
す
る
こ
と
に
気
付

か
さ
れ
る
。
そ
れ
は
乙

亥
字
本

中
、
元
の
料
紙
を
切
り
抜
き
紙
背
か
ら
同
種
活
字

に
て
印

せ
る
紙

片
を
貼
付

し
た
箇
所

、

つ
ま
り

一
度
印
出
し
た
後

に
校
改

し
た
箇
所

に
於

い
て
、
古
活
字
本

に
は
必
ず
異
文
を
存

す
る
、
と

い
う
も

の
で
あ
る
。
こ

の
異

同
は
、
古
活
字
本

が
校
改
前

の
本
文
に
拠

っ
て

い
る
こ
と
を
容
易

に

想
像

さ
せ
る
が
、
乙
亥
字
再
刊
本

の
現
存
本

に
未
校
改

の
も

の
が
発

見
さ

れ
な

い
た
め
に
、
こ
れ
を
例
証
す
る
こ
と
が
で
き

な

い
。
た
だ
本
文

の
総

体

に
於

い
て
は
排
字

の
合
致
し
な

い
乙
亥
字
初
刊
本

の
該
当
箇
所
を

見
る

と
、

ほ
と
ん
ど

の
場
合
、
古
活
字
本
と
同
文

に
な

っ
て

い
る
。
以
下
、
校

 
 
 
 
 

 
巻
中

の
数
例
を
挙
げ
る

([

]
貼
紙
校
改
部

)。

(
乙
亥
字
初
刊
本
)

孔
子
病
商
瞿
卜
期

日
中

八
十

}
御
妾

]
宮

豈
遇

I
i
ー
邪

後
世
無
叛
由
i
i

(同
再

刊
本
)

[商
]
瞿

御

[妻
]

[打
頭
風
]
邪

由

[杜

公
]

の
例
は

『論
衡
』
別
通
篇
の
字
句

で
あ

り
、

「商
」
が
正
文
で
あ
る
。
第

二
の
例
は

『周
礼
』 (古

活

字
本
)

商

瞿

御

妾
ー
-
i
填

由

i
1

商

瞿
は
人

の

 

天
官

冢
宰

「九
嬪
」
鄭

玄
注

「
昏
義
日
、
古
者
天
子
后
立

六
宮
、

三
夫

人
、
九
嬪

、

二
十
七
世
婦
、
八
十

一
御
妻
」
を
節
略

し
た
先
行
類
書

の
記
事
を
引
く

も

の
で

「妻
」
が
正
文
で
あ
る
。
前

二
例

は
原
拠

に
照

ら
し
て
乙
亥
字

再
刊

本
が
正
文
と
認
め
ら
れ
、
古
活
字
本
と
乙
亥
字
初
刊
本
は
校
改
前

の
文

字

を
残
し

て
い
る
と
見
ら
れ
る
。
ま
た
後

二
例
は
代
号
符

の
使
用

に
関

す
る

異
同
と
見

ら
れ
る
が
、
第
三

の
例
は
標
字

「
怕
打
頭
風
」
、
第

四

の
例

は

「人
稱
羊
公

」
に

て
、
乙
亥
字
初
刊
本

及
び
古

活
字
本

の
形
で
は
本
文

が

正
し
く
復
原
さ
れ
な

い
た
め
、
乙
亥
字
再
刊
本

の
方
が
整

っ
た
形
と
考

え

ら
れ
る
。
古
活
字
本
と
乙
亥
字
初
刊
本
は
必
ず

し
も
同

一
と

い
う
わ

け

で

は
な

い
の
で
、
そ
の
例
も
挙
げ

て
お
く
。

 
 

(張

・
行
) 

(乙
亥
字
初
刊
本

) 

(同
再
刊
本
) 

(古
活
字
本

)

 
 

41
後
10
左

 
此

!
但
是
樊
龍

 

 
但
ー

[ー
1
] 

但
ー
樊
龍

 
 

52
前
5
左

 
食
采

ー
川
因
氏
 

 
[通
]
川
 

 

 
氏
川

前
例

の
標
字

は

「官
是
樊
龍
」
、
後
例
は

「
通

(姓
氏
)
」

で
あ
り
、
前

例

で
は
、
標
出

の
四
字
を
代
号
す

る
方
向

で
考
え

れ
ば
乙
亥
字
初
刊
本

、
古

活
字
本
、
乙
亥
字
再
刊
本

の
順

に
整
え
ら
れ
た
と
見
ら
れ
、
後
例

で
は
、

初
刊
本

の
形
は
必
ず

し
も
間
違

っ
て
お
ら
ず
、
古
活
字
本

の
形
を
前
提

と

し
て
再
刊
本
の
校
改

が
為
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ

る
。

こ
の
よ
う
な
例

を
見

る
と
、
乙
亥
字
本

の
再

刊
時

に
は
印
出
前
と
印
出
後

の
一
}段
階

の
校

正
が
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加
わ

っ
て
お
り
、
古
活
字
本
は
そ

の
第

一
段
校
正
後
、
即
ち
初
印
時

の
本

文
を
反
映
し
て

い
る
と

い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
を
要
す
る
に
、
日
本

の
古
活
字
本

は
、
朝
鮮

乙
亥
字

再
刊
初
印
未
校
改

本
を

翻
印
し
た
も
の
と

い
う

こ
と

に
な

る
。
乙
亥
字
再
刊
本
と
古
活
字
本
と

は
ほ
ぼ
同

一
の
本
文

を
有
す

る
と
は
言
え
、
厳
密

に
は
少
し
く
異
な

る
位
相
を
今

日
に
伝
え

て

い
る
の
で
あ
る
。
な
お
例
証
は
省
す
る
が
、
前
出

の
戊
申
字
刊
本
は
乙
亥

字
再
刊
校
改
後

の
本
文
を
反
映
す

る
。

〈
陽
明
文
庫
 

一
六
三

・
一
V 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

三
八
冊

丹
表

紙

(三
〇

・
九

×
二

一

・
七
糎
)
左

肩
打
付

に

「
増
續
韻
府
巻

之
幾

く声

目
V」
と

、
右

肩
よ
り
韻
目
を
書

す
。
押

し
八
双
。
毎

冊

{
巻

。
第
十

八
巻
第

四
十

二

-
四
十

一
張
錯
綴

。
尾
題
有

「終
」
擡

「大

尾
」
。

極
稀

に
朱
筆
を
以

て
竪
句
点
を
加
え

て
あ

る
。

 
該
本

の
料
紙
は
楮
打
紙

に
て
、

そ
の
意
味

で
は
以

下
の
伝
本
と
変
わ
り

な

い
が
、

こ
の
本

の
み
は
特

に
精
白

で
平
滑
化
も
徹
底
さ
れ

て
い
る
。
ま

た
明
ら
か

に
原
装
な
が
ら
表
紙

に
文
様

の
空
押
し
な
く
、
打
付
書

の
題
目

等
は
他
に
例
を
見
な

い
。
蓋
し
献
上
本

の
類

で
あ
ろ
う
。

〈
神
宮
文

庫
 
三

二

一
二
四
四
〉

三
七
冊

 

 
 
欠
巻

五
 
新
宮

城
主
水

野
忠
央

旧
蔵

丹
雷
文
繋
菊
花
文
空
押
艶
出
表
紙

(
二
九

・
○

×
二
〇

・
六
糎
)
左
肩
題

簽
を
貼
布
し

「増
續
韻
府
」
と
書
す

。
改
糸
。
毎

冊

】
巻
。
尾
題
無

「
終
」

擡

「大

尾
」
。
刊
記
次
行

下

に
無
辺
方
牌
中

円
形

陽
刻

「正
/
重
」

墨
印

影
を
存
す
。

朱
竪
点
、
朱
墨
校
注
書
入
、
欄
上
墨
字
目
標
注
鈔

補
。
縹
色
等

不
審
紙
。

毎

冊
首

に
単
辺
方
形
陽
刻

「
新
宮
城

書
藏

(楷書
)」

朱
印
影

(水
野
忠
央

所
用
)
、
双
辺
方

形
陽
刻

「林
崎
文
庫

(舘
)」
朱
印
影

を
存
す

。

〈京
都
大
学
附
属

図
書
館
谷
村
文
庫
 

四

.
八
七

・
イ

二
二
V 
 
三
〇
冊

後
補
淡
茶
色
雷
文
繋
雨
龍
文
空
押
艶
出
表
紙

(二
九

・
六

×
二
〇

・
九
糎
)

右
肩

に
小
簽
を
貼
布
し
声
韻
目
巻
序
数
を
書
す
。
押
し
八
双
。
改
糸
。
虫

損
修
補
。
第
七

.
八
、
九

・
十
、
十

五

・
六
、

二
十
四

-
五
、
二
十
七

・

八
、
三
十

一
・
二
、
三
十
四

.
五
巻
を
各

↓
冊
と
す
る
他
は
毎
冊

[
巻

0

第
六
巻
第
五
十
五
張
欠
、
鈔
補
。
第
三
十
六
巻
第

六
十
六
張
天
地
錯
綴
。

尾
題
有

「終
」

低

「
大
尾
」
。
第

一
・
二
巻
尾

に
双

辺
鼎
形
陽
刻

「
田
仲

/
長
左

/
衛

門
」

墨
印
影

あ
り
、
大

尾
、
前

本
に
同
じ
き

「
正
/
重
」
墨

印
影

あ
り

。

朱
合
竪
句
批
点
批
圏

、
欠
字
鈔
補

、
稀

に
墨
校
注

、
別
朱
欄
上
字
目
標
注
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書
入
。
淡
茶
、
代
赭
色
不
審
紙
。
首
、
第
十
九
巻
尾
、

に
無

辺
方
形
陰
刻

「全
/
派
」
朱
印
影
を
存
す
。

第
二
十

巻
首

、
尾

〈
国
立
国
会
図
書
館
 

W
A
七

・
八
二
〉
 

 
 

 

 
 

 
 

 

三
八
冊

濃
縹
色
雷
文
繋
雨
龍
文
空
押
艶
出
表
紙

(
二
九

二

「
×
二
〇

ニ

ハ
糎

)
左

肩
摺
り
題
簽
貼
附
。
改
糸
。
虫
損
修
補
。
見
返

し
間

々
新
補
。
毎
冊

一
巻
。

尾
題
無

「終
」
低

「
大
尾
」
。
第

】
巻
尾

に
同
前

「
田
仲
/
長
左

/
衛
門
」

墨
印
影
を
存
す
。

毎

冊
首
に
単
辺
方
形

陽
刻

「
明
治
九
年
文
部
省
交

付
」
、
双
辺

円
形

陽
刻

「
-『
O
丕
O

=
oσ
刀
〉
カ
く
/
東
京
書
籍
館

(下
略
)
」
朱

印
影
を
存

す
。

〈
盛
岡
市
立
中
央
公
民
館
郷
土
資
料
室
 
和
四
三
八
九
V 
 

 

三
八
冊

 
 

 
盛
岡
藩
主
南
部
家
旧
蔵

丹
雷
文
繋
蓮
華
文
空
押
艶
出
表
紙

(
二
八

・
八

×
二
〇

・
九
糎

)
左

肩
摺

り

題
簽
貼

附
、
右
肩

よ
り
打
付

に
韻
目
を
書

す
。
毎

冊

一
巻

。
尾

題
無

「
終
」
低

「大
尾
」
。
第

一
巻
尾

「
田
仲
/
長
左
/
衛
門
」
墨
印
影
を
存
す
。

第
十

三
巻
首
朱
句
点
書
入
。
尾

に

「
右
群
玉
韻
府
全
部
三
十

八
巻
志

春
軒

之
流
求
之
岩
享
保
十
三

〈
申
〉
初
冬
吉
旦
」
墨
識
。
毎

冊
首

に
雷
文

辺
欄

方
形

陽
刻

「奥
御
/
藏
書
」
朱
印
影

(南
部
家
所
用
)
を
存

す
。

〈
京
都
府

立
総
合
資

料
館

 
特
〇

五
〇

二
二
一
V
 

 

 
 

 

 

三
八
冊

丹
雷
文
繋
雨
龍
文
空
押
艶
出
表

紙

(
二
八

・
七

×
二

二
-
三
糎
)
左
肩
摺

り
題
簽

貼
布

、
題
目
下
方

に
韻

目
墨
書
。
中
央

に
小
簽
を
貼
布
し

「
雲
」

と
書
す
。
毎

冊

一
巻

。
尾
題
有

「終
」
低

「大
尾
」
。

稀
に
欄

下
墨
校

注
、
極

稀
に
朱
批
点
書
入
。
第

三
巻
第

二
十
八

・
九
張
間

に
表
紙
別
筆

に
て

「
雲
之
箱
 

/
の
第
卅
三
号
」
墨
書
剪
紙
、
第
六
巻
第

二
十

・
二
十

一
張
間
に
双
辺
陰

刻

「後
漢
書
」
題
簽
を
差
挟
む
。
毎
冊
首

に
双
辺
円
形
有

界
陽
刻
大

「江

/
南
」
朱
印
影
を
存
す
。

〈
陽
明
文
庫

 

ソ

一
六
V 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 

三
八
冊

渋
引
表
紙

(二
八

-
八
×
二

一
・
一
糎
)
左
肩
摺
り
題
簽
貼
附
。
右
肩

よ

り
打
付

に
近
衛

尚
嗣

の
筆

に
て
韻
目
を
列
す
。
押
し
八
双
。
毎
冊

一
巻
。

尾
題
有

「終
」

擡

「大

尾
」
。

僅
か
に
細
簽
を
貼
附

し
書
入
を
施

し
た
箇
所
が
見
出
さ
れ
る
。
首

に
単
辺

方
形
陽
刻

「
近
衛
藏
」
朱
印
影
を
存
す
。

〈
龍
門
文
庫

 
七
-

七

.
八

.
五
〇

八
V

 
 

 
今
出

川
家
旧
蔵

渋
引
表

紙

(二
八

・
九
×
冖
二

.
二
糎

)

三
八
冊

左
肩
摺
り
題
簽
貼
附
0
押

し
八
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双
。
毎
冊
前
見

返
し

に
韻
目
張

数
を
書
す

(間

々
欠

く
)
。
毎
冊

一
巻

。

第

三
十
巻
第

五
十

三
張
欠

。
尾
題
無

「
終
」
低

「
大
尾
」
。

縹
色
不
審
紙
。
毎

冊
首

に
単
辺
方

形
陽
刻

「今
出

/
河

/
藏
書
」
朱
印
影

を
存
す
。

〈
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
 
別

二
八

二

.V 
 

 

 
 

 

 

三
八
冊

 

 
 
美
濃
立
政
寺
旧
蔵

後
補
淡
茶
色
表
紙

(
二
九

-
二
×
二
〇

・
六
糎
)
左
肩
打
付

に

「
増
續
韻

府
 
幾
」
と
書
す
。
縹
色
包
角
。
虫
損
修
補
。
毎
冊

一
巻
。
第
六
巻
第
五

十
五
張
欠
、
鈔
補

。
尾
題
有

「終
」
擡

「
大
尾
」
。

毎

冊
首
に
無

辺
方

形
陰
刻
不
明
墨
印
影
に
重
鈴
し

て
単
辺
方
形
陽
刻

「
亀

甲
山
/
立

政
寺
」

墨
印
影

、
無
辺
方
形
陰
刻
不
明
朱
印
影

に
重
鈴
し
て
単

辺
小
判
形
陽
刻

「立

政
寺
常

住
」

朱
印
影

を
存
す

。

〈早
稲

田
大
学
図
書
館

 
ィ

一
七

・
五

主
二
〉 

 

 
 

 
 

 

三
八
冊

渋
引
表
紙

(
二
八

・
六

×
二
〇

・
九
糎

)
左
肩
摺
り
題
簽
貼
附
。
右
肩

よ

り
打
付

に
声
韻
目
を
書
す
。
押

し
八
双
0
毎

冊

一
巻
0
尾
題
有

「終
」
擡

「
大
尾
」
。

欄
上
墨
字

目
標
注

鈔
補
、
縹
色

不
審
紙

(共

に
上
声
以
下
欠

)
。
夾

紙
墨

補
注
書

入
。

〈
北
京
大
学

図
書
館

(
マ
イ
ク

ロ
フ
ィ
ル
ム
)
二
八
六
六
〉
 
 
 
三
八
冊

表
紙
無
文

、
左
肩
摺
り
題
簽
貼

附
。
毎

冊

一
巻
。
尾
題
有

「
終
」
低

「大

尾
」
。

欄
上
墨
字
目
標
注
鈔
補
。
前
見
返

し
中
央

に
単
辺
方
形
陽
刻
不
明
印
影

に

重
鈴
し

て
単
辺
方
形
陽
刻
有
界

「
(料
囎
徳
)
子
孫
永
保

/

(卜
)
共

[一一一十

八
]
/

雲
煙
家
/
藏
書

記

/

(輔
)

(
[ 
]
内
手
鈔
)
」
印
影

(安

西
雲
煙

所
用
)
を
存
す
。

〈
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館

 
八
一
三

・
イ
五
五
〉 

 

 
 

冖
=

冊

〈
家
蔵

〉 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

.
一冊

 
 

 
欠
巻

目.一、
⊥ハ
、
十

二
、
十
九

、
二
十

二
、
二
十

四
、
二
十

八
、

 
 

 
三
十

、
三
十

三
I

三
十

八
 
大
通
宗
密
旧
蔵

縹
色
雷
文
繋
蓮
華
唐
草
文
空
押
艶
出
表
紙

(
二
八

-
五
×
一
元○

.
四
糎
)

左
肩
摺
り
題
簽
貼
附
。
右
肩
打
付

に
韻
目
を
書
す
。
押
し
八
双
。
前
後
副

葉
。
第
十
五

・
六
巻
を

一
冊
と
す

る
他
は
毎
冊

一
巻
。
尾
題
有

「
終
」
。

極
稀

に
江
戸
初
朱
竪
句
点
、
同
墨
欄
上
補
注
、
欄
上
後
墨
補
注

(広
韻
、

朱
子
語
類
、
通
鑑
注
、
字
典
、
明
史
、
明
紀
事
本
末
、
香
祖
筆
記
、
唐
詩

288上



鼓
吹

、
清
異
録
等
引
証
)
、
下
小

口
貼
紙
補
注

(解
題
及
び
参
同
契
引
証
)

書
入
。
毎

冊
首
尾

に
短
編
円

形
陽
刻

「大
/
通
」
、
毎

冊
首

に
無
辺
座
布

団
形
陽
刻

「
宗
/
密
」
朱
印
影
、
第

二
、
三
十

一
二

一巻
首

に
無
辺
方
形

陰
刻

「
白
雲
堂
/
圖
書
記
」
、
単
辺
方
形
陽
刻

「
古
家
實

三
/
愛
藏
之
書
」

朱
印
影
、

天
理
分

の
第

冖
.十

三
巻
首

に
無

辺
方
形
陰
刻

「賓

/
南
」
、
単

辺
楕
円
形
陽
刻

「殘
花

書
屋

(旧
)
」
、

同

コ
戸
川
氏
/
藏
書
記
」
朱
印
影

(戸
川
浜
男
所
用
)
、
家
蔵
分

の
第

一
二
二
十

二
巻
前
見
返
し
に
単

辺
方
形

陽
刻

「
鯨
舎
/
臧
記
」
朱
印
影
を
存
す
。

〈
鶴
岡
市
立
図
書
館
 
字
書
之
部
第
五
函

V 
 

 

 
 

 

 
 

三
七
冊

 

 
 
荘
内
藩
校
致
道
館
旧
蔵

栗
皮
表
紙

(
三
〇

・
四
×
二

一
・
七
糎
)
左
肩
摺
り
題
簽
貼

附
。
右

肩
よ

り
打
付

に
声
韻
目
を
書
す
。
押

し
八
双
。
改
糸
、

一
部
虫
損
修

補
。
第
十

五

.
六
巻
を

-
冊
と
す

る
他

は
毎

冊

一
巻
。
尾
題
有

「
終
」
擡

「
大
尾
」
。

朱
筆

に
て
毎
韻
首
張
版
心

上
標
柱

(
上
声
紫
色
)
並

に
韻
目
標
注
、
本
文

稀

に
竪
句
点

、
句
圏

、
返

り
点
、
送
り
仮
名

(上
声
以
下
欠
)
書
入
。
欄

上
墨
字

目
標
注
鈔
補

。
極

稀

に
淡
茶

色
不
審
紙

。
首

に
単

辺
方
形

陽
刻

「芥

/
舟

」
朱
印
影

、
毎

冊
首
に

「致

道
館
/
藏
書
印
」
朱
印
影
を
存
す
。

〈県
立
長
野

図
書
館

 
八
二

二

二

=

〉 

 
 
 

 
 

 
 
 

一
六
冊

後
補
淡
茶
色

卍
繋
蓮
華

唐
草
文

空
押
艶
出
表
紙

(
二
八

・
冖
.
×

一
九

-
四

糎

〉
。
改
糸
、
虫

損
修
補
。
見
返

し
新

補
。
前
副
葉
。
第
七
ー

九
、

十
-

十

二
、
十

五
-

七
、
一
一十
六
-

八
、
三
十

一
-

三
、
三
十
四
-

六
を
各

一

冊
に
収

め
る
他
は
毎

冊
一
.巻

。
第
三
巻
第
五
十

二
、
五
十
八
張
鈔
補
。
尾

題
無

「終
」
擡

「大

尾
」
。

毎

韻
首
張
版
心
上

朱
標
柱

(
不
全

)
、
欄
上
朱
墨
字
目
標
注
鈔
補
校

改
、

極
稀

に
墨
校

注
補
注
書
入
。
縹
色
不
審
紙
。
毎

冊
前
副
葉
及
び
冊
首

に
双

辺
方

形
陽
刻

「
岩
下
/
家
印
」
朱
印
影
を
存
す

。

〈
東
北
大

学
附
属
図
書
館
狩
野
文
庫

阿

一
〇
⊥

一

.
一
四
五
V

三

八
冊

 
 
 
武
蔵
瑞
聖
寺
旧
蔵
、
鉄
牛
道
機
手
沢

後
補
渋
引
漉
目
表
紙

(
二
八

・
七

×
二
〇

・
○
糎
)
左
肩
打
付

に

「韻
府

群
玉
 
 
巻
之
幾
」
と
書
す
0
前
副
葉
。
毎

冊

一
巻

。
第
レ
九
巻
第

、
張

欠
。
尾
題
無

「
終
」
低

「大
尾
」
。

首

の
み
欄
上
墨
字
目
標
注
鈔
補
。
稀

に
江
戸
初
朱
筆

に
て
批
圏

竪
句

点
、

返
り
点
、

連
合
符
、

送
り
仮
名

(上
声
以

下
欠

)
、
毎

韻
首
張
版
心

と
朱

標
柱
書
入
。
香
色
不
審
紙
。
毎
冊
前
副
葉

に
単
辺
方

形
陽
刻

「
了
翁
上
座

請
大
蔵
及
百
家
/
書
置
之
武
州
紫
雲
山
/
我
微
笑
塔
院
廬
府

中
永
/
為
學

上289一



者

不
敢
許
出
院
内
/
當
山

一
.世
鐵
牛

機
謹
誌

(書
)
」

(紫
雲
山
瑞

聖
寺

鉄

牛
道
機

所
用
)
、
毎

冊
首
に
無

辺
方

形
陰
刻

「
臨
濟

/
三
十
六
世
」

(同
)
、

単

辺
方

形
陽
刻

「
鐵
牛
/
機
印
」

朱
印

影
を
存

す
。
第

二
十
巻

第
十
二
、

三
張
間

に
末
尾

題

「
口
大
史
編
輯
國
朝

獻
朝
録
卷
之
十

八

〈
終
〉
」

明
末

刊
本
残
葉
を
差
挟

む
。

〈東

北
大
学
附

属
図
書
館

八

二

.
・
五
八

八
二

一
.
一
一
八
〉
 

一
六
冊

 
 

 
存
巻

一
-

五
、
七
ー
十

一
、
二
十

三
-

二
十

八

後
補
香
色
雷
文
繋
蓮
華
唐
草
文
空
押
艶
出
表
紙

(
二
八

・
七

×
、
=

二

糎

)。
改
糸
。
毎

冊

一
巻
。
尾

題
有

「終
」
。

間

々
欄
上
墨
字

目
標
注
鈔
補
。
第

一
巻
尾

に
寛
永

二
年

田
中
長
左
衛

門
開

刊
記
を
鈔
補
、
直

下
に
双

辺
方
形

陽
刻

不
明
小
朱
印
影

、
毎

冊
首

に
単

辺

方
形
陽
刻

「宮
城

中
/
學
校
圖
/
書
之
印
」
朱
印
影
を
存
す
。

〈
亀
岡
市
文
化
資
料
館
 
第

二
十

一
箱

〉 
 
 

 
 

 
 
 

 

三
八
冊

 
 

 
亀
山
藩
…校
邁
訓
堂
旧
蔵

丹
雷
文
繋
雨
龍
文
空
押
艶
出
表
紙

(
二
九

.
○

×
目
=

・
三
糎

)
左
肩
摺

り
題
簽
貼
附
、
右
肩
よ
り
打
付

に
韻
目
を
書
す
。
毎
冊

一
巻
。
第

六
巻
第

六
十
五
張
欠
、
延
宝
三
年
刊
本
補
配
。
尾
題
無

「
終
」
擡

「大
尾
」
。

欄
上
朱

墨
字
目
標

注
鈔
補

、
毎
韻
首
張
版
心
上
朱
標
柱
、
朱
校
注
書
入
。

黄
檗
染

附
箋

。
毎

冊
首

に
単

辺
方
形

陽
刻

「
尊
陽

求
本
」
朱

印
影
、

同

「龜

山
/
學
校

/
之
記
」
朱
印
影
を
存
す
。

〈刈
谷
市
中
央

図
書
館
村
上
文
庫
 

二
二
一二
五
〉
 
 

 

 
 

合

リ
六
冊

 

 
 
元
治
元
年

(
一
八
六
四
)
村
上
蓬
廬
修
理
識
語
並

に
外

題

後
補
濃
縹
色
菱
花
繋
文
空
押
表
紙

(
二
八

・
○

×

一
九

ニ
ハ
糎
)
左
肩
単

辺
摺
り
枠
題

簽
を
貼

布
し
村
上
蓬

廬

の
筆

に

て

「
増
續
會

通
韻
府
群

玉

(隔
.二一

各

)
韻

目
」
と
書
す
。

五
針
眼
、
改
糸
、
合
装
。
天
地
截
断

。
毎

冊

二

乃
至
三
巻
。
第

二
卜
九
巻
第

二
十
八
張
欠
、
第

二
十
七
、
六
十

八
、
二
十

九
張
と
錯
綴
。
第
六
十
八
張
は
本
来

の
位
置
に
も
重
綴
。
第
三
十
五
巻

第

十

五
張
重
綴
。
尾
題
無

「
終
」
擡

「
大
尾
」
。

江

戸
前
期

朱
墨
欄
上
補
注

(五
車
韻
瑞

に
拠

る
)
、
別
朱
竪
批
返
句
点

批

圏

、
音
訓
送
り
仮
名

(後
人
胡
粉
改
正
)
校
注
校
改
、
極

稀
に
同
朱
墨
欄

上
補
注
、
別
墨
欄
L
補
注
、
字
目
標
注
補
記
、
別
朱
墨
欄

上
補

注
、
別
朱

墨
貼
紙
補
注
書
入
。
第
十

二
巻
第

二
、
三
張
間
に

「
尾
張

恩
田
先

生
自
筆

書
入
全
部

不
殘

」
墨
書
剪
紙
を

差
挟

む
。
尾

に

「
〈
元
治

元
年
甲
子
冬
十

月
十

八
日
修
理

之
V
村

」
蓬
廬
藏
」

墨
識

。
毎
巻

首
に
無

辺
方

形
陰

刻

「源

〈
信
/
命

〉
」
、
単
辺
方

形
陽

刻

「
逸
山
/
道
高
」
朱

印
影
、
毎
冊
首

上290上



に

「大
正
記
念

/
藤
井

圖
書

(彳書
)」
朱
印
影
を
存
す
。

〈愛
知
教
育
大
学

附
属
図
書
館
 
名

八
二

一
・
四

.
W
二
〉
 
 

三
八
冊

 
 
 
名
古

屋
藩
校

明
倫
堂

旧
蔵

丹
雷
文
繋

雨
龍
文
空
押

艶
出
表
紙

(
二
九

二
二
×
二
〇

・
七
糎
)
左
肩
摺

り
題
簽

貼
附
、
右
下
方

打
付

に

「讃
」
と
書
す
。
首
冊

の
み
題
簽
右
傍
打

付

に

「
真

く
共
卅
八
V
」
と
白
書

、
第

ヱ
冊
以
下
右
肩
打
付

に

「
六
三
七

六
」
と

墨
書

。
改
糸

。
毎

冊

一
巻
。
尾

題
有

「終
し
擡

「
大
尾
」
。

間

々
欄

上
墨
字
目
標

注
鈔
補
。
極
稀

に
同
補
注
、
平
声

の
み
毎
韻
首
張
版

心
上
朱
標
柱
書
入
。
毎
巻
尾

に

「前
永
平

日
損
之
」

「閑
損
叟
」

「損

々
子
」

「楠

氏
子
閑
損

日
損

叟
」

「洞
上
末
流

日
損
叟

」
「
武
陽
産

日
損
叟
」

等
墨

識

、
識
語
中
法
諱

に
重

鈴
し

て
単
辺
方
形
陽
刻

「
日
損
」
、
単

辺
三
日
月

形

陽
刻

「
閑
/
損
」
朱

印
影
を
存
す
。

又
毎
冊
首

に
双
辺
円
形
陽
刻

「
悟

明
」
墨

印
影

、
無

辺
方
形
陰
刻

「明
倫
堂
圖
書
」
朱
印
影
を
存

す
。

〈愛
知
教
育

大
学
附
属
図
書
館
 
名

八
二

一
・
四

・
W

一
〉
 
 

三
七
冊

 
 

 
名
古

屋
藩
江
戸
屋
敷

弘
道
館
旧
蔵

縹
色
表

紙

(二
八

・
八

×
二
〇

・
四
糎
)
左
肩
題
簽
剥
落
痕
、
中
央

に
方

簽

を
貼

布
し
声
韻
目
を
書
す
。
第
七
冊
等
左
肩
打
付

に
後
筆

に
て

「
増
續

會
通
韻
府
群
玉
」
と
書
す
。
右
肩
打
付
に

「
六
三
七
八
」
朱
書
。
改
糸
。

第
十
五

.
六
巻
を

一
冊
と
す
る
他
は
毎

冊

一
巻

。
尾
題
有

「終
」
擡

「大

尾
」
。

上
平
声

四
支
五
微
韻

の
み
間

々
朱
竪
句

点
批
圏
、
欄
上
並
貼
紙
墨
校
注
書

入
。
縹
色
不
審
紙
。
毎
冊
首
に
単
辺
方
形
陽
刻

大

「弘
道
館
/
圖
書
印
」

朱
印
影
を
存
す
。

〈
台
北
市

・
国
家
図
書
館
 
三
〇
九

・
〇
七
九
三
九

〉 

 
 

 

二
五
冊

後
補
香
色
表

紙

(
二
九

・
五

×

一
九

二
二
糎
)
。
改
糸
、

虫
損

修
補
。

見

返
し
新

補
、
又
元

の
見
返
し
を
存
す
。
毎
冊

一
乃
至
二
巻
。
尾
題
有

「終
」

擡

「大
尾
」
。

僅
か

に
縹
色
紅
色
不
審
紙
を
貼
附
。
首

に
単
辺
方
形
陰
刻

「蓮
六
所
/
臧

書
印
」
朱
印
影
を
存
す
。

 
右

の
他

『
弘
文
荘
古
活

字
版

目
録
』

三
五
四

に
同
本

の
巻
首

書
影

を

見
、
大
英
図
書
館

の
書
目
に
も
同
刊
記
本

の
著
録

が
あ

る
0
ま
た
個
人
蔵

の
伝
本

に
つ
い
て
も
仄
聞
す
る
が
、

い
ず
れ
も

調
査
を
尽

し
て

い
な

い
0

 
該
本

の
伝
存

情
況
を
俯
瞰
す
る
と
、
先

ず
そ
の
伝
本

の
多
さ

に
驚

か
さ

れ

る

(著
録

二
十

一
本
)
。

こ
れ
は

『
韻
府
群
玉
』
諸
版

の
中
で
も
、

四
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稿

に
解
題
し
た
明
万
暦
十
八
年
王
元
貞
校
刊
本

『
新
増
説
文
韻
府
群
玉
』

に
次

ぎ
、
こ
ち
ら
は
活
字

本
で
あ
り

一
時
に
印
出
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と

を
勘
案
す

る
と
、
そ
の
多

さ
は
際
立

っ
て

い
る
。
こ
の
こ
と
は

『韻
府
群

玉
』
を
離

れ
、
古
活
字
本
全
般

の
中

で
考
え

て
も

同
様

で
あ
り
、
正
確
な

数
字
等
は
持
ち
合

せ
な

い
が
、
恐

ら
く
は
最
も
伝
本

の
多

い
部
類

に
含
ま

れ
る
で
あ

ろ
う
。
該
本
は
古
活
字
本
と

い

っ
て
も
坊
間

の
刊
行
に
係
る
が
、

規
模

の
大
き
さ

や
様
式

の
完
備
と

い
う
意
味

で
も
、
慶
長
以
来
成
熟
し

て

き

た
新

た
な
出

版
事
業

の
、

一
の
頂
点

を
成
す
刊

行

で
あ

っ
た
と

言
え

る
。
た
だ
そ
れ
は
、
書
肆

の
側
が
活
字
印

刷

の
技
術
を
以

て
事
業

の
拡
大

を

目
論

ん
だ
結
果
で
あ

っ
て
、
真

に
わ
が
国

の
学
問
を
潤
し
た

の
か
ど
う

か
と

い
う
点

は
、
別
に
問

わ
れ
る
べ
き
事
柄

で
あ

ろ
う

。
今

少
し
く
伝
本

を
渉
猟
し
た
限
り

に
於

い
て
、
敢
え

て
こ
の
点

に
触

れ
る
と

す
れ
ば

、
旧

蔵

や
書
入

の
情
況

が

一
の
材
料
と
な

る
。

 
南
北
朝
以
来
、
本
書

『韻
府
群
玉
』

の
主
た

る
受
容
者

で
あ

っ
た

の
は

五
山
禅
僧

で
あ

る
が
、
占
活
字
本

の
受
容
者
は
必
ず
し
も
同
じ
で
は
な

い
。

右

の
伝

本
中
に
も
禅
僧

の
受

容
例
を
見
出
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
ら
は
林
下

の
者

で
あ
り
黄
檗

の
系
統
で
あ
り
、
五
山
派

の
受
容
は
確
認
す
る
こ
と
が

で
き

な

い
。
こ
れ
は
社
会
的
勢
力
と
し
て

の
五
山
派

の
衰
退
を
背
景
に
、

五
山
禅
僧

の
学

問
傾
向

、
即
ち
禅
理

の
他
に
雅
文
を
弄
し
、
ま
た
書

記
と

し
て
の
社
会

的
機
能
を
分
担
す

る
た

め
の
修
練
が
、
既

に
第

一
義
と
は
さ

れ
な
く
な

っ
た
こ
と
を
示

し
て
い
る
。
か

つ
て
本
書
は
正

に
そ
う
し
た
修

練
と
準
備

に
於

い
て
恰
好

の
教
材
を
提
供
し
、
実
際
、
五
山
僧

の
所
持
し

た
版
本
を
見

る
と
、
集
約
的
増
補
を
加
え
る
よ
う

な
関
与

を
常
套

と
し
て

い
た
し
、
遂

に
本
書
を
本
文
と
す
る
抄
物

や
、
本
書
を
基

に
す
る
新

た
な

編
書
ま
で
も
作
り
出
し
た

の
で
あ

っ
た
が
、
占
活
字
本

の
受
容
者

に
は
、

五
山
僧
の
如

き
本
書

本
文

と

の
濃
密

な
関
わ
り
は
見
出
さ
れ
な

い
。
蔵
書

印
等

か
ら
判

明
す

る
古
活
字
本

の
受
容
者
は
、
前
代

に
比

べ
拡
散
す

る
傾

向

に
あ
り

、
公
家

や
大
名

、
延

い
て
は
藩
校

の
旧
蔵
が
目

に
着
く
。

こ
れ

ら
の
旧
蔵
者

が
伝
本
上

に
遺

し
て
い
る
痕
跡
は
比
較
的
微
弱

で
あ
り
、
韻

目
字
目

の
標
識
を
加
え
、
折

に
触
れ
繙
か
れ
た
部
分

に
朱
墨
を
指
す
か
附

箋
を
副
え
る
程
度

の
こ
と

で
あ

っ
て
、
漢
学
を
専
業

と
し
、
孜
々
と
し
て

参
考
す
る
者

の
手

に
渡

っ
て
い
た

の
で
は
な

い
こ
と
が
わ
か
る
。

 

こ
こ
で
本
文

の
由
来
に

つ
い
て
想
起

し
て
み
る
と

、
恐
ら
く
は
朝
鮮
朝

に
於

い
て
成

さ
れ
た
合

編
校

正
の
結

果
を
、
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま

に
翻
印

し
た

も

の
が
本
書
古

活
字
本

の
本
文

で
あ
り

、
一兀
の
乙
亥
字
再
刊
本

で
印
出
後

も
入
念

に
改

め
ら
れ
た
点

に

つ
い
て
は
、
反
映
す

る
こ
と
が
な
か

っ
た
。

該
本

で
は
字
様

に

つ
い
て
も
底
本

に
負

っ
て
お
り
、
整
版
本

で
.言
え
ば
覆

刻

に
近

い
精
神

で
行
わ

れ
た
事
業
と

い
う

べ
き

で
あ
る
。
抑
も
本
文

の
採
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択
と

い
う
点

で
、
朝

鮮

で
は
雅
交

の
他
、
挙
業

に
資

す
る
と

い
う
観
点
か

ら
本
書

の
増
編
が
試
み
ら
れ
た

に
違

い
な

い
が
、
挙
業
で
は
な
く
と
も
擬

似
的

に
漢
文
製
作

の
修
練
を
自
ら
に
課
し
た
五
山
僧

の
時
代

が
去
り
、

そ

の
よ
う
な
脈
絡
を
失

っ
た
わ
が
国
に
本
文

の
み
を
移
植
し
た
所
で
、
に
わ

か

に
受
容
を
喚
起
す

る
よ
う
な
情
況

に
は
な
か

っ
た

で
あ
ろ
う
。
伝
本

の

数

の
み
を
取
L
げ
る
と
、
該
本
は
広
く
流
布
し

て
盛
ん
に
学
ば

れ
た

よ
う

に
見
え
る
が
、

こ
れ
は
む
し

ろ
事
業

の
拡
大
を
試
み
た
刊
行
者

の
意
図

が

顕
れ
た
も

の
で
、
受
容

の
実
態
と
し

て
は

や
や
空
疎

で
あ

っ
た
と
言

わ
な

け
れ
ば
な
ら
な

い
。
一兀
々
占
活
字
本

の
性
格

に
は
、
古
典
を

取
上
げ

、
書

物
を
高
級
な
調
度
と
し

て
取
扱
う
よ
う
な
傾
向

も
認
め
ら
れ
る
が
、

田
中

長
左

衛
門
が

…
歩
を
踏
み
出
し
、
本
書

の
如
き
類
書

の
翻
印
を
手
掛

け
た

こ
と

に
は
既

に
あ
る
種

の
矛
盾
が
孕
ま
れ

て
お
り
、
そ

の
印
面

は
本
文
複

製
技
術
と
し

て
の
古
活
字

の
盛
期
を
示
し
て

い
る

一
方

、
伝
本

に
見

ら
れ

る
受

■谷
の
実
態
は
、
そ

の
時
代
が
終

息
に
向

か

っ
て

い
る
こ
と
を
も
窺
わ

せ
る
。
た
だ
水
面
上

に
は
そ

の
よ
う
な

こ
と

で
あ

っ
て
も
、
複

製
に
よ

っ

て
連
属
す

る
本
文

の
伝
流
は
、
な
お
次

の
展
開
を
呼

び
起
こ
し
た
。

同
 
欠
名
点

 

 
日
本
延
宝
三
年

(
一
六

七

五

)

刊

(京

・
八

尾
勘

兵

衛

)

覆
寛
永
二
年
古
活
字
刊
本

 
本
版

は
前
記
古
活

字
本
を
覆
刻
し
た
整
版

附
訓
本

で
あ
り
、
文
字

の
筆

画
に
至
る
ま

で
前
本

を
写
し

て
い
る

(図
版
テ

)
。

題
簽

双
辺

「増

續
韻

府

〈
声
目
/
韻
目
〉
幾

(舗
ご
。

四
周
双

辺

(二

.

二
二
×

冖
六

-
一
糎
)
無

界
。
但
し
間

々
単
辺

の
張
子

や
、
有
界

の
箇
所
を
含

む
。
後

者
は
韻
目
の
行

の
前
後
等
に
よ
く
現
れ

る

が
、

こ
れ
は
底

本
の
残
映
か
と
思
わ
れ
る
。
欄
上
字
口
有
郭
。

巻
尾
題

「増
續
會
通

韻
府
群

玉
卷
之

匚

等

、

大
尾
題

「増
續
會
通
韻
府
群

玉
卷
之

三
古

八
終

 
大
尾

 
」
。

右

に
行
を
接

し
低
四
格

に

て

「延
寶

三
歳

乙
卯
仲
冬

日
/

(鍬
丁
紋
)
〈
京

 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

拒
  

季

寺
町
本
能
寺
前

V
/
八
尾
勘

兵
衛

板
行
」

記
あ
り
。

 
八
尾
勘
兵
衛

、
名
を
友
久

と
言

い
、
江
戸
前
期
を
代
表
す
る
出
版
書
肆

の

「
人

で
あ

る
。
漢
籍

に

つ
い
て
見

る
と
慶
安
か
ら
延
宝
に
か
け

て
出
版

の
事

跡
が
あ
り
、

〔
江
戸
前
期
〕
刊
慶
安

五
年

(
一
六
五

二
)
印

『
六
臣

註
文
選
』
、
慶
安

五
年
刊

『大
明

三
蔵
法
数

』
、
明
暦

二
年

(
一
六
五
六

)

刊

『新

刻
増
補
円
機
活

法
全
書
』
、
万
治

二
年

(
、
六
五
九
)
刊

『
充
卓

韻
瑞
』
、
寛
文

三
年

(
一
六
六
三
)
刊

『釈

氏
稽
占
略
』
、
同
六
年
刊

『新

編
古
今
事
文
類
聚
』
等

が
伝
存

す
る
。
仏
書

の
他
は
大
部

の
漢
籍
を
取
上
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げ
、
本
書
を
含
む
類
書

の
刊
行
に
特
色
が
あ
る
。
殊
に

『
五
車
韻
瑞
』

に

は
伝
本
が
多

く
、
『韻

府
群
玉
』
に
対
し
て
同

工
後
出

の
書

で
あ

る
か

ら
、

本
版
刊
行

と
の
関
係
が
思
わ
れ
る
0

 

本
版

の
刊
行
時
期
に

つ
い
て
、
延
宝

三
年

に
先

立

つ
寛
文

六
年
頃
刊
行

の

『
〈
和
漢
〉
書
籍

[日
録
』
を
見

る
と

、
字
書

の
項

に
、

員
数
を
示
す
上

欄

は
空
白

の
ま
ま

で

「増
續
韻
府
」

の
題

目
が
見
え

、
続
く
寛
文
十
年
刊

『
〈
増
補
〉
書

籍
目
録
』
に
は
上
欄

に

「
五
十
」
と
刻

さ
れ
て
い
る
。

こ
れ

は
本
版

の
実
情
に
合
な

い
が
、
別
版

に
つ
い
て
著
録
し
た
も

の
で
は
な
く
、

延
宝

三
年

刊

『新
増
書
籍

目
録
』

に
な
る
と
正

し
く

「卅

八
」
と
刻
さ
れ

て

い
る
か
ら
、
前

者
は
八
尾
版

の
出
版

予
告

の
意

で
あ
り
、

「
五
十
」
と

は
概
数

を
言

っ
た
も
の
で
あ

ろ
う
と

思
わ

れ
る
。

そ
う
考
え

る
と
、
本
版

の
刊
行
は
寛
文
年

間
か
ら
予
定
さ

れ
て
い
た

こ
と

に
な
る
。
な
お
出
版
書

籍

目
録
類

で
は
元
禄
年

間
の
も
の
ま

で
当
初

の
員
数

が
引
継

が
れ
、
例
え

ば

元
禄
九
年

(
=

ハ
九

六
)
刊
行

の

『
〈
増
益
〉
書
籍

目
録
大
全
』

に
は

「
〈
五
十
/
八
尾
〉
ノ

増
續
韻
符

 
金
弐
兩
」
等
と
登
録
さ
れ

て

い
る
。

 

本
版
に
は

]
貫

し
て
返
り
点

、
連
合
符

、
送
り
仮
名

が
附

さ
れ
、
間

々

難
訓
、
難
音

字
に
振
り
仮
名

が
加
え

ら
れ
て

い
る
。
し
か
し
和
刻
本
漢
籍

の
多

く
が
そ
う

で
あ

る
よ
う

に
、
本

版
に

つ
い
て
も
点
者

の
名
を
明

ら
か

に
す
る

こ
と

が

で
き
な

い
。

八
尾
勘
兵
衛

の
他

の
出
版
書
を

見

る
と

、

『
円
機

活
法
全
書
』

『
五
車
韻
瑞

』
『
事
文
類

聚
』

の
三
書
は

、
林

羅
山
門

下

の
儒
医
菊
池
耕
斎

の
点
と
判
明
し
、
本
書
も
同
じ
類
書
で
あ

る
だ
け

に
、

耕
斎
関
与

の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、
版
本
自

体

に
そ

の
よ
う

な
徴
証
は
な

い
。
本
版

の
訓
点
を
見
る
と
、
仄
声
以
降
に
難
訓
、
難
音
字

の
振
り
仮
名
が
殊

に
増
加
す
る
が
、

こ
の
よ
う
な
現
象
は
分
掌

に
よ
る
附

訓

の
可
能
性
を
示
唆
し
、
複
数

の
点

者
が
関
わ

っ
た
と

い
う
こ
と
も
考
え

ら
れ

る
。
ま
た
は
、
増
続
会
通
本
以
前
に
日
本
に
将
来
さ
れ

て
い
た
元
明

版
と
そ

の
覆
刻
諸
本

に
対
す
る
書
入

の
情

況
を
見

る
と
、
そ

の
多

く
が
実

用
を
踏
ま
え
平
声

に
止
ま

っ
て
い
る
か
ら
、
平
声

に
は
在

来

の
点

本
を
用

い
、
平
仄
に
点
法
を
異
に
し
た
と

い
う
見
方
を
取
り
得
る
か
も
知

れ
な

い
。

記
し

て
後
考
を
俟
ち
た

い
。

〈
慶
應
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫

 
〇
三

二

.
ト
四
V 

三
八
冊

 
 
 
貞
享

四
年

(
】
六
八
七
)
感
得
識
語

黄
檗
染
表
紙

(
二
八

・
○

×

一
九

・
五
糎
)
摺
り
題
簽
貼

附
。
五
針
眼
、

改
糸
、
虫
損
修
補
。
毎
冊

一
巻
。

稀

に
行
間
欄
上
朱
校
注
補
注
書
入
、
欄
上
朱
墨
字
目
標
注
鈔
補
。
極
稀

に

欄
上
別
朱
補

注
書
入
。
毎
冊
尾

「
沙
門
蓮
口
」

「
周
温
蓮
口
」
等

の
墨
識
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あ
る
も
全

て
墨
滅
、
第

]
冊
尾
墨
滅
右
傍
に

「貞
享

四
龍
集
丁
卯
十

一
月

穀
旦
求

之
」
墨
識
。
毎

冊
首

に
単
辺
方
形
陽
刻

「荵
齋
/
圖
書
」
朱
印
影
、

そ

の
上

に

「山
崎
」
墨
書
、
毎
冊
尾
に
単
辺
方
形

陽
刻

「山
崎
/
臧
書
」

朱
印
影
を
存
す
0

〈
無
窮
会
図
書
館
真
軒
先
生
旧
蔵
書
〉 

 
 
 

 
 

 
 
 

 

三
八
冊

後
補
渋
引

卍
繋
菱
花
唐
草
文
空
押
艶
出
表
紙

(二
七

・
八

×

.
九

・
八
糎
)

左
肩
題
簽
を
貼
布

し

「
増
續
韻
府
幾
巻

〈
韻
目
 
幾
〉
」

と
書
す

。
五
針

眼
、
改

糸
。
毎

冊

一
巻
。

毎

巻
首

題
下
朱
韻
目
、
墨
巻
中
韻
目
鈔
補

。
巻
中
毎
韻
首
張
版
心
上
朱
標

柱
、
間

々
欄

上
朱

墨
補
注

(数
筆

)
、
墨
字
目
標
注
、
稀

に
行

間
朱
竪
句

批
点
批
圏
書
入
。
縹
色
等

不
審

紙
。
ほ
ぼ
毎

冊
尾

「韻
府
群
玉
全
部
三
十

八
冊
之
内

/

(舐
...)

{三

(ー

こ

冊
寄
附
/
在
春
桂
塾

=

咼
山
龍
之
助

(ほ
か
二
十

「
名
)
」
墨
識

、
各
筆
。
毎
冊
首

に
単
辺
方
形
陽
刻

「
石
/
齋
」

朱
印
影
、
同

「
糞
軒
/
臧
書
」

朱
印
影

(三
宅
真
軒
所
用

)
を
存
す
。

〈
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
古
義
堂
文
庫

 

一
二
〇

・
.
〉 
 

コ
、入

冊

 
 

 
丹
波
常
照
寺
旧
蔵

浅
葱
色
雷
文
繋
唐
草
文
空
押
艶
出
表
紙

(二
七

・
四

×

一
九

・
五
糎
)
左

肩
摺
り

題
簽
貼

附
。
首

冊
の
み
剥
落
、
素
紙
題
簽
を
貼
布
し

「
増
續
韻
府

〈平

一
/
東

〉」

と
書
す

。
押

し
八
双
。

五
針
眼
。
前
副
葉
。
毎

冊

一
巻

。

間

々
朱
批

圏
批
点

合
点
書

入
、
毎
韻
首
張
版
心
上
標
柱
書
入
、
版

本
圏
発

朱
顛
、
稀

に
欄

上
墨
字

目
標
注
鈔
補
、
補
注
書
入
。
縹
色
不
審

紙
。
毎

冊

首

に
単

辺
方
形

陽
刻

「衣
笠

山
/
口
慶
口

(謙
)
」
朱
印
影

、
重
鈴

し
て

同

「丹
波
州
/
大
雄
山
/
常
照
寺

(輔
)
」
墨
印
影
を
存

し
墨
滅

。

〈
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
林
家
旧
蔵
書
 
三
六
六

ニ
ニ
三
〉 
 

二
五
冊

 
 

 
林
錦
峰
手
沢
 
昌
平
黌
旧
蔵

首
尾

冊
後

補
香
色
表
紙

(二
七

・
六

×

一
九

・
六
糎

)
、
第
二
『

五
冊
後

補
淡
縹
色

卍
繋

雨
龍
文
空
押
表
紙
、
第
六
-
十

二
冊
同
香
色
菱
繋
牡

丹
花

文
空
押
表
紙
、
第
十
三
、
十

五
-
十
七
冊
同
雷
文
繋
宝
文
表
紙
、
第
十
四
、

十

八
、

二
十
冊
同
渋
引
表
紙
、
第
十
九
、

二
十

目
冊
同
縹
色
雷
文
繋
蓮

華

唐
草
文
空
押
表
紙

、
第

二
十
二
ー

二
十
四
冊
同
香
色
雷
文
繋
文
空
押
表
紙
、

左
肩
打
付

に

「増
續
韻
府
群
玉
 
幾
 
幾
」
と
書
し
、
右
肩
よ
り
韻
目
を

列
す
。
右
肩
単

辺
方
形
陽
刻

「昌
平
坂
/
學
間
所
」
墨
印
影
0
毎

冊

一
乃

至

三
巻

、
区

々
。
第
十

三
巻
第
九
十
四
張
欠
。

毎

冊
首

に
単
辺
方
形
陽
刻

「
闊
齋
圖
書
」
朱
印
影

(林
錦
峰
所
用

)
、
同

「林

氏
/
藏
書
」
朱
印
影

、
毎
冊
尾

に
表
紙

同
墨

印
影
、
毎
冊
首

に
双
辺
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方
形
陽
刻

「
淺
草
文
庫

(槽書
)
」
朱
印
影
を
存
す
。

〈名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
 

一
五
四

・
冖
〉
 
 
 

 
 

 
 
 

 

三
八
冊

縹
色
表
紙

(
二
一七

・
三

×

一
九

・
四
糎
)
左
肩
摺
題
簽
貼
附
、
首
、
第

十

七
、

三
レ
五
、
第
三
十
七
冊
は
剥
落
、
首
、
第
三
十
七
冊
に
は
題
簽

を
後

補

し

「増
續
韻
府
 
幾
」
と
、
第
十
七
、
=
.十
五
冊

に
は
打
付
に
別
筆

に

て

「
増
續
韻
府

ハ
声
目
/
韻
目
〉
幾
」
と
書
す
。
五
針
眼
。

一
部
改
糸

。

毎
冊

一
巻
。

首
葉
中

に

「
〈
御
時
代
不
知

〉
増

續
韻
府

〈和
板

〉
卅
八
冊
」
と
墨
書

せ

る
剪
紙
を
差
挟
む
。

〈東
京
大
学
総
合
図
書
館
南
葵
文
庫
 
D
四
〇

・
五
八
三
〉 

合

一
三
冊

 
 
 
和
歌
山
藩
主
徳
川
家
旧
蔵

新
補
洋
装
、
旧
三
八
冊
、
縹
色
艶
出
表
紙

(
二
七

・
二
×

.
九

二
二
糎
)

左
肩
摺
り
題
簽
貼
附
、
右
下
方
南
葵
文
庫
蔵
書
票
貼
附
。
毎

旧
冊

一
巻
。

欄
上
朱
墨
字

目
標

注
鈔
補
、
補
注

(文
選

に
よ

る
例
証
多

し
)
、
稀

に
朱

句
批
点
批
圏
、
音
訓
送
り
仮
名
鈔
補
、
校
改
校
注
、
毎

韻
首

張
版
心

上
標

柱
書
入
。
縹
色
等
不
審
紙
。
毎
冊
首

に
単
辺
円
形
陽
刻

「
弐
/
白
」

墨
印

影
、
単
辺
方
形
陽
刻

「慶
之
/
黄
稱
」
朱
印
影

、
同

「
山
井
氏
/
圖
書
記
」

朱
印

影
、
無

辺
陽
刻

「
松
秀
齋

」
朱
印

影
、
葵
文
辺
欄

「
紀
/
伊
/
悳

/

川
」

方
形
陽
刻

「南
葵

/
文
庫
」
朱
印

影
を
存
し
、
首
尾
冊
後

見
返

し
に

明
治
四
十
年

九
月
十

一
冖日
山

井
良
氏
寄

贈
印

影
並
に
墨
書
を
存

す
。

〈
大
阪
府

立
中
之
島
図
書
館

 
二
冖一エ
ハ
・
一
八
六
V 

 

 
 

 

三
七
冊

 
 

 
欠
巻

二

淡
茶
色
艶
出
表
紙

(二
七

・
六

×

一
九

.
三
糎
)
左

肩
摺
り
題
簽
貼

附
。

書
背

「
共
卅

八
」
等
墨
書
。
 
一
部
虫
損
修
補

。
毎
冊

一
巻
。

間

々
朱
句
点

、
校
注
校
改

、
附
訓
改
正

、
毎

韻
首
版

心
上
標
柱
書
人

、
同

音
首

字
合
点

、
字
目
朱

囲
、
欄

ヒ
朱
墨
字

日
標
注
鈔

補
、
破
損
鈔
補

(第

四
巻
以
下
は
稀
)
、
稀

に
欄
上
朱
墨
補

注
書
入
。
毎

冊
首

に
単
辺
円
形

陽

刻

「
抱
寂
亭
臧
」

朱
印
影
、
同

「
原
臧
/
書
證
」

「
黄
微
原
/
正
修
氏

/

圖
書
記
」
朱
印
影
、
同

「
椌

々
齋

/
岡
邨
氏
/
臧
書
印
」
朱
印
影
を
存
す
。

〈
台
湾
大
学
総
図
書
館
 
二
ー

一
-

六
/

一
九
三
四

一
〉
 
 

 

一・二八
冊

新
補
香
色
表
紙

(二
七

・
○

×

.
九

・
四
糎

)
、
第

二
十
三
冊
以

下
香

色

旧
表

紙
左
肩
打

付
に

「
増
續
會

通
韻
府

群
玉
 
 
幾

」
と
書
す
る
部

分
を

刪
出

貼
附
す
。
裏
打
改

装
。
天
地
截
断

、
首
冊
未
截
、
小

口

「
(攵
r
)
増

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

己
彳

續
韻
府
」
墨
書
。
毎

冊

冖
巻

。
第
十

八
巻
第

五
張
、
第
二
十
九
巻
第

一
張
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欠
。
三

八
年

四
月

一
九

日
付

の
購
入
記
録
小
札
を
差
挟
む
。

又
 
後
印

 
本
版
伝
本

の
う
ち
に
、
末
尾
刊
記
部
分

の
年
紀
を
残
し
書
肆
名

の
み
を

削
り
取

っ
た
後
印
本
が
あ
る
。

〈
愛
知
大
学
附
属
図
書
館
簡
斎
文
庫
 

二
三
八
V
 
 
 

 
 

 

三
八
冊

 
 
 
秋
田
藩
校
明
徳
館
旧
蔵

縹
色
表
紙

(二
五

・
四
×

一
八

・
八
糎
)
左
肩
摺
り
題
簽
貼
附
。
右
肩
打

付

に

「共

三
十

八
」
と
書
す
。

天
地
截
断
。
改
糸
改
装
。
毎
冊

一
巻
。

欄
上
墨
字

目
標
注
鈔
補

、
校
注
書
入
。
極
稀

に
本
文
朱
鈔
補
。
桃
色
不
審

紙
。
毎

冊
首

に
無

辺
方
形
陰
刻

「明
徳

/
館

圖
/
書
章
」
朱
印
影
、
単
辺

円
形

陽
刻

「
根
本
/
氏
臧

(謙
)」
朱
印
影

、
同
有

界

「
(ヒ
編
「
り

 
喧
7

㌧f
ケ
へ
ー
)
賣
捌
所

 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
垂
I 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
バ

 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

己
'て

ノ

ア
キ
タ
/
岡
田
惣
兵
衛

/
ク
ボ
タ
」
朱

印
影
を
存

す
。

 
右

の
他
、
山

口
大
学
附
属
図
書
館
棲
息
堂
文
庫
、
出
雲
大
社

日
隅
宮
御

文
庫

に
も
同
版
本
を
存
す
る
模
様

で
あ

る
が
、
実
見
を
果
し
て

い
な

い
。

 
本
版

は
古
活
字
本

に
訓
点
を
附
し

て
覆
刻

し
た
整
版
本

で
あ

る
か
ら
、

一
応
は
本
書

の
普
及
を
目
指
し

て
版

に
附
し
た
と
仮
定
す

る
こ
と
が

で
き

る
。
し
か
し
本
版

の
伝
本
に

つ
い
て
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
は
、

前
出

の
古
活
字
本

に
比

べ
て
も
そ

の
数

が
少
な

い
と

い
う
点

で
あ

る
。
伝

本
数
を
評
価
す

る
こ
と

に
は
慎
重

で
な

け
れ
ば
な
ら
な

い
が
、
古
活
字

に

二
十

一
本
を
数
え

る
の
に
対

し
、
そ
れ
を
覆
刻

し
た
整
版
が
十
本
程
度

と

い
う

の
は
、
普

及
を
図

っ
た
は
ず

の
版

刻
が
、
実
際

に
は
そ
れ
を
成
し
遂

げ

て

い
な

い
こ
と
に
な
る
。
伝
本

の
印

面
を
見

る
と
磨
滅
し
た
本
が
ほ
と

ん
ど
見

ら
れ
な

い
の
も

、
そ

の
こ
と
と
揆
を

一
に
し
て

い
る
。

こ
れ
は
金

二
両
と

い
う
高
値
が
災

い
し
た
た
め
か
も
知
れ
な

い
が
、

一
つ
に
は
本
書

に
対
す
る
需
要
が
既
に
下
火
と
な

っ
て
い
た

こ
と
が
顕
れ
た

の
だ

ろ
う
と

思
わ
れ
る
。
八
尾
勘
兵
衛
版
刻

(ま
た
は
求
版
)
書

の

『
五
車
韻
瑞
』

や

『六
臣
註
文
選
』
『
事
文
類
聚
』
な
ど
が
非
常

に
多
く
刷
ら
れ
て

い
る
の
に

比
較
し

て
も
本
書

の
伝
本
は
乏
し
く
、

の
ち

に
本
書

の
版
木
を
手

放
し
て

い
る

こ
と
が
、
書
肆
名
を
削
り
取

っ
た
後
印
本

の
存
在
か
ら
わ
か
る
。
ま

た
江
戸
時
代

の
書
林

の
出
版
書
籍
目
録
類
を
見
渡
す
と
、
元
禄
九
年

(
一

六
九

六
)
刊

、
正
徳

五
年

(
,
七

一
五
)
修

『
〈増
益
〉
書
籍
目
録
大
全
』

に
見
え

る

(八
尾
蔵
版

の
標

示
あ
り

)

の
を
最
後

に
、
そ

の
跡
を
絶

っ
て

し
ま
う

の
で
あ
る
。
書
肆

の
側
に
は
普

及
の
準

備
が
整

っ
た
時
、
既

に
受

容
者

の
関
心
は
本
書

か
ら
離
れ

つ
つ
あ

っ
た
と
見
る
べ
き

で
あ

ろ
う
。
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○
増
続
会
通
増
編
本
之
属

 
朝
鮮
朝

に
、
増
続
会
通
本

の
記
事
を
さ
ら

に
増
編
し
た
本
文
が
認
め
ら

れ
る
。
た
だ
、
現
在
ま

で
首
尾
完
好

の
伝
本
を
著
録
し
得

て
い
な

い
た
め

に
正
確
を
期

し
得
な

い
の
で
あ

る
が
、
他

の
属
と
違

っ
て
、
元

々
上
声
以

下
仄
声

の
本
文
を
成
さ
な
か

っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

増
續
會
通
韻
府
羣
玉
口
口
巻

 
 
元
陰
時
夫
編
 
陰
中
夫
注

 
 
朝
鮮
刊

(訓
錬
都
監
字
)

欠
名
増
 
明
包
瑜
続

拠
乙
亥
字
再
刊
本

欠
名
新
増

巻
首

題

「
増
續
會
冖通
韻
府
羣
玉
巻

之
幾

(声

目
欠
)
/

(
藁

榊
)
晩
學

陰
 
時
夫
 
勁
弦
 
編
輯
/
新
呉
 
陰
 
中
夫
 
復

春
 
編

註
/
青

田

包
 
瑜

 
 
希
賢

 
續
編

」

(第

二
ー

四
行

首

の
み
)
、
次
行

低

二
格
標

「
.
東

〈
獨
用
〉
」
等
韻
目
、
次
行
よ
り
本
文
。
体
式
は
乙
亥

字
本

に
同
様

で
あ

る
。
毎
韻
後
改
行
低

一
格

に
て

「
詩
譜

(双
辺
陰
刻
)
〈新
増

〉」

と
標

し
、

次
行
よ
り
小
字
双
行

二
段

に
て

「光
升
必
自
東

(日
)
」
以
下
例
句

、
先
ず

五
言
句
、
次

で
七
言
句
を
列
挙
す
。

こ
れ
ら
は
名
句

を
集

め
た
の
で
は
な

く
新
案
の
も

の
で
あ
ろ
う
が
、

一
見
し
て
深
刻
な
措
辞
は
認
め
ら
れ
な

い
。

〔
m

 

〔〔

第

一
巻

第
二
巻

第
三
巻

第
四
巻

第
五
巻

第
六
巻

第
七
巻

第
八
巻

第
九
巻

第
十
巻

第
十

一
巻

第
十
二
巻

第
十
三
巻

第
十
四
巻

第
十
五
巻

第
十
六
巻

第
十
七
巻

第
十
八
巻

第
十
九
巻

(七
五
張

) 

上
平
声
 

目
東

(至

「
風
」
)

 
 
 

 
 

 
 
 

 
]
東
二

(六
九
張

) 
 

 
 

 
二
冬

・
三
江

(八
〇
張

) 

 

 

 

四
支

 
 
 

 
 

 
 
 

四
支

ニ
ー

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

-

六
魚

(七
六
張

) 

 
 

 

六
魚

二

・
七
虞

(七
四
張

) 

 

 

 

七
虞

二

(自

「雛
」
)

(六
七
張

) 

 

 

 

八
齊

・
九
佳

(六
二
張

) 
 
 
 
 
 

十
灰

(存
第

一
-

七
十

七
張
)
十

一
眞

(至

「巾
」
)

(六
八
張

) 

 

 
 

十

一
眞

一
∵

十

二
文

 
 
 

 
 

 
 
 

十
三
元

(存
第

冖
-

七
十
七
張

)
十

四
寒

・
十

五
刪

(七

八
張

) 

下
平
声
 

 二
先

(七
六
張

) 

 

 

 

一
先

二

二

一蕭

(⊥ハ
冖
,張

) 
 
 
 
 
 

一二
肴

・
四
亠豪

 
 
 

 
 

 
 
 

五
歌

・
六
麻

(八
〇
張

) 

 

 

 

七
陽

(
至

「装
」
)

〕
m

 

〕
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〔
 

第

二
十
巻
 

 

 
 

 

 
 

 

 

七
陽
二
 

 
 

 

 
 

 
〕

 
 
第
二
十

一
巻

(七

一
張
)
 

 

 

八
庚

(至

「清
」
)

四
周
双
辺

(
二
四

・
八

×

一
五

・
九
糎
)
毎
半
張
九
行

、
毎
行

一
七
字
、

甲
寅
字
体

。
中
縫
部

、
白

口

(接
内
)
双
花

口
魚

尾

(鯛
)

問
題

「
羣
玉

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

底
                              ー

幾
」
、
張
数
。
巻
尾
題

「増
續
會
通
韻
府
羣
玉
巻
之
幾
」
。

 
著
録

の
伝
本

に
拠

る
限
り

、
第

二
十

一
巻

・
下
平
声
八
庚
韻

の

「清
」

字

に
至
り
、
上
声
以

下
に
は
伝
本
を
見
な

い
。
従

っ
て
二
十
数
巻

、
下
平

声

の
末
ま

で
刊
行

さ
れ
た
か

と
想
像

さ
れ
る
が
、
確
証
を
得
な

い
。
該

本

の
本
文

は
、
増
続
会
通
本

の
部

分
に

つ
い
て
は
乙
亥
字
再
刊
本

に
拠
る
と

見

て
支
障
が
な

い
。

九
行
十
七
字

の
款
式

は
他
に
例
が
な
く
、

「詩
譜
」

を
新
増

し
た
関
係
か
ら
も
、
行
款
は
特
有

の
形

で
あ

る
。
使
用

の
木
活
字

か
ら
、
概
そ
十
七
世
紀
初

の
刊
行
と
推
定

さ
れ
る
。
該
本

に

つ
い
て
は
な

お
完
本

の
著
録
を
期
し
た

い
0

〈高
麗
大
学
校
中
央
図
書
館
 

A

一
一
∵

A
八
V 

 

 
 

 

 

一
二
冊

 
 

 
存
巻

一
、
三

-
四
、
七
、
九

.
十
、
十

二
、
十
五
-
十
七
、
十
九

、

 
 

 
二
十

一

丁
子
染
雷
文
繋
蓮
華
唐
草
文
空
押
艶
出
表
紙

(三
五

・
七

×
一
=

・
九
糎
)

左
肩

打
付

に

「韻
府
羣

玉

く
幾

V」

と
、
右
肩
よ
り
韻
目
、
右

下
方

綫
外

「
二
十

一
」
と
書
す
。
毎

冊

一
巻
。

本
文
字
目

、
熟
字
墨
批
点
書
入
。

第
十
巻
第
五
十

七
張
欠
。

〈誠
庵
古
書
博

物
館

 
三

-
一
〇
六

㎜

(三

四

一
)
五
冊
の
う

ち
〉 

三
冊

 

 
 
存
巻

七
、
十

㎝
、
十
七

黄
檗
染

雷
文
繋
蓮
華
文
空
押
艶
出
表
紙

(
三
四

二
二
×
二
二

・
○
糎
)
左

肩

打
付

に

「
韻
府
羣
玉
」
と
書

す
。
毎

冊

一
巻
。
第
十

一
巻
第

一
-

八
、

十
、
十

一
張
、
第
七
十
八
張
以
下
欠
。

本
文
墨
字
目
批
点
書
入
、
稀
に
欄
上
墨
字

目
標
注
鈔
補
。
首

に
単
辺
方
形

陽
刻

「
口
山
曹
/
氏
家
藏
」
藍
印
影
を
存

す
。

〈
誠
庵
古
書
博
物
館
 
三

二

〇
六

一

(三
四

一
)
五
冊
の
う
ち

V 

二
冊

 
 

 
存
巻
七
、
十
七

丁
子
染
艶
出
表
紙

(一一三
主

二
×
二
〇

・
九
糎
)
左
肩
打
付

に

「
韻
府

羣

玉

〈幾

〉」

と
書
す

。
紙
背
官
文
書
。
毎
冊

一
巻
。

本
文
墨

字
目
批
点
書

入
。
第
十

七
巻
本
文
紙
背
、
詩
句

の
鈔
写
稠
密
。

〈延
世
大
学
校
中
央
図
書
館

 
 
 
存
巻
八

〇

三
 
 
・
二

・
二

二

V

一
冊
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表
紙

(
三
四

二

一
×
二

一
二
二
糎
)
表
面
剥
離
、
右
肩

に
題
簽
を
貼
布

し

「韻
會
」
と
書
す
。

首

に
鼎
形
中
単
辺
方
形
陽
刻

「
守
/
拙
」
、

尾
に
鐘
形
中
同

「
口
山
/
後

人
」
墨
印
影
を
存
す
。

〈韓
国
精
神
文
化
研
究
院
蔵
書
閣

 
A

リ
O
C

・
八
〉
 
 

 

 
 

 
一
冊

 
 
 
存
巻
十
四

後
補
黄
檗
染
雷
文
繋
蓮
華
文
空
押
表
紙

(一一.六

・
七

×
.
=

・
○
糎
)
。

首

に
単
辺
方
形
陽
刻

「
安
東
/
世
家
」
「
權
/
懷
」
、
無
辺
方
形
陰
刻

「公

/
潤
」
朱
印
影
、
単
辺
方
形
陽
刻

「安
春
根
/
臧
書
記
」
朱
印
影
を
存
す
。

 
右

の
他
、
高
麗
大

学
校
中
央

図
書
館

に
ト

八
冊
本

(〉
崑
＼、〉
。。
一)
)
を

存
す

る
由

で
あ
る
が
未
見
、
沈
慶

昊
氏

「
《
大
東
韻
府

群
玉
》
釧

子

丕
」

(
『
号
ロτ
叫
望

子
叫

ロτ
赳
叫
』

一
一〇
〇

、
一年

、
太
学
社
)
に
巻
首
書
影
掲
載

の
晩
松
文
庫
本
と
同
じ
で
あ
れ
ば
、

こ
れ
も
同
刊
本
と
認
め
ら
れ
る
。

 
元
代

に
成
立
し
た
原
編

『
韻
府
群
玉
』
に
対
し
、
元
明

の
書
肆
が

こ
れ

を
増
補
し
た
新
増
説
文
本
と
、
明
代
中
葉

の
学
官

の
編
集

に
係
る

『
韻
府

続
編
』
と
を
合
し
た
増
続
会
通
本
は
、
恐
ら
く
は
朝

鮮
朝

に
於

い
て
初
め

て
編
集
さ
れ
、
コ
一卜
八
巻
本
と

し
て
流
布
し
複
製
さ
れ
た
。
こ
の
本
文
は
、

先
ず
本
書

の
増
編
本
と
し

て
最
大

の
規
模
を
有
す
る

こ
と
、
ま
た
中
国
に

は
及

ぶ
こ
と
な
く
朝

鮮
と
日
本
に
於

い
て
の
み
行
わ
れ
た
と

い
う
点

に
特

色
が
あ
る
。
そ

の
展
開
に

つ
き
年

代
を
逐

っ
て
整

理
す
る
と
、
十
六
世
紀

の
半
ば
頃
、
乙
亥
字

に
よ

っ
て
印
出
さ
れ
た
の
が
初
刊

で
あ
り

、
そ
の
後
、

さ
ら
な
る
校
改
を
経
て
、
宣
祖
元
年

(
.
五
六
八
)
以
前

に
、
異
植
字
本

と
も
見
る

べ
き
乙
亥

字
再
刊
本
が
出
さ
れ
て

い
る
。
レ
ヒ
世
紀
初

葉
、
壬

辰
倭
乱

(文

禄
慶

長

の
役

)
に
よ
り
失
わ
れ
た
銅
活

字
に
代
わ

っ
て
、
訓

錬
都
監
か
ら
甲
寅
字

体
の
木

活
字

本
も
出
さ
れ
た
が
、
こ

の
際
に
は
実
用

を
重
ん
じ
て
例
句
を

附
し
た
代
わ
り

に
、
仄
声
に

つ
い
て
は
印
出

さ
れ
る

こ
と
が
な
か

っ
た
。
日
本

で
は
や
や
遅
れ
て
、
寛
永

二
年

(
=

ハ
ニ
五
)

田
中
長
左
衛

門
の
製
作

し
た
木
活
字

に
よ
り
、
新

た
に
将

来
さ
れ
た
乙
亥

字
再
刊
本

を
基
と
す

る
本
書

の
翻
印

が
為

さ
れ
、
こ
れ
は
字
様

の
レ
ヴ

ェ

ル
に
於

い
て
も
元
の
乙
亥
字

を
模

し
た
も
の
で
あ

っ
て
、
書

肆
に
よ
る
占

活
字
本
刊
行

の

、
典

型
を
成

し
た
。
こ

の
本

は
、
古

活
字

本
と
し
て
は
最

大
級

の
伝
本

を
擁

し
、
あ

る
程
度
流
布

し
た
こ
と
も
窺

わ
れ
る
が
、
新
た

に
勃
興
し
た
民
間
の
学
者

に
と

っ
て
は
手

の
及
ぶ
所

で
な
か

っ
た
か
ら
、

半

世
紀
を
経
た
延
宝

二二
年

(
一
六
七
五
)
、
京

の
書
肆
八
尾
勘
兵
衛

に
よ

っ

て
覆
刻
さ
れ
、
整
版

附
訓
本

と
し
て
普
及
が
図
ら
れ
た
。
ま
た
朝

鮮
で
は

一300一



粛
宗

四
十
三
年

二

七

一
七

)
校
書
館

に
於

い
て
、
壬

辰
倭

乱
を
含
む

一

世
紀
以
上

の
時
を
経

て
、
戊
申

字
に
よ
る
乙
亥

字
再
刊
本

の
翻
印
が
成

さ

れ
た
の
で
あ
る
。
以
上

の
関
係

を
図
示

す
る
と
、
次

の
よ
う

に
な
る
。

(新
増

説
文
本

)
・
(続
編
)

↑
明
弘
治

刊
本

・
明
正
徳
刊
本
系
統

(増
続
会

通
本

)

 

朝
鮮

乙
亥
字
初
刊
本

 

↓
朝
鮮

乙
亥
字
再
刊
本
↓

(増
編
本
)
朝
鮮
訓
錬
都
監
字
刊
本

 
 

↓

日
本
寛
永

二
年
古
活
字
刊
本
↓
日
本
延
宝
三
年
刊
附
訓
本

 
 

↓
朝
鮮
戊
申
字
刊
本

 
本
属

の
日
本

に
於
け

る
普
及

に
つ
い
て
考
え

て
み
る
と
、
現
存
本
中

に

朝
鮮
本

四
種

の
伝
来
は

ほ
と

ん
ど
な
く
、
乙
亥
字
再
刊
本

に
建
仁
寺
両
足

院
蔵
本

一
例
を
見
る

の
み
で
あ

る
が
、
同
本
が
将
来
さ
れ
た
江
戸
時
代

の

初

め
、
商
業
出
版
が
勃
興
し

て
古
活
字
本
か
ら
整
版
附
訓
本

へ
と
移
行

し

て

い
く
時
節

に
際
会
し
、
大
部

の
書

で
は
あ
る
が
よ
う

や
く
書
肆

の
取
上

げ
る
所
と
な

っ
て
、
複
製
拡
大
さ
れ

目
定

の
流
通
を
見
た

の
で
あ
る
。
先

ず
占
活
字
本
を
刊
行
し
た
田
中
長
左
衛
門

の
方
法
は
、
翻
印

で
あ
り
な

が

ら
字
様

に
於

い
て
も
底
本

に
負

い
、
相
当
数

の
印
本
を
供
給
し
た
と

い
う

意
味

で
は
、
覆
刻

の
精
神

に
近

い
も

の
が
あ
り
、
本
文

の
提
供
と

い
う
点

で
も
強
く
底
本

に
依
存
し

て
い
る
。
続
く
八
尾
勘
兵
衛

の
覆
刻
は
、
全
編

に
附
訓
を
施
し
新
た

に
版

に
附
す
努
力
が
払
わ
れ
た
も

の
で
あ

る
か
ら
、

版
本

一
般
か
ら
言
う
と
高
級
な
部
類

に
属
す
る

で
あ
ろ
う
が
、

こ
れ
も
古

活
字
本
刊
行

の
上
に
成
り
立

つ
事
業

で
あ

っ
た

こ
と
は
疑
え
な

い
。
そ
う

考
え

る
と
、
本
属

の
展
開
は
、
元
明
坊
刻

の
類
書
が
、
朝
鮮
朝

の
再
編
集

と
校
訂
を
経

て
、
わ
が
国
近
世

の
学
者

に
供
さ
れ
た

一
の
過
程

を
示
し
て

お
り
、
朝
鮮

で
加
え
ら
れ
た
本
文

の
整
訂
は
、
大
工

の
権
威
を
戴
す
る
校

官

の
学
力
に
よ

っ
て
成
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
だ
け
に
、
明
代
に
坊

刻

の
繰

返
し
に
よ

っ
て
劣
化
し

て
い
た
本
来

の
面
目
を
相

当
程

度
回
復

し
て

い
た

の
で
あ
り
、
日
本

の
書

肆
が
本
書
を
翻
印

、
覆

刻
す
る
時
に
は
、
工
程

上

の
消
極
的
校
正
を
加
え

さ
え
す
れ
ば
、
さ
し
た
る
問
題
も

な
く
整

っ
た
本

文
を
得
る
こ
と
が
で
き

た

の
で
あ
る
。
実
際
、
本
書
の
整

版
本

を
占
義

堂

に
収
蔵
し
、
狩
谷
掖
斎

が
校
読

の
際
に
本
書
を
繙
き

、
本
書

に
よ

っ
て
補

注
を
書
入
て

い
る
様
を
見
る
と
、
版
本
を
通
じ
学
問
の
潤
さ
れ
た
こ
と
が

よ
く
実
感
さ
れ
る
。
江
戸
中
期

以
降
は
わ
が
国
で
本
書

に
対
す

る
需
要
が

や
や
低
下
し
た
か
に
見

え
る
こ
と
は
、
古

活
字
本

に
書

入
や
受
容

の
痕

跡

が
乏
し
く
、
八
尾
版
に
於

い
て
は
伝
本
自
体

が
そ
れ
程
多

く
な

い
と

い
う
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こ
と
か
ら
も
窺
わ

れ
、
前
稿

に
、

明
清
版

の
新
増

説
文
王

元
貞
校
本

の
受

容

に

つ
い
て
述
べ
た
所
と
も
揆
を

一
に
す

る
。
た
だ
需
要

に
於

い
て
低

下

の
道
を
た
ど

っ
た
と

は
言
え

、
版
本

の
流
通
と
堆
積

が
わ

が
国
の
学
問

に

…
定

の
影
響
を
与
え
続
け

た
こ
と

は
無
視

で
き

な

い
し
、

そ
の
来
源

が
朝

鮮
本

に
あ
る

こ
と
を
考
え

る
と
、
朝
鮮
朝

に
於
け
る
本
文

の
流
通
、
取
捨
、

整
訂
と

そ
の
刊
行

に

つ
い
て
知

る
こ
と
は
、
近
世

の
日
本
漢
学
を
研
究
す

る
上
で
欠
く

こ
と

の
で
き

な

い
要
件

の

一
で
あ
り

、
日
本
書
誌
学

に
と

っ

て
も
大
き

な
課
題

で
あ

ろ
う

と
思

わ
れ
る
0

三
 
増
刪
本

・
摘
要
本
 
解
題

○
増
刪
本
之
属

 
明
万
暦
十
八
年
前
後

に
初
め
て
刊
行

さ
れ
た
新
増
説
文
王
元
貞
校
本

は
、

万
暦
以
降

の
江
南
地
域

の
出
版
情
況

に
後
押

し
さ
れ
、
非
常
な
勢

い
を
以

て
普

及
し
、
本
書
流
布
本

の
地
位
を
占

め
た
。
こ
の
王
本

は
直
接
間
接

の

覆
版
を
生

ん
で
、
中

国
の
み
な
ら
ず
朝
鮮

や
日
本

に
も
行
わ

れ
た

が
、
そ

の
盛
期

は
概

そ
明
末

か
ら
清
前
期

の
間
に
あ

っ
た
と

思
わ

れ
る
。

し
か
し

長

く
行
わ

れ
て
き

た

『韻
府
群
玉
』

に
対

し
、
明
代

に
同

工
の
書

で
あ

る

『
五
車
韻
瑞
』

が
編
ま

れ
、
清
朝
康

煕
年

間
に
至
り

、

『韻
府

群
玉
』

と

『
五
車
韻
瑞
』

の
両
書
を
包
含
す
る
形
で

『
佩
文
韻
府
』
が
編
ま
れ
る
と
、

長
き

に
わ
た

っ
た

『
韻
府
群
玉
』

の
影
響
力
も
衰
え
を
見
せ
る
に
至

っ
た
。

こ
の
頃
、
清
前
期

に
も
王
本

の
覆
刻
は
続

い
て
い
た
が
、
清
刊
本

の
封
面

を
見

る
と

「
重
鐫
韻
府
群
玉
原
本

」
「
重
鐫
韻
府
羣

玉
約
編
」
等
と
称
す

る
も

の
が
現
れ

て
く
る
。
こ
れ
ら
は
そ

の
本
文
を
正
し
く
説
明
す

る
も
の

で
は
な

い
が
、
実
は
、
康
煕
年
間
以
降
に
行
わ
れ
た
と
思
し

い
、
本
属
を

含

む
約
編
諸
本

と

の
競
合

関
係

か
ら
生
ま

れ
た
標

題
と
考
え

ら
れ
る
。

「
原
本
」

と
は
、
約
編
本

で
は
な

い
旨
を
強

調
す
る
た
め

に
題
せ

ら
れ
た

も

の
で
あ

る
し
、
後
者
に
至

っ
て
は
、
実
際

に
は
約
編
さ
れ

て
い
な

い
に

も
関
わ
ら
ず
自
ら
約
編
を
謳

っ
て

い
る

の
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
他
本

へ

の
反
映

に
も
見
ら
れ
る
よ
う

に
、
本
属
を
含
む
約
編
本
は
、
『
韻
府
群

玉
』

流
布

の
末
節

、
清
前
期

に

一
定

の
普
及
を
見
た
本
文

で
あ
る
。

『
四
庫
提

要
』

の
本
書

の
解
題
中
に

 
 
康
煕
中
河
間
府
知
府
徐

可
先

之
妾
謝

瑛
又
取
書

其
重
輯
之
、
名

増
刪

 
 
韻
玉
定
本
。
今
書
肆
所
刊
皆

瑛
改
本
。

と
記
す

の
は

こ
の
間

の
事

情
を
証
言
し
た
も

の
で
、
謝
瑛

の
増
刪
韻

玉
定

本
と
は
、
後
述

の
本
属
清
康
煕
十

九
年
序
刊
本

の
系

統

に
触
れ
た
も

の
で

あ

る
。
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増
刪
韻
府
羣
玉
定
本
二
〇
巻

 
 
元
陰
時
夫
編
 
陰
中
夫
注
 
清
徐
人
鳳
増
刪
 
徐
可
先
等
校

 
 
清
康
煕
卜
九
年

(
一
六
八
〇
)
序
刊
 
拠
新
増
説
文
本

先
ず
徐
序

(三
張
)
。
首

題

「
序
」
、
次
行

よ
り
本
文

「
(
上
略
)
歳

己
未

予
補
守
滄
瀛
盛
暑

/

披
襟
簿
書

稍
間
兒
子
人

鳳
手
/
捧

目
函
日
此

母
氏

于
東
牟
郡
署
/
所
密
授
而
諭
勿
輕
示
人
者

(中
略
)
予
/

日
異
哉
是

予
久

忘
増
刪
者
而
母

ノ

顧
先
我
而

成
之
見
其
襃
益

皆
備
/
節
省

得
宜
補

不
病

繁
裁
不
害
簡
/
丹
黄
燦
若
魚
豕
較
然
撃
節
嘆
/
興
呼
人
鳳
而
詔
之

日

(中

略
)
此
爲

鴻
寶
之
秘
而
不
示
人
者
而
母
/
之
閭
範
梓
而
公
于
世
者

予
老
人

之
夙
願
爰
命
剞
剛
氏
而
授
之
梓
/
 
岩
/
康
煕
歳
次
庚
申
孟
夏
上
澣
/

晉
陵
徐
可
先
梅
溪
氏
識
」
次
行
下
よ
り
無
辺
方
形
陰
刻

「良

々
/
千

石
」
、

単
辺
方
形
陽
刻

「
徐
印
/
可
先
」

印
影
摸
刻

(跨
)
。
毎

半
張

六
行
、
毎

行

一
二
字
。

 
己
未
は
清
康
煕
十
八
年

(
一
六
七
九
)
、

山
東
方
面

の
郡

守
を
務

め
て

い
た
徐
可
先
が
、
子
の
人
鳳
か
ら
そ

の
母

の
遺
品

で
あ

る
本
書
を
示

さ
れ

て
版
刻
を
命

じ
た
機
縁
を
記
し
、
且

つ

「
襃
益
皆
備
、
節
省
得
宜
。
補
不

病
繁
、
裁

不
害
簡

。
丹
黄
燦
若
、
魚
豕
較
然
」
と
増
刪

の
完
備
を
謳

っ
た

内
容
で
あ
る
。
母

の
名
は
謝
瑛
と
、
凡
例
後

の
識
語

に
見
え

る
。

次

で
原
序

(六
張

)
。
首

題

「韻
府
羣
玉
舊
序
」
、
次
行

よ
り
陰
竹
埜

(応

夢
)
序
、
改
張
同
題
後
陰
幼

達
序

、
又
改
張

同
題
後

陰
時

遇
序

。
毎

半
張

八
行
、
毎
行

一
五
字
。

次

で
謝
序

(二
張
)
。
首
題

「韻

玉
定

本
小
引
」
、

次
行
よ
り
本
文

「
(上

略

)
徐
君
未

釋
褐
時
也
於

ノ

制
擧
藪

之
外
更
為
詩
古

文
詞
計
韻
玉

一
/

書
所
由
早
正

(中
略
)
徐

君
不
欲
掩
其
苦

心
付
梓
行

世
/
將
見

咏
雪
遺
徽

不
又
継
道
轜
而
増

一
佳
/
語
也
哉

(
中
略

)

ノ

(似
卜
櫞
)
嵩

/

(囎
)
康

煕
庚

申
夏

五
之

吉
謝
倬

雲
章
/

氏
識

(舗
)
」
、

次
行

下
双
辺
方

形

陽
刻

「東
山
/
之
後
」
、
単
辺
方
形

陽
刻

「
雲
章

/
倬
」
印

影
摸

刻
。
無
界
、
毎

半
張
七
行
、
毎
行

一
四
字

。

次

で
凡
例

(三
張
)
。
首
題

「
増
刪
韻
府
羣

玉
定

本
/
 

 
凡
例
」
、
次
行

よ
り
本
文
。
毎
条
第
二
行

以
下
低

一
格

、
至
第
十

一
条
。
行
を

接
し
低
二

格
諱
字
双

擡

「
峇

/
(購
)
順
治

歳
己
在
亥
清

和
既
望
偶
檢
程

君
房
崑
崙

 
 
 
 

 
 
 
 

望

玄
/
實
試
海
上
金
星
硯
因
誌

於
東
牟
官
署
之
壽
/
藤
軒
/

(觝
六
)
蘭
陵
謝

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
†

瑛
玉
英
氏
讓
」
、
次
行

下
に
単

辺
方
形
陽
刻

「謝
/
瑛
」
、
無

辺
方

形
陰
刻

「道
韜
/
遺
徽
」
印
影
摸
刻
。

 
順
治
己
亥

は
十

六
年

(
一
六

五
九

)
、
謝
氏

は
山
東

登
州
府
東
牟

郡

の

官
舎

に
あ

っ
て
、
こ

の
凡
例

を
作

っ
た
と

言
う

。

次

で
韻
選
類
従
凡
例

(三
張

)
。
首
題

「韻
選
類
從
/

 
 
凡

例
」
、
次
行

上303一



よ
り
本
文
、
毎
条
第

二
行
以
下
低

一
格
、
句
点
附
刻
。
第
六
条

の
後
、
低

八
格

「南
蘭
後
學
徐
人
鳳
識
」
と
署
す
。
無
界
。

次

で
目
録

(毎
声
第

一
或

は
第

一

・
二
、
計

八
張
)
。
首
題

「増

刪
韻
府

羣
玉
定
本

目
録

」
、
次
行
低

二
格
標
声
目

、
次

行
低

目
格
標
巻
序
数

、
次

行
よ
り
低

二
、

一
〇
格

に
標
韻
目
、
毎
巻
改
行
、
毎
声
改
張
同
題
。

毎
巻
先
標

「
詩
韻
類
從
」
、
次
行
低

二
格
標

「
一
束

く獨
用
 
古

通
冬
轉

江
V
」
等
韻
目

、
次
行

よ
り

「
東

(齶
)
竦

〈蛹

ー
/

虹
也
〉
」
以
下
字
目

及
び
双
行
注
を
列
す
。
了

て
改
張
。

巻
首
題

「
増
刪
韻
府
羣
玉
定
本
卷

]

(I

二
十
)

(隅
四
)
上
平

(1

入
)

聲

(墨
囲
亀
甲
)
/

(似
ド
儡
)
新

呉
陰
竹
埜
先
生
定
例

男

}時
夫

勁
弦

編
輯
/

中
夫
復
春
編

註
}
/
古
呉
徐

可
先
梅
溪
甫
訂

正
男

天

鳳
子
威
増

刪
/
人

鶚
子
雲

較
閲
}
/

(低
八
各

)
同

里
謝

 
倬
雲
章

氏
參

訂
」
、
次

行
低

二
格

標

「
.
束

〈
古

(鵑
)
二
冬

通
用
三
江
轉
用

〉」
等
韻

目
、
次
行

よ
り
本
文
。

 
 
 

 
 

目

字
目
並
に
事
目
墨
囲
、
注
小
字
双
行
。

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 

上
平
声

第

一
巻

第

二
巻

第
三
巻

第
四
巻

第
五
巻

(目

三

.
四

二
張

)

(目

五

・
七

〇

張

)

(目

五

・
七

五
張

)

(目

五

・
八

二
張

)

(目

五

・
八

二
張

)

下
平
声

「
東
ー

三
江

四
支
」
r

六
魚

七
虞
上
I
卜
灰

十

…
眞
-

十
五
刪

一
先
I
五
歌

 
 

 
第
亠ハ
巻
 
 (目
一二

-
⊥ハ
亠ハ
張

)

 
 

 
第
七
巻
 

(目
三

・
六
二
張
)

 
 

 
第
八
巻
 

(目
四

・
六
五
張

)

 
 

 
第
九
巻
 

(目
四

・
六
三
張
) 

上
声

 
 

 
第

十
巻
 
 (目
口
五

・
亠ハ
ゴ
一張
)

 
 
第
十

一
巻
 

(目
五

・
六
四
張

)

 
 
第
十

二
巻
 

(目
四

.
五
六
張
)

 
 
第
十
三
巻

 
(目
五

・
七

八
張

) 
去
声

 
 
第
十
四
巻
 

(目
五

・
五
三
張
)

 
 
第
十
五
巻
 

(目
六

・
七

三
張

)

 
 
第
十
六
巻
 

(目
⊥ハ
ニ
ハ
七
張

)

 
 
第
十
七
巻
 

(目
三

・
五
六
張

〉 
入
声

 
 
第
十
八
巻
 

(目
⊥ハ
・
七
〇
張
)

 
 
第
十
九
巻
 

(目
三

-
⊥ハ
六
張
)

 
 
第
二
十
巻
 

(目
四

.
六

一
張
)

四
周
双
辺

(
=

、
・
.
×
九

二
一一糎

)
毎
半
張
九
行

、

刻
体

。
中

縫
部

、
白

口
、

上
辺
題

「韻

玉
定

本
」
、

「
卷
幾

く
韻
目
V」
、
下
方

張
数

。

巻
尾
題

「
増
刪
韻
府
羣
玉
定
本
卷
幾

〈終

〉」
。

六
麻

一
七

陽

八
庚
ー
ト
蒸

十

一
尤
ー
十

五
咸

一
董
-

六
語

七
麌
ー
十

四
早

十

五
潸
-

二
十

二
養

二
十
三
梗
ー

二
十

九
賺

一
送
-
七

遇

八
霽
-
十

二
震

十

三
問
ー

二
十

一
箇

二
十
二
碼
-

三
十
陥

一
屋
-

三
覺

四
質
ー
九

屑

十
藥

・
十

一
陌

十

二
錫
ー

十
七
洽

 

 
毎
行

一
八
字

、
方

 

単
線

黒
魚

尾

下
標

一304一



 
右

の
う
ち
謝
序
と
凡
例
に

つ
い
て
は
、
後
掲

の
内
閣
文
庫
蔵
本
に
欠

い

て

い
る
が
、
覆
刻
本

に
は
存
し
、
そ

の
内

容
か
ら
原
存
と
認
め
ら
れ

る
の

で
、
本
版

の
解
題
中

に
掲
げ
た
。

こ
れ
ら

の
記
事
を
総
合
す

る
と
、
本
属

本
文
は
徐
可
先
と
そ

の
妻
謝
瑛
、
そ

の
子
人
鳳
、
人
鶚

の

一
族

に
よ

っ
て

編
集
さ
れ
た
も

の
で
、
同
里

の
謝
倬

(瑛

の
族
か
)
も
こ
れ

に
加
わ

っ
て

い
る
。
そ

の
経
緯
は
、
先
ず
謝
瑛
が
順
治
十
六
年

(
=
ハ
五
九
)
に
凡
例

を
作

っ
て
編
集
を
始
め
、
後
年
、
康
煕
十
八
年

(
一
六
七
九
)

に
な

っ
て

子

の
人
鳳
が
遺
稿
と
し

て
発
見
し
、
そ
れ
を
示
さ
れ
た
徐
可
先
が
版
刻
を

試

み
た
と

い
う

こ
と

に
な
る
が
、
巻
首
等

の
題
署
を
見
る
と
、
人
鳳
が
詩

韻
類
選
を
附
す
な
ど
増
刪
を
加
え
、
徐
可
先
、
人
鶚
、
謝

倬
が
校

閲

に
当

た
り
、
康
煕
十
九
年
頃
に
梓
に
附
し
た
と

い
う
こ
と

の
よ
う

で
あ
る
。
そ

の
巻
立
は
、
本
書
原
編
以
来
、
基

と
な
る
新

増
説
文
本

の
採

用
し
た

二
十

巻

の
組
織
を
、
韻
目
も
そ

の
ま
ま
に
保
存

し

て
お
り
、
そ

の
本
文
は
増
刪

と
言

っ
て
も
、
底
本

の
記
事

を

一
方
的
に
節
略
し
た
ま
で
で
あ

つ
て
、
加

え
た
所
は
毎
韻

の
首

に
附
し
た
詩
韻
類
選
と
称
す
る
韻
字

の

一
覧

の
み
で

あ

っ
て
、
そ

の
実
態
は
単
な
る
約
編
本
で
あ
る
。
た
だ
本
書

版
刻
史

の
上

で
は
、
最
も
早
く
現
れ
た
約
編
本

で
あ
り
、
却

っ
て
そ
の
点

を
重
ん
ず
る

必
要

が
あ

ろ
う
。
な
お
本
版

の
韻
選
類
従
凡
例
は
、
張
付

の
形
か
ら
見

て

毎
声

の
首

に
綴
合
さ
れ
る

べ
き
も

の
で
あ
る
か
も
知
れ
な

い
が
、
そ

の
よ

う
な
体
裁

の
伝
本
を
見
て

い
な

い
。

〈
国
立
公
文
書
館
内

閣
文
庫
 

三
六
六

・
二
七

V 
 

 

 
 

 

一
〇
冊

 

 
 
昌
平
黌
旧
蔵

香

色
表
紙

(二
二

・
一
×

.

.
・
九
糎
)
左
肩
打
付

に

「増
刪
韻
府
群
玉

定

本

〈幾
幾

〉」

と
書

す

(
両
手

)。
右
肩

に
単
辺
方
形
陽
刻

「
昌
平
坂
/

學
間
所
」

墨
印
影

を
存
す

。
康
煕
綴
。
版
面

は
料
紙
内
下
方

に
印
出

さ
れ

る

。

封

面

、

双

辺
有

界

「
景

昔
堂

鑒

定

/

増

刪

韻
府

羣

玉

/

定

本

(大
書
跨
行

匡刊
隶

本
)
〈
按
是

編
原
本
韻
玉
遺
珍
悉
採
冗
累
咸
芟
卷
帙
/
雖
約
而
記
載

彌
詳

誠
學
海

之
舟
航
藝
林
之
碗
/
談
至
於
較
讐
之
密
剞
剛
之
工
其
餘
事
也

閲
者
鑒
諸

[

]
〉」
、
白
紙
印

0
謝
序

、
凡
例
を
欠
く
。
毎
冊

二
巻
。

毎

冊
尾
に
表

紙
同
墨
印
影

、
無

辺
陽
刻

「文
化
丙
子
」
朱
印
影
、
毎

冊
首

に
双
辺
方
形

陽
刻

「淺
草
文
庫

(黯
)
」
を
存
す
。

 
右

の
他

、
香
港

中
文
大
学
図
書
館
、
韓
国
成
均
館
大
学
校
中
央
図
書
館

に
同
版
本
を
存
す

る
模
様
。
ま
た

「彰
考
館
図
書
目
録
』
に

「
増
刪
韻
府

群

玉
定
本

〈陰
勁

弦
編
輯
 
康
煕
甲
申
 

]
○
 
刊
〉
」
と
録

す

る
焼
失

本
は
康
煕
庚

申

の
誤
り
で
本
版

か
。

一305一



同

清
康
煕

二
十
六
年

(
一
六
八
七
)

覆
清
康
煕
十
九
年
序
刊
本

序
刊

 
前
版

の
覆
刻

で
あ

る
が
、
徐
序
末

の

「康

煕
歳
次
庚

申
」

の
年
紀
を

「
康
煕
歳
次
丁
卯

(
二
十
六
年
)」

と
改

変
し
て
あ
る
。
本

文
中
、
文
字
を

控
改
し
た
痕
が
目
立

つ
0
版
式
同
前
、
匡
郭

冖
一
・
八

×
九

・
四
糎

。

〈
北
九
州
市
立
中
央
図
書
館
 
経

一
〇
ー

三

・
#
二
〇
五
〉 
 

 
二
〇

冊

 
 
 
豫
章
四
友
堂
印

後
補
渋
引
表

紙

(二

一
.
・
七

×

一
二

・
四
糎
)
。
縹
色
包

角
。
改
糸
。
封

面

、
双
辺
有

界

「景

昔
堂
鑒
定

/
塘
補

韻
府
羣

玉
/
定
本

(大
書
跨
行

半

隷

体
)

〈
按
是
編
原

本
韻
玉
遺
珍
悉
採

冗
累
咸
芟
卷
帙
/
雖

約
而
記
載
彌
詳
誠
學

海
之
舟
航
藝
林
之
碗
/
淡
至
於
較
讐
之
密
剞
剛

之
工
其
餘
事
也

閲
者
鑒
諸

(隔
五
各

)
豫
章
四
友
堂
〉
」
、
黄
紙
印
。
毎

冊

一
巻

。
第
三
巻
第
十

三

-
三

・

十
四
張
、
第
十
九

・
十
五

-
二
十
張
、
第
四
巻
第
三
十
五

二
二
十
七

二
二

十
六

ニ
ニ
十
九
張
と
錯
綴
す
。

稀

に
朱
欄
上
補
注
、
行
間
校
注
、
別
朱

批
圏
書

入
。
毎

冊
後
見

返
し
に
単

辺
方
形
陽
刻

「毛
利
/
藏
書

(隷書
)」

朱
印
影
を
存
す
。

〈韓

国
精
神
文
化
研
究
院
蔵
書
閣
 

A

一
〇

C

二

一八

〉 
 

 
 

一
六
冊

 

 
 
欠
巻

】
、
十

五
、
十
八
、
十
九

後
補
丁

子
染
雷
文
繋
蓮
華
文
空
押
艶
出
朝
鮮
表
紙

(
二
=
、
二
二
×

一
二

・

五
糎

)
左

肩
打
付

に

「韵
府
羣
玉
幾
何
聲
之
幾
」
と
、
右
肩
よ
り
韻
目
、

右

下
方

「共

二
十
」
と
書
す
。
毎
冊

一
巻
。
第

三
巻
第

二
十
九
張
鈔
補
。

毎
葉
前
半
欄
上
墨
藍
韻
目
標
注
、
間

々
後
半
別
墨
同
注
、
補
注
書
入
、
本

文
破
損
鈔
補
、
字

目
朱
囲

、
熟
字
藍
批
点
書
入
。

右

の
他

、
延
世
大
学
校
中
央
図
書
館

に
蔵
す

る
本
も
同
版
か
。

○
摘
要
本
之
属

 
本
属
も
約
編
本

の

一
種

に
当

た
り
、

成
立

し
た
本
文

で
あ

る
。

前
記
増
刪
本
の
直
接
の
影
響
下
に

韻
府
羣
玉

二
〇
巻

韻
府
羣
玉
輯
要

一
巻

 

 
元
陰
時
夫
編
 
陰
中
夫
注
 
清
欠
名
摘
要

 

 
清
乾
隆
七
年

(
一
七

四
二
)
序
刊

(明
善
堂

)

拠
増
刪
本
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怡
親
王
序

(
二
張
)
。
首

題

「韻
府
摘
要
序
」
、
次
行

よ
り
本
文

「
(上
略

)

ノ

乾
隆
七
年
歳
次
壬
戌
孟
春
和
碩
/
怡
親
王
撰

(楷
)
」
。
毎
半
張

六
行

、

毎
行

一
二
字
。

輯
要

(四
七
張
)
。
首
題

「
韻
府
羣

玉
輯
要

〈声
目

V/

(觝
八
)
明
善

堂
重

梓
」
、
次
行
低

二
格
標
韻
目
、
次
行

よ
り
字
目
を
列
す
。
毎
韻
改
行

。

巻
首
題

「
韻
府
羣
玉
卷

幾

(⊥

干

〉
/

上
平

(ー
入
)
聲
」
、
次
行

低

二
格
標

⊃

東

〈古

(臨
)

二
冬
通

用
三
江
轉
用

〉」

等
韻

目
、
次
行

よ

り
本
文
。
字
目
陰
刻
、
事
目
引
書
目
墨
囲
、
注
小
字
双
行
。

 
第

一
巻

 
第
二
巻

 
第
三
巻

 
第
四
巻

 
第
五
巻

 
第
六
巻

 
第
七
巻

 
第
八
巻

 
第
九
巻

 
第
十
巻

第
十

一
巻

(
一
四
張

)

(
一
六
張

)

(三

〇
張

)

(二

六
張

)

(三

三
張

)

(二

一
張

)

(
一
六

張

)

(
一
七
張

)

(二

六
張

)

(二

「
張

)

(二

五
張

)

上
平
声

下
平
声

上
声

一
束
-
三
江

四
支
-
六
魚

七
虞
-
十
灰

十

一
眞
ー

十
五
刪

「
先
-

五
歌

六
麻

・
七
陽

八
庚
-

十
蒸

十

一
尤
-

十
五
咸

一
董
-
六
語

七
麌
-
十
四
旱

十
五
潸
-

二
十

二
養

 
 
第
十
二
巻

 
 
第
十
三
巻

 
 
第
十
四
巻

 
 
第
十
五
巻

 
 
第
十
六
巻

 
 
第
十
七
巻

 
 
第
十
八
巻

 
 
第
十
九
巻

 
 
第
二
十
巻

四
周
双
辺

刻
体
。

「卷
幾

く声
目

2

九

張

)

(
二
五

張

)

(
一
九

張

)

(
二
八

張

)

(
二
六

張

)

(
…
…三

張

)

(
二
九
張

)

(
二
五
張

)

(
二
四
張

)

去
声

入
声

 
 

 
 

(
一
〇

二
二
×
七

-
四
糎
)
毎
半
張
九
行
、

 
 

 

中
縫
部

、
白

口
、

上
辺
題

「
韻

府
羣

玉
」
、

 
 

 
 

 
 

韻
目
〉」
、
下
辺
張
数
。

巻
尾
題

「
韻
府
羣
玉
卷
幾

〈終

〉」
。

二
十

三
梗
-

二
十
九

殊

一
送
ー

七
遇

八
霽
ー
十

二
震

十

三
問
-

二
十

一
箇

二
十

三
碼
-

三
十
陥

]
屋
ー

三
覺

四
質
ー
九
屑

十
藥

・
十

一
陌

十

二
錫
-
十

七
洽

 

 
 
 

毎
行

=

ハ
字

、
方

 

 
 
 

単
線

黒
魚

尾

下
標

 
本
版
に
序
を
記
し
た
怡
親
王
は
、
怡
僖
親
王
弘
暁
。
聖
祖
康
煕
帝

の
孫

、

怡
賢
親
王
允
祥

の
第
七
子
で
雍
正

八
年

に
怡
親
王
を
襲

い
、
乾
隆

四
十

三

年

に
薨

じ
た
。
明
善

堂
と
称
す
。

「明
善
堂
重

梓
」
と
あ

る
本

版
は
怡

親

王
府
刊
本
と

い
う
こ
と

に
な

る
が
、
同
じ
怡
府
刊
本

に
同
年

の

『集

千
家

註
杜
工
部
詩
集
』
が
知

ら
れ

る
。
又
本
書
原
本

に
属
す

る

〔明
前
期

〕
刊

上307一



本

の
う

ち
台

北

・
国
家
図
書
館
蔵

本
は

「明
善
堂

珍
藏
書
書
印
記
」

「
明

善
堂
覧
書
画
印
記
」

の
印
影
を
存
す

る
怡
僖
親
土
弘
暁

の
旧
蔵
書

で
あ

つ

た
。
た
だ
本
版

の
本
文
は
原
本

で
は
な
く
新
増
説
文
本

の
系
統
を
節
略
し

た
も

の
で
、
直
接

に
は
前
記
増
刪
本

に
拠

っ
て
い
る
。
本
版

に
附
刻
す
る

「
韻
府
羣

玉
輯
要
」
も
、
増

刪
本

の
各
巻
首

に
附
さ
れ
た

「
詩
韻
類
從
」

を
集
め
た
も

の
に
過
ぎ
な

い
。
本
版
は
増
刪
本
を
受
け

て
さ
ら

に
約
編
を

進

め
、
そ
れ

に
応
じ

て
版
面
も
縮
小
し
た
形

で
あ

る
。

〈
L

海

図

書

館

 

五
九

九

三

四

七

〉
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一
〇

冊

 

 

 

文

光

堂

蔵

版

後

補

焦

茶

色

表

紙

(
一
七

-
九

×

一
二

・
六
糎

)
。

淡

青

包

角

。
金

鑼

K

装

。

封

面

、

双

辺

無

界

「
/
韻

府

羣

玉

(駄
)
/

(觝
..V

文

光

堂

藏

板

」

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

.筆        季

牌

記

、

黄

紙

印

。

第

一
冊

輯

要

、

第

】
ー

三

、

六

-

八

巻

を

各

一
冊

と

す

る
他

は

毎

冊

二
巻

。

 
右

の
他
、
台
湾
師
範
大
学
国
文
研
図
書
室
蔵
趙
蔭
棠
旧
蔵
書
中
に
同
種

本
を
存
す

る
宙
、
又
佐
伯
毛
利
家

の
善
本
献
上
後

の
蔵
書
を
録
し
た

『
以

呂
波
分
書
目
』

に

「明
善
堂
韻
府
群
玉
 

六
本
」
と
あ
る

の
は
本
版
を
指

す
か
と
思
わ

れ
る
が
、
現
在
は
残
存
し
な

い
模
様

で
あ
る
0

同

清

同

治

十

-..年

(
.
八

七

四

)

.覆

乾
隆

七

年

序

刊

本

刊

(京

都

・
宝

経
堂

)

封
面

、
匡
郭
版

心
あ
り

、
前
半

有
界

「
古
香
齋
彷

本
/
袖
珎

韻
府
群
玉

(漱
)
/

(導

天
禄

閣
藏
版

(訓
航
)
」
、
後
半
無

界
、
中
央

に

「
同
治
十

三

季
京
/
都
實
經
堂
重
栞

(驢
ご

記
を
存
す
。

怡
親
王
序
、
輯

要
、
本
文

同
前
。
匡
郭

一
〇

・
一
一
×
七

.
四
糎
。

〈
南
京

図
書
館

 
三
〇
〇
六
五
五
三
〉

 

 
 
清
r
丙
旧
蔵

香

色
表
紙

(
一
五

・
一
×
九

.
,
.糎
)
。
本
文
白
紙
印

。

存

す
。
毎

冊
二
乃
至
冖.一巻
。

序
首
に
単
辺
円
形

陽
刻

「錢

唐
ゴ
/
氏
正
修
/
堂
臧

書
」

丙
所
用
)
を
存
す
。

八
冊

前
記

の
封
、面
を

朱
印
影

(清

f

 
本
属
伝
本

に
関
し

て
は
な
お
中
国

に
多
く
存
す
る
も

の
と
思
う

が
、
当

面
右

の
二
本
を
著

録
し
た
に
過
ぎ
な

い
。
た
だ

『
佩
文
韻

府
』
の
登
場
に

よ

っ
て
本
書
検
閲

の
意
義
が
薄
れ
た

に
も
関
わ
ら
ず
、
明
代
に
は
増
補

元

一308一



辺
倒

で
あ

っ
た
も

の
が
踵
を
返
す
よ
う

に
約

編
本

の
形
を
取
り
、
細

々
と

し
た
版
刻

で
は
あ

る
が
清
末

に
及
ん
で

い
る

こ
と
を
知
る
と
、
本
書

の
宿

し
た
生
命

の
強
さ

に
驚
か
さ
れ
る
。
な
お
清

代
に
は

『
韻
府
約
編
』
と
題

す

る
書
も
行
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は

『佩
文
韻
府
』

の
約
編
本

で
あ
り
、

本
書

と
直
接

の
関
係

は
な

い
。
以
上
、

一
先
ず
版
本

の
解
題
を
終
え
る
。

四

総
 
説

 

本
稿
を

閉
じ
る
に
当
た
り
、
本
書
版
本

の
展
開

に
つ
き

一
望
し
て
見
る

と
、
元
の
世

に
陰
時
遇
、
陰
幼
達

の
兄
弟
が
、
先
行

の
編
書

に
学
び
、
類

書
を
韻
書

の
体
裁

に
仕
立
て
る
新
案
を
以
て
刊
行

し
た

『
韻
府
群
玉
』
は
、

科
挙
再
興
の
時
宜

に
投
じ
、
ま
た
建
安
書
肆

の
働
き

に
よ

っ
て
世
上

に
容

れ
ら
れ
、
元
統

二
45
 
(
一
三
三
四
)

の
刊
行
か
ら
五
百
年
以
上
に
も
及
ぶ

版
刻

の
伝
流
を
生

み
出
し
、
朝
鮮
や
日
本

に
も
波
及
し
て
、
稀
に
見
る
規

模
を

以
て
行

わ
れ
た

。
殊

に
現
存
最
古
版

の
元
統

二
年
刊
本
は
、
そ
れ
自

体
長
く
行

わ
れ
、
中

国
の
他
、
日
本
南
北
朝
期

に

一
種
、
朝
鮮
朝

の
前
半

期
に
二
種

の
覆
刻
を
生
じ
て
そ
の
力
を
顕
し
、
実
質
的
な
始
発
を
遂
げ
た
。

中
国
に
於

け
る
本
書
版
刻

の
営
為
は
、
常

に
出
版
書
肆

の
活
動
に
よ

っ
て

支
え
ら
れ
た
が
、
当
初

か
ら
本
書
本
文

の
複
製

に

つ
い
て
は
、
安
易
な
覆

刻
ま

た
は
粉

飾
と
も
言
う

べ
き
わ
ず
か
な
増
補
を
伴
う
重
刻
と

い
う
形

で

行
わ
れ
、
新
た
な
版
刻

が
旧
刻

の
地
位
を
奪
う
と

い
う
経
緯

の
連
続

で
も

あ

っ
た
。
早
く
も
元
至
正
十
六
年

(
一
三
五
六

)
に

『新
増
説
文
韻
府
群

玉
』
が
現
れ
、
こ
れ
は
原
版
を
利
用

し
た
表
面
的
な
増
修

で
あ

っ
た

に
も

関
わ
ら
ず
、
原
本
の
衰

退
に
影
響
を
及

ぼ
し
、
明
代

の
前
半

に
覆
刻
を
重

ね
て
、
原
本
か
ら
新
増
説
文
本

へ
と
版
本

の
交
代
を
現
出
し
た
。

こ
れ
と

雁
行
す
る
形

で
さ
ら
に

『新
増
直
音
説
文
韻
府
群
玉
』
等
、
再
増

の
亜
種

を
生

じ
た
が
、
直
音

の
増
入

は
あ
ま
り

に
も
安
易
な
形

で
行
わ
れ
、
ま

た

本
文

の
劣
化
が
災

い
し
て
、
先
行

の
他
本
と
拮
抗
す

る
に
は
至

ら
な

か

っ

た
。
こ
れ
ら

一
連
の
覆
刻
増
補
と
は
別

に
、
明
代

の
半
ば
、
地
方
教
官

に

よ

っ
て
本
書

の
続
編

『類
聚
古
今
韻
府
続
編
』
が
作
ら
れ
た

こ
と
も

、
本

書
浸
透
の
意
味
を
知

る
上
で
注

目
さ
れ
、
そ
の
版
刻
と
流
通
は
比
較

的
繊

弱
な
も
の
で
あ

っ
た
が
、
結
果
的

に
海
外

へ
の
波
及

に
つ
い
て
独
特

の
意

味
を
持

っ
た
。

 
右
に
触
れ
た
明
代
半
ば
以
前

の
諸
版

は
み
な
建
安

の
坊
刻
本
と
見
ら
れ
、

例
外
と
し
て
明
初
洪

武
年

間
に
、
原
本

に
基
づ
く
南
京
国
子
監
洪
武

韻
改

編
本
が
刊
行
さ
れ
て

い
る
が
、
こ
れ

は
洪
武
韻
自
体

の
不
振
と
も
関
係

し

て
流
布

し
な
か

っ
た
。
し
か
し
万
暦
十

八
年

(
「
五
九
〇
〉

に
至
り

、
南

京

の
監
生
E
元
貞
が
、
旧
刻

の
不
良

に
鑑
み
、
嘉
靖
前
後
か

ら
江
南

に
勃
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興

し
た
家
刻
本

に
範
を
取

っ
て

『
新
増
説
文
韻
府
群
玉
』

の
新
校

本
を
刊

出
す
る
と
、
時
と
場
を
得
て
非
常

な
勢

い
で
行
わ
れ
た
。
こ
の
王

元
貞
校

本
は
、
増
補
を
止
め
校
刊
を
標
榜

し
た
点

で
本
書

の
版
刻
史

に
画
期

を
成

し
た
が
、
版
刻

の
場
が
江
南

に
、
版
刻

の
主

体
が
上
人
社
会

周
縁

の
者

に

移
り
、
清
初

に
掛
け
て
多

数
の
覆

版
が
作

ら
れ
、
よ
り
広
範

囲
に
普

及
し

て
い

っ
た
と

い
う
意
味
で
、
中
国
に
於
け
る
版
刻

一
般

の
転
換
を
体

現
し

て

い
る
し
、
印
本

の
数
と
流
通
の
広
さ
、

っ
ま
り
そ
の
規
模

に
於

い
て
前

代

の
版
本
と
は
格
段
の
相
違

が
あ

っ
た
。
続

く
清
初

に
は
王
本
の
覆
刻

が

続

い
て

い
た
が

、
そ

の
飽

和
状
態

を
受
け

て
新
た
な

版
刻
が
促

さ
れ
、

『増
刪
韻
府
群

玉
定

本
』
と
称
す

る
事

実
上

の
約
編

本
も

考
案
さ
れ

た
。

康
煕
末
年

に
至
り
、
本
書
版
本

の
消
長
に
と

っ
て
決
定
的
と
な
る

『
佩
文

韻
府
』

の
編
集
が
成
さ
れ
た
が
、
同
書

の
弘
通
に
従
う
広
本

の
衰

退
に
反

し

て
約
本
が
存
在

の
意
義

を
増
し
、
増
刪
本

を
基

に
摘
要
本

も
刊
刻

さ
れ

た
。
清
代
後
半
、
本
書

の
版
刻
は
終
息

に
向

か

い
、
新
た
な
版
刻

は
稀
と

な

っ
た
が
、
そ

の
営
為
は
実
に
清
末

に
ま
で
及
ん
で

い
る
。

 
本
書
編
集

の
歴
史
的
意
義
は
、
類
書
に
摘

錦

の
属
を
確

立
し
て
文

人

の

検
閲

に
便
宜
を
加
え
、
明
初

の

『
永
楽
大
典
』

の
編
集
に
範
型
を
垂

れ
、

明
末

の

『
五
車
韻
瑞
』

の
並
存
を
経

て

『佩
文
韻
府
』

に
吸
収

さ
れ
、
大

略
そ

の
生
命
を
終
え
た
か
に
見
え

る
。
例
え

ば

『
四
庫
提

要
』
が
本

書
の

来

歴
に
触
れ
、
『佩
文
韻
府
』
に
引
較

べ
て
本
書
の
粗
漏
を
指
摘
し
た
末

に

 

 
然

元
代

押
韻

之
書
、
今
皆
不
傳

、
傳
者

以
此
書
爲
最
古
。
又
今
韻
稱

 

 
劉
淵
所
併
、
而
淵
書
亦
不
傳
。
世
所
通
行
之
韻
、
亦
即
從

此
書
録
出

。

 

 
是
韻
府

、
詩
韻
皆
以
爲
大
輅
之
椎
輪
。
將
有
其
末
、
必
擧
其
本
。
此

 

 
書
亦
曷

可
竟
斥

歟
。

と
採
録

の
意
を
述

べ
て
い
る
の
は
、
詩
韻

の
書

一
般
ま

た
は

『
佩
文
韻
府
』

の
祖
と
し

て
の
み
本
書
伝
存

の
意
義

が
認
め
ら
れ
る
と

い
う

こ
と
で
あ
り
、

当
時

の
情

況
か
ら
し
て
已
む
を
得
な

い
側
面
も
認
め
ら

れ
る
が
、
本
文
内

容
を

問
題
と

し
た
場
合

に
取

ら
れ
る
見
識

が
よ
く
集
約
さ
れ

て
い
る
。
し

か
し
書
目
を

頼
り

と
し
て
版

本
に
取
材

し
て
見
る
と

、
諸
本

の
消
長

に
特

有

の
因
果
関
係
が
あ
り
、
そ
の
展

開
の
中
に
諸
版

開
刻

の
意
義
を
見
出
す

こ
と
が
で
き

、
狭
義

の
学
術

と
は
別
の
論

理
に
よ

っ
て

一
の
偏
流

が
形
成

さ
れ
て

い
っ
た
様

子
を
窺

う
こ
と
が
で
き

る
0
本
書

の
場
合
、
編
集

の
当

初

、
類
書

の
列
に

一
の
範
型
を
加
え

た
こ
と

と
同

じ
よ
う

に
、
あ

の
手

こ

の
手

と
本
文

の
増
修

を
企

て
た
末

、
新
校
本

を
標
榜

し
却

っ
て
格
段

の
成

功

を
勝
ち
得

た
経
緯

の
上
に
も
、
そ
の
真
価

が
備
わ

っ
て

い
た
と
見

な
け

れ
ば
な
ら
な

い
。
従

っ
て
、
有
名
無
名

の
旧
蔵
者

が
版
本
を
手

に
取

り
学

ん
だ
こ
と
、
あ
る

い
は
手

に
し
得

た
こ
と
自

体
も

ま
た
、
看
過

し
難

い
内

容

を
含
ん
で

い
る
。
そ
う

し
た
版
本

の
流
通
は
、
漢
籍

に
対
す

る
曝
露

の
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比
較

的
散
漫
な
中
国
の
外
に
於

い
て
は
、
よ
り
深
刻
な
意
味
合

い
を
含
み
、

同
じ
本
文
が
複

製
さ
れ
て
も
地
域

の
条
件

が
作

用
し
て
、
版

刻

の
意

義
は

様

々
に
変
容
し
た
。

 
朝
鮮
朝
に
於
け
る
本
書

の
刊
行
は

い
ず
れ
も
内
府

の
主
導

に
よ
り
、

二

度
に
わ
た
る
原
本
の
覆
刻
と
、
四
度
に
及
ぶ
増
続
会

通
本

の
翻
印
と

に
分

け

て
考
え
る

こ
と
が
で
き

る
。
前
者

に
つ
い
て
は
明
正
統
二
年
即
ち
世
宗

十
九
年

(
一
四
三
七
)
の
江
原
道

の
版
刻
が
そ

の
初

刊

で
あ
る
が
、

こ
れ

は
世
宗
朝
に
於
け
る
冊
板
普
及
事
業
と

い
う

脈
絡
に
於

い
て
理
解
す

べ
き

も

の
で
あ
り
、
地
方

版
と
言

っ
て
も
内
府
と

の
連
繋

に
よ

っ
て
成
さ
れ
た

複
製

で
あ
る
。
そ
の
覆
刻
は
直
接
中
央

で
行
わ
れ
、

い
ず
れ
も
校
官

の
関

与
し
た
点
に
本
文
上
の
特
色
が
あ
る
。
朝
鮮

で
本
書

が
よ
く
実
用
に
供
さ

れ
た
こ
と
は
、
字
句
検
出
の
準
備

に
怠
り
な

い
書
入

の
様
子
が
濃
か
に
語

っ

て

い
る
け
れ
ど
も
、
こ
れ
に
は
両
板

の
雅
交
と
科
業

と
が
背

景
と
し

て
あ

ろ
う
。
そ

の
意
味
で
当
時
本
書

に
対
す

る
依
存
は
比
較
的
強
く
、
十
六
世

紀
半
ば

に
至
り
、
乙
亥
字

に
よ
る

『増
続
会
通
韻
府

群
玉
』

の
刊
行
が
試

み
ら
れ
る
0

こ
れ
は
恐
ら
く
将
来

の
明
版

一
、種
、
即
ち
新
増
説
文
弘
治
刊

本
と
続
編

の
正
徳
刊
本
を
朝
鮮

で
合
編
し
た
も

の
と
思
わ
れ
、
さ
ら

に
広

い
収
録
を
求
め
る
こ
と
が
、
銅
活
字

に
よ
る

一
定
数

の
印
出
と
頒
布
と

い

う
条
件

の
下
、
中
国
よ
り
も
先
鋭
な
形

で
現
れ

て
い
る
。
そ

の
意
図
が
極

め

て
実
用

に
近
し

い
も

の
で
あ

っ
た

こ
と
は
、
字
目
標
注
が
欄
上

に
組

み

込
ま
れ
た

こ
と
や
、
壬
辰
倭
乱
後

の
荒
廃
中

に
増
編
刊
出
さ
れ
た
際
、
例

句
を
附
し
て
仄
声
を
廃
す

る
改
編
を
加
え
た
こ
と
に
よ
く
認
め
ら
れ
る
し
、

乙
亥
字
本

の
受
容
者

の
手

に
よ
り

『大
東
韻
府
群
玉
』
が
編
ま

れ
、
並
行

し

て
朝
鮮
朝

の
文
章
を
集

め
て

い
る

こ
と
も
、
同
じ
脈
絡
中

の
事
柄

で
あ

ろ
う
。

こ
の
増
続
会

通
本
も
内
府

の
刊
行

で
あ
り
、

そ
の
翻
印

は
十

八
世

紀

の
前
半

に
及
ん
だ
。

 
日
本

に
於
け
る
本
書
受
容

の
契
機
は

五
山
禅
僧

の
活
動

に
あ
り

、
夙

く

中
巌
円
月

の

「
文
明
軒
雑
談
」
上
巻

に

 
 
蒲
室
詩
、
題
佛
智
歸
仰
山
、
其
詩
首
句
云
、
早
發
扶
輿
拜
。
或

問
扶

 
 
輿

二
字
所
由
。
予
云
、
佛
智
師

八
十
餘
歳
之
老
、
冒
曉
出
行

、
笑

隱

 
 
早
起
、
扶
掖
令
坐
輿
中
而
拜
別
也
。
或
者
乃
持
韻
府
云
、
扶

輿
猗
靡
、

 
 
相
如
賦
注
云
、
佳
氣
貌
、
又
韓
文
送
廖
道
士
序
、
中
州
淑
氣
、

蜿
蟷

 
 
扶
輿
、
豈
不
取
焉
哉
。

予
不
答
。

と
あ
り
、
本
書
を
用

い
て
司
馬
相
如

「子
虚
賦
」
と
韓
愈

「
送
廖

道
士
序
」

を
参
照
し
、
笑
隠
大
訴

の
詩
句
を
読

み
解
く
者

が
あ

っ
た

こ
と
を
載

せ
、

こ
の
記
事
は
排
列
か
ら
見
て
貞
治

(
=
二
六

二
ー
八
)
初
年
頃

の
事

実
を

伝
え

て
い
る
か
ら
、
南

北
朝

の
中
頃

に
は
本
書

の
参
考
が
広
が

っ
て

い
た

こ
と
を
窺
わ
せ
る
。
こ

の
時

に
は
ま
だ
中
国

に
も
元
元
統

二
年

(
冖
三
三
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四
)
刊
原
本
と
元
至
正
十
六
年

(
=
二
五
六

)
刊
新
増
説
文
本

の
二
種

し

か
行

わ
れ
て

い
な

い
か
ら
、
当
初
は
将
来

の
元
版
を
以

て
行

わ
れ
た

に
相

違

な
く
、
入

元
僧
、
来
朝
僧

の
蔵
本

が
受
容

の
対
象

で
あ

っ
た
か
と
思
わ

れ
る
。
今

.
つ
、
本
邦

で
は
始

め
か
ら
字
句

の
引
証
に
本
書
が
用

い
ら
れ
、

習
学

の
た
め
の
工
具
書
と

し
て
迎
え

ら
れ

た
様
を
顕

し
て

い
る

15
岬で
、
そ

の
後

の
受
容
を
理
解
す
る
上
か
ら
も
象
徴
的

な
記
事
と
言
え

る
。
尤
も
例

証
に
対

し
答
え

る
こ
と
を
拒

ん
だ
中
巖
は

、
後

日
再

び
来
室

し
例
証
を
重

ね
た
或
者

に
対
し
、

『
漢
書
』
注
を
参

考
と
し

て
反
駁

し
た
後
、
独
自

の

文

字
観
を

記
し
、

世
人

の
み
だ
り

に
文
字
を

詮
索
す

る
こ
と
を
難

じ

て

「今

以
猗
靡
爲
疊
字
是
也

、
扶
輿
亦
爲
疊

字
非
矣
。
扶
持

乗
輿
之
義
不
据

焉
、
而
引
韓
文
蜿
螻
扶
輿
爲
證

、
吾
莫
奈
之

何
而

巳
」
と
批

判
し
て

い
る

か
ら
、
本
書

の
濫
用

に

つ
い
て
も

一
家
言

を
含

ん
で

い
た
に
違

い
な

い
。

年

紀

の
確

か
な
例
を
挙

げ

る
と
、

や
や
後
輩

の
義
堂

周
信

が
応
安

二
年

(
=

二
六
九
)
に

「韻
府
注
」
を
検

し
た
こ
と

が

『空
華

日
用

工
夫
略
集
』

の
追
抄
に
見

え
、

こ
こ
で
も
熟
字
を

解
す

る
た
め
に
例
証
を
検
出
す

る
目

的
で
本
書

が
繙
か

れ
て

い
る
か
ら
、
や
は
り
前
例
と

同
様

の
受
容

か
と
理

解
さ
れ
る
。
以
後
禅
僧

の
日
乗

や
抄
物
中

に
は
し
ば
し
ば

そ
う

し
た
例
を

得
る
こ
と
が
で
き

、
概
し
て
日
本

で
は
漢

語
を
読
む
た
め
に
本
書

の
用

い

ら
れ
た
傾
き
が
強
く

、
事
態
は
中
巖

の
危
惧
す
る
方
向

に
流
れ

て
い

っ
た
。

 
上
記

「雑
談
」

の
例
は
元
版

の
流
通
を
示
す
記
事
と
見
ら
れ

る
が

、
日

本

に
於
け

る
本
書

の
受
容

に
大
き
な
進
捗
を
齋
し
た
版
本

は
、
南
北
朝

に

行
わ
れ
た
原
編

の
覆
刊
本

で
、
同
版
は
貞
治
六
年

(
=
二
六
七
)

に
来
朝

し
た
刻
工
集
団

の
手

に
成
り

、
応
安

三
年

(
=
二
七
〇
)
か

ら
永
徳

二
年

(
=
二
八

一
一)

の
間
、
同
名

の
刻
工

が
他
版

に
名
を
顕

し
て

い
る
か
ら
、

本
書

の
開
刻
も

こ
の
時
期

に
為
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
版
本
は
複
数

の
元
版
を
校
合
し
た
点

に
特
色
が
あ
り
、
そ

の

一
方

は
新
刻

の
至
正

二
十

八
年

(
一
三
六
八
)
刊
本
と
推
定
さ

れ
る
か

ら
、

五
山
に
於
け

る
敏
捷
濃

密
な
元
版

の
流
通
と
そ
れ

に
伴
う
需
要

の
勃
興
が
、
新
刻

の
条
件
を
成

し

た
と
言
え

る
。
以
後
室
町
期
を
通
じ

、
元
明

の
建
刊
本
と
本
邦
南
北
朝
刊

本

の
潤
沢
な
流
通
を
基
礎
と

し
て
本
書

の
受
容
が
広

が

っ
て

い
き

、
主

に

五
山
禅
僧

の
検
閲

に
便
宜
を
齎

し
た
。
ま
た
書
入

に
見

る
限
り
本
書
自
体

の

一
通
り

の
解
読

が
習
慣
化

し
た
模
様

で
あ
り
、
読
解
例
証

に
本
書
を
用

い
た

上
、
漢
語

の
表

現
を
蓄
積

し
て
随
時
取
り
出
す

た
め
の
準
備

が
図
ら

れ
た
。
室
町

の
後
半

に
向

か

っ
て
事
態

は
さ
ら
に
進

み
、
本
文
解
読

の
方

面

で
は
惟
高
妙
安

が
本
書
を
本
文
と
す

る
抄
物

『玉
塵
』
を
成

し
、
ま
た

そ
の
機
能
を

強
化
す

る
目
的

か
ら
は
、
行
間

、
欄
外

や
貼
紙

、
夾
紙

の
上

に
夥

し

い
補

注
を
施

し
た
伝

本
が
増
加

し
、
こ
れ
は
本
書

を
包
含

す
る
形

で
の
新
た
な
禅
林
類
書
編
集

へ
と
向

か

っ
た
と
思
わ

れ
、
そ
の
直
前

の
飽
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和
状
態
を
示
す
特
異

の
伝
本
も
認
め
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
事
態

は
、
友
社

の
雅
交

や

一
山

の
禅
儀

に
加
え
、
能
文

の
書
記
と
し
て
公
私
の
文
事

に
参

与
し
職
掌
を
広
げ

て
い

っ
た
五
山
僧

の
活
動
と
関
係
が
あ

ろ
う
け
れ
ど
も
、

本
書

や
他

の
工
具
書

に
極
端

に
依
存
し
、
字
句

の
彫
啄

に
腐
心
す

る
傾
向

が
広
が

っ
て
形
骸
化

に
陥
り
、
近
世

の
到
来
と
共
に
、
宋

代
の
古
風
を
標

榜
す

る
林
下

の
禅
門

や
新
興

の
儒
者

に
高
下
の
信
服
が
移

さ
れ
た
時

、
新

た

に
学
問
を
振

い
興

こ
す
だ
け

の
実
態
は
失
わ
れ
て

い
た
。

 
日
本

で
は

そ
の
需
要

の
広
が
り
に
反
し
て
、
自

ら
刊
行

し
た
版
本

は
長

く
南
北
朝
刊
本

一
種

の
み
で
あ

っ
た
が
、
そ
の
背

景
に
は

一
定
量

の
元
明

版
将
来

の
事
実

が
あ

っ
た
。
こ
れ
は
来
朝
僧

や
人
元
、
入
明
僧
を
中
心
に
、

受
容
者

や
同
門
の
者
が
海
峡
を
往
来
し
、
自
ら
手

に
入
れ
る
行
き
方
で
あ

っ

た
か
ら
、
五
山
派

の
中

で
は
比
較
的
潤
沢
な
状
態

が
保

た
れ
て

い
た
の
で

あ
る
。
本
書

の
版
本
が
劣
化
し

て
明
代
の
中
頃
ま

で
に
不
振

の
状
態
を
引

起
こ
す
と
、
そ

の
供
給
も
乏
し
く
な

っ
た
の
で
、
本
邦

に
於

い
て
は
明
中

期
よ
り
も
元
末
明
初

の
版
本
に
蓄
積
が
厚

か

っ
た
が
、

そ
う

し
た
閉
塞

は

万
暦

の
王
一兀
貞
校
刊
本

に
よ

っ
て
打
破

さ
れ
、
わ

が
国

の
近
世
初
以
降

に

流
入
し
た
。
近
世
に
な

っ
て
五
山
の
文
事

が
形
骸
化
す

る
と
本
書

の
需
要

も
衰
勢

に
転
ず
る
が
、
林
下

の
禅
僧
や
儒
者
文
人
も
、
当
初
、
学
問

の
素

地
に
於

い
て
は
五
山

に
倣

っ
て

い
た
か
ら
、
暫
く

は
本
書
を
繙
く
習
慣
も

残
存
し
、
江
戸
前
期
に
至
る
ま

で
の
間

、
な
お
相
当

の
受
容
が
認
め
ら
れ

る
。
ま
た
文
禄

慶
長
の
役

(壬

辰
倭
乱

)
を
経

て
多
数

の
朝
鮮
本
が
将
来

さ
れ
る
と
、
幾

つ
か
の
書

目
は
、
同
時

に
学

ん
だ
活
字
印
刷

の
技
術
を
以

て
複
製
さ
れ
る
が
、
本
書

増
続
会

通
本
も

そ
の
中

に
含
ま
れ
、
寛
永

二
年

(
一
六

.

.五

)
に
田
中
長
左
衛
門

が
朝
鮮

乙
亥
字

再
刊
本
を
翻
印

し
た
0

こ
れ
以
降
わ
が
国
で
は
、
在
来

の
元
明
建
刊
本
と
そ

の
覆
刻

の
旧
刊
本
、

明
末
江
南

刊
行

の
新
校
本

、
朝
鮮
朝

に
由
来
す
る
広
編
本

の
三
種
が
重
層

し
て
行

わ
れ
る
。
た
だ
明
末
刊
本

の
供
給
は
日
中
交
易

の

一
環
と
し

て
為

さ
れ
、
前
代
と

は
比
較

に
な
ら
な

い
規
模

で
行
わ
れ
た
し
、
占

活
字
本

の

刊
行

は
出
版
書
肆

の
勃
興
す

る
過
程

に
於

い
て
為
さ
れ
た

の
に
対
し
、
そ

の
需
要

に
於

い
て
は
総
じ

て
退
潮

に
あ

っ
た
か
ら
、
些
か
供
給

過
剰

の
気

味
を
帯
び
、
受
容

の
実
態
が
疎
略

に
遷

っ
た
こ
と
も
伝
本
に
顕

れ
て

い
る
。

従

っ
て
延
宝
三
年

(
二
六
七
五
)

に
整
版
附
訓
本
が
開
刻
さ
れ
、
明
版

に

淵
源
す

る
朝
鮮
朝
由
来

の
本
文

に
、
わ
が
国
南
北
朝
以
来

の
本

書
解
読

の

経
験

が
結
び
着
き
、
近
世
社
会

に
本
格
的
な
普
及
を
図
る
用
意

が
調

っ
た

時

、
実
際

に
求

め
ら
れ
広
く
伝
播
す
る
情
況
は
既
に
失

わ
れ
て

い
た

の
で

あ

る
0
た
だ
表
層

に
於

い
て
は
そ
う
で
あ

っ
て
も
、
諸
伝

本
の
分
厚

い
堆

積

が
、
近
代

に
及

ぶ
ま

で

一
定

の
影
響
を
保

っ
た
こ
と
も
ま
た
伝

本

に
明

ら

か
で
あ

る
。

こ
れ
は
何
も
わ
が
国
に
限

っ
た
こ
と
で
は
な

い
が
、
本
書

一313一



が
広
義

の
学
術
に
与
え

た
影
響

は
底

堅

い
基

盤
的
な
も
の
で
あ

っ
て
、
版

本
を
作
り
出
す
側
と
手

に
取

る
側
と

、
時
々
に
双
方

の
意
志

を
映

し
な

が

ら
展

開
し
、

学
術

の
偏

流
を
規
定

す

る
力

と
な

っ
て
働

い
た

の
で
あ

る

(了
)
。

注
(1
) 

本
稿
も
柳
田
征

司
氏

「『玉
塵
』

の
原
典

『韻
府
群
玉
』

に
つ
い
て
」

(山

 
 
田
忠
雄
氏

編

「國

語
史
學

の
爲

に
』

昭
和
六
十

一
年
五
月

-
笠

間
書
院
、

 
 
『縮

鞭

傭
抄
物
の
研
究
』
〔平
成
+
年

武
蔵
野
書
院
〕
に
追
讐

録
)

 
 
に
負
う
と
こ
ろ
が
非
常
に
大
き

い
。

(2
) 

『万
姓
統
譜
』
巻

三
十

一
、
『括

彙
蒼
紀
』
巻
十

二
、
『尚
友
録
』
巻
七
、

 
 
『
両
浙
名
賢
録
』
巻

二
、
康

煕

『青
田
県
志
』

巻
十
、
雍
正

『処
州
府
志
』

 
 
人
物
志
、
雍
正

『敕
修
浙
江
通
志
』
巻
百
七
十
七
等

に
伝
記
を
載
せ
る
。

(3
) 

南
京
図
書
館
に

「資
治
通
鑑
綱
目
事
類

一
百

二
十

一
卷
/
存
四
七
卷
/
明

 
 
刻
本
」
を
存
す
る
由
、
未
見
、
淮
府
刊
本

で
あ
る
か
ど
う
か
も
不
明
。

(
4
) 

『千
頃
堂
書

目
』

に

「周
易
衍
義
」

「春
秋
講
義

」
「通
鑑
綱

目
事

類

、
百

 
 
二
十

一
卷
」

「讀
備
忘

一
百
卷
」

の
四
書

を
包

瑜

の
著
作
と

し
て
挙

げ
る
。

 
 
し
か

し
、

『経
義
考
」

に

「
周
易
衍
義

」
と

「春
秋
左

傳

(
マ

・
)」
四
十
巻

 
 
を
録
す

る
が
、

い
ず
れ
も
佚
書
と
さ

れ
て
い
る
。

(5
) 
康
王

の
次

の
淮
王
と
す
る
と
、
弘
治
十
八
年

(
一
五
〇
五
)

に
襲
封
し
た

 
 
定
王
朱
祐
檠

の
時
と

い
う

こ
と

に
な

る
が
、

こ
れ
は
包
瑜
八
十
六
歳
以
降

の

 
 
七
年

間
に
当

た
る
。
康
王

に
好

文

の
事
績
が
あ
り

(『文
翰
類
選
大

成
』

の

 
 
編
刊
を
督
す

る
等

)、
定

王
に
横
暴
の
事

績
を
伝
え
る

(『明
史
』
諸
王
伝
)

 
 
こ
と

、
包

の
歿
年
は
わ
か
ら
な

い
が

、
相
当

の
高
齢

に
あ

る
こ
と
を
勘
案
す

 
 
る
と

、
康
王

の
聘

で
あ

っ
た
よ
う

に
思
わ
れ

る
。

(6
) 

こ

の
日
新
書
堂
刊

二
十
八
巻
略
本
と

四
十
巻
広
略
本
に

つ
い
て
、
注

(
1
)

 
 
柳

田
氏
論
文
追
補

11
に
、
後
掲

の
三
十

二
巻
本
を
加
え

た
三
種

の
関
係

が
詳

 
 
し
く

述
べ
ら
れ
て

い
る
。
た
だ
柳

田
氏

は
、
四
十
巻
広
本

に
は
触

れ
ず

四
十

 
 
巻
広
略
本
を
安
正
書
堂

の
版
刻
と

さ
れ
、
ま

た
日
新
書
堂
刊

二
十

八
巻
略
本

 
 
と
四
十
巻
広
略
本
を

別
版
と
見

て
お
ら
れ
る
が
、
本

稿
で
は
二
十

八
巻
略
本

 
 
と

四
十
巻
広
略
本

の
第

二
十
巻

以
前

を
同
版
と
見

て
、
前
者

の
方

が
比
較
的

 
 
早
印

で
あ
る
と

い
う
認
定

か
ら
、
日
新
書
堂

刊
二
十

八
巻
略
本

及
び
そ
の
増

 
 
修

四
十
巻
広
略
本

と
考
え
た
。

(
7
) 

同
じ
孫
星

衍
の

『廉
石
居
蔵
書

記
』
巻

上
、
類
書

の
項
に
も
簡

略
な
著
録

 
 
が
見
え
る
。

(8
) 

本
版
の
韻
目
が
錯
雑
た
る
も

の
で
あ
る
こ
と
、
こ
れ
が
元
来
不
足

の
あ
る

 
 
二
十
八
巻
本
に
拠

っ
た
た
め
で
あ
る

こ
と
に

つ
い
て
は
、
既
に
注

(
1
)
柳

 
 
田
氏
論
文
追
補
11

に
指
摘
が
あ
る
。

上314上



(9
) 

晁

礫

『晁
氏
宝
文
堂
書
目
』

類
書

に

「韻
府
續

編

く
十
本
V」
と

、
明
李

 
 
廷
相

『濮
楊
蒲
汀
李
先
生
家
蔵
目
録
』
中
間
朝
西
、
三
櫃

二
層
に

「韻
府

續

 
 
編

〈
二
十
本
〉」
、
中
間
朝
東
、
二
櫃
三
層

に

「韻
府
續
編

く十
五
本
V」
と
、

 
 
趙
用
賢

『趙
丁
宇
書
目
』
沈
浜
荘

に

「續
韻
府

く十
五
本
V
と
、
明
徐

渤
撰

 
 
『徐
氏
家
蔵
書

目
』

子
部
韻
類

に

「續
韻
府
羣

玉
四
十
卷
」

と
あ

る
等
。

(10
) 

本
属
本
文
は
活
字

に
よ

っ
て
印
出
し
た
も

の
で
あ
る
が
、
そ

の
行
為
に

つ

 
 
き
、
本
文
組
成

と
印
出

の
意
を
以

て

「刊
」

「刊
行
」
等
と
表
記
す

る
こ
と

 
 
を
諒
と

さ
れ
た

い
。

こ
の
こ
と

は
旧
時
の
慣
例

で
あ

る
と

と
も

に
、
「印
」

 
 
「印
行
」
と
記

し
た
際

に
、
既
存

の
版
木
を
重
印
す

る
の
み
で
あ

る
場
合
と
、

 
 
新
た

に
本
文
を
構
成
し
、
か

つ
複
製
印
出
す
る
活
字
本

の
場
合
と

の
相
違

を

 
 
明
確

に
し
難
く
、
文
字
を
借
り
て

「刊
」
と
記
し
た
方
が
実
態
に
近

い
と
判

 
 
断
す
る
か
ら
で
あ
る
。

(11
) 

こ
の
記
事
を
原
本

『韻
府
群
玉
』

の
版
刻
に
関
わ
る
も

の
と
す
る
説
が
あ

 
 
る

(金
斗
鍾
氏

『韓
国
古
印
刷
技
術
史

』
〈
一
九
七
四
、
探
求
堂

〉
官
板
書

 
 
目
、
沈
嵎
俊
氏

『日
本
訪
書
志
』
〈
一
九
八

八
、
韓

国
精
神
文
化
研
究
院
V
)。

 
 
そ
れ
ら
の
説

は

『中
宗
実
録
』
の
記
事

に
よ

っ
て
、
私

に
言
う

〔朝
鮮
前
期
〕

 
 
刊
本
を
、
中
宗
三
十
五
年

二

五
四
〇
)

の
刊
刻
と
見
な
し
て

い
る
。
確

か

 
 
に
そ

の
よ
う
に
解
す
る
と
、
記
事

中

「刊
出
」
と
あ
る
こ
と
に
整
合
す
る
。

 
 
し
か
し
私
見
に
よ
る
と
、
件

の
版
本
は
、
伝
本

の
紙
背
文
書
や
識
語
か
ら
十

六
世
紀
末
年

の
刊
行
と
推
定

さ
れ
る
か
ら

(詳
し
く

は
住
吉

「『韻
府
群
玉
』

版
本
考

(三
こ

く
「斯
道
文
庫
論

集
」

第
三
十
七
輯
、
平
成
十

五
年

二
月
V

を
参

照
さ
れ
た

い
)
、
こ
れ

は
必
ず
し
も
当
た

ら
な

い
よ
う

に
思
わ

れ
る
。

ま
た

『実
録
』

の
記
事

が
原
本

の
版
刻
を
指

す
の
だ
と
す
る
と

「合
新
噌
」

と
称

し
て

い
る
点
が
腑

に
落

ち
な

い
し
、

「以
大
字
刊
出
」

と
言
う

の
は
活

字
を
以

て
印
刷
す

る
意

に
解
す

べ
き

で
、
中
宗

の
答

に

「印
出
」
と
あ
る

の

は
、
そ

の
こ
と

の
反
映
な

の
で
は
な

か
ろ
う

か
。

乙
亥
字

に
は
大
中
小

の
三

つ
の
活
字
が
あ
り
、
件

の

『増
続
会
通
韻
府
群
玉
』

に
用

い
ら
れ
た

の
は
中

字
と
小
字

で
あ

っ
て
、
そ

の
点

に
不
審
を
抱

か
れ

る
向
き
も
あ
ろ
う
が
、

こ

れ
は
他
種

の
活
字

に
比
較

し
た
表
現

で
、
大
字
と
言

っ
て
乙
亥
字
を
指
し
た

か
と
思

わ
れ
る
。
実
際

、
『韻
府

群
玉
』
と
同
時

に
印
出

さ
れ
た
と
考

え
る

べ
き

「雅
音
会
編
』

に
つ
い
て
、
甲
辰
字
刊
本

の
伝
存
が
確
認
さ
れ

(知
見

韓
国
国

立
中
央
図
書
館
蔵
本

〈貴

五
四
九
〉
、
な
お

『実
録
』
中

「七
律
五

律
以
韻
類
聚
」
の
語
は
、
唐
詩
を
韻
目
下
に
排
列
し
た
内
容

の

「雅
音
会
編
』

に
係

る
)、

こ
の
甲
辰
字

は
成
宗
十

五
年

(
一
四
八
四
)

に
、
従
来

の
活
字

が
大
き
す
ぎ

る
点
を
補
う
た

め
に
鑄
造

さ
れ
た
活
字

で
あ
る
か
ら

(千
恵
鳳

氏

『韓
国
古

印
刷
史

く日
本
語
版
V』
〈
一
九
七
八
、
韓
国
図
書
館
学
研
究
会

〉

参
照

)、

こ
れ
に
比
べ
て
乙
亥
字

は

「大
字
」
と
称
す

る
に
相

応
し
か

っ
た

の
で
は
な
か

ろ
う
か
。
記
し

て
後
考
を
俟
ち

た
い
。

上315-



(
12
)

権
文
海

の

『大
東

韻
府
群
玉
』

に
つ
い
て
は
、
沈
慶
昊
氏

「
『大
東
韻
府

 
 
群
玉
』

釧
干

丕
」

(「
号
ロτ
叫
望

干
叫

ロτ
赳
叫
』

〈二
〇
〇
二
年
、
太
学
社
V)

 
 
に
詳

し
い
。

(
13
) 

乙
亥
字
再
刊

の
語

に

つ
い
て
、
注

(10
)

に
述

べ
た
よ
う

に
、
本
稿

で
は

 
 
刊

の
字
を

、
本
文
組
成

の
意
を
以

て
、
整
版
本

に
於
け
る
開
版

の
如
く

に
用

 
 

い
て
お
り

、
こ
の
場
合
も
、
乙
亥
字
再
刊
は
活
字

の
再
鑄
を
意
味

し
な

い
。

 
 
初
鑄

の
乙
亥
字

に
よ

っ
て
再
度
印
行

し
た
と

い
う
意

で
あ
る
。

(
14
) 

『文
苑
英
華
』
巻
六
百
等
に
収
め
る
駱

賓
王

「爲

齊
州
父
老
請
陪
封

禪
表

」

 
 
に

「儻
允
微
誠

、
許
陪
大
禮
、
則
夢
瓊
畭
息
翫
仙
閭
以
相
驩
、
就
木
殘
魂
遊

 
 
岱
定示
而
載

躍
」

の
句
が
あ
り

、
『白
氏

⊥ハ
帖
』
巻
十
九

ー
死
門
に

「魂
遊
岱

 
 
宗

〈遊
岱
之
魂

〉」
と
あ
る
。

〔
15
) 

『後
漢

書
』
方
術
傳

の
叙

に
は

「
張
衡
爲
陰
陽
之
宗

、
郎

頻
処
徴
最
密
」

 
 
と
あ

っ
て
、

「韻
府

続
編
』
で
は

二
格

を
以
て
四
字

を
代
号
し
た
の
で
あ
る
。

(
16
)

建
仁
寺
両
足
院
蔵
本

に

つ
い
て
、
注

(
1
)
柳
田
氏
論
文
追
補

16
に
著
録

 
 
が
あ

る
。
た
だ
該
本
を
明
版
と
、
ま
た
尾

一
冊
欠
と
さ
れ

て
い
る
点

に
つ
い

 
 
て
は
稿
者
と
見
解
を
異

に
す

る
、

(
17
) 

『祥
刑
要
覧
』
の
寛

永
四
年
松
岡
作
左
衛

門
刊
本

、
『本
朝
文
粋
』

の
正
保

 
 
五
年
跋
刊
本
を
念
頭

に
置

い
て
い
る
.

〔
18
> 
名
和
修
氏

の
指
教

に
拠
る
.

(19
)

該
本
は

『天
理
図
書
館
稀
書
目
録

和
漢
書

之
部

第
四
』

に
よ

る
と
、
書

 
 
帙
貼
紙

に
岡
田
真

の
朱
筆

に
て
昭
和
十
六
年

に
購
得
、
同
十
七
、
十
九
年

に

 
 
第

二
十
五
、
三
十

冖
巻
を
別
途
購
入
し
た
意

の
識
語
を
存
す
る
と

い
う

(未

 
 
見
)
。
昭
和

三
十
年

の
東
京
古
典
会
主
催

、
弘

文
荘
受
託
出
品

「岡
田
文
庫

 
 
入
札
目
録
』

二
九
七
番

に

「増
續
韻
府

〈慶
長
中
古
活
字
本
〉
三
十
ヒ
冊
」

 
 
と
あ
る

の
は

こ
れ

に
当
た
る
も

の
か
。

(20
) 

該

本
は
学
習
院
大
学

の
有

に
帰

し
た
由

〔未
見
)
、
注

(1
)
柳
田
氏
論

 
 
文
補
注
16
参
照
。

(21
) 

同
様

の
大
事
業
と
し

て
、
三
史
諸
本
や
那
波
本

『白
氏
文
集
』

の
刊
行
等

 
 
も
想
起
さ
れ
る
が
、
古
典
と
し

て
の
認
知

の
広
さ
、
本
邦

に
於
け

る
受
容

の

 
 
歴
史
を
考
え
る
と
、
成
さ
れ
る

べ
く
し
て
成

っ
た
と
も
言
え
、
韻
書
と
類
書

 
 
を
相
兼
ね
、
工
具
書
と
し
て
用

い
ら
れ
て
き
た
本
書

の
場
合
、

一
層
広
範
な

 
 
利
用
を
目
途
と
し

て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

冖22
) 

国
書
で
は
元
禄
、
正
徳

の
頃
ま

で
活
動

の
跡
が
あ

る
よ
う

で
あ
る
。
矢
島

 
 
玄
亮
氏

『徳

川
時
代
出
版
者
出
版
物
収
覧

 
続
編
』

(昭
和

五
十

一
年
、
万

 
 
葉
堂
書
店
)、
井
ヒ
隆
明
氏

『改
訂
増
補
近
世
書
林
板
元
総
覧
』

(平
成
十
年
、

 
 
青
裳
堂
書
店
)
参
照

、

(23
) 

こ
の
版
本
は
従
来
慶
安

五
年
刊
本
と
し
て
知
ら
れ
て

い
る
も

の
で
あ
る
が
、

 
 
無
刊
記
本

の
先
行
す

る
由
。
芳
村
弘
道
氏

「和
刻
本

の

『文
選
』

に
つ
い
て
-
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版
本

か
ら
見
た
江

戸

・
明
治
期

の

『文

選
』
受
容
ー

」
(
『学
林

』
第

三
十

四

 

 
号
、
平
成
f

四
年

.
月

)
に
拠

る
。

(24
)

該
本

の
第
一一一十
八
冊

に
つ
い
て
は
未

見
、
刊

記
部
分
の
書
影

を
拝
す
る
の

 

 
み
で
あ

る
が
、
田
淵
正
雄
氏

に
指
教
を
得

た
。

(25
) 

斯
道

文
庫
収
蔵

の

『続

日
本
後
紀

』
に
移
録

さ
れ
た
掖
斎

の
補
注
書
入
に

 

 
本
書

の
引
用
が
見
ら
れ

る
等
。
掖
斎

は
自

ら
編
集

し
た

『活

字
板

書
目
』
に

 

 
本
書
を
著
録
と
し
て
い
る
か
ら
、
具
体

的
に
は
寛
永
.
一年
刊
古
活
字
本

に
拠

っ

 

 
て

い
る
か
も
知
れ
な

い
。

(26
) 

文
淵
閣
本

『総
目
』

に
拠

る
。
同

「書
前

提
要
」
は

「妾
」

作

「婦
」、

 

 
「改
本
」
作

「書
」、

(
27
) 
高
橋
智
氏

の
指
教

に
拠
る
。

〔28
)

磯
部
彰
氏
編

『東
北
大
学
所
蔵
豊
後
佐
伯
藩

『以
呂
波
分
書
目
』

の
研
究
』

 

 
(二
〇
〇
三
年
、
東
北
大

学
東
北
ア
ジ
ア
研
究

セ
ン
タ
ー
)

に
拠
る
。

(29
) 

「大
輅

之
椎
輪
」

は

「文
選
序
」

に

「椎
輪
爲
大
輅

之
始
、
大
輅
寧
有
椎

 

 
輪
之
質

。
壇
冰
爲
積
水
所
成
、
積
水
曾
微
増
冰

之
凛

、
何
哉

。
蓋
踵
其
事
而

 

 
塘
華

、
變
其
本
而
加

属
。
物
既
有
之
、
文
亦
宜
然
。
隨
時
變
改
、
難
可
詳
悉
」

 

 
と
、
五
臣
注

に

「向
日
、
椎
輪
、
古
棧
車
。
大
輅

、
玉
輅
。
寧

、
安
。
質
、

 

 
樸
。
檜
、
厚

。
積

、
深

。
曾
、
則

。
微

、
無

。
凛

、
冷
也
。
言
玉
輅
因
椎
輪

 

 
生
、
増
冰
由
積
水
成

。
然
玉
輅
無
質
、
積
水
無
寒
、
何
哉
。
言
何
故
如
斯
哉
。

 
 
蓋
自
設
疑
問

、
以
發
後

詞
」
と
見
え

、
「將
有
其

末
、
必
擧
其
本
」
と

は
、

 
 
『春
秋
穀
梁
伝
』
荘

公
十
ヒ
年

に

「春
、
齊

人
執
鄭
啓
。

〔傳
)
人
者
衆
辭
也
。

 
 
以
人
執
與
之
辭
也
。
鄭
啓
、
鄭

之
卑
者
。
卑
者
不
志
、
此
其
志
何
也

。
以
其

 
 
逃
來
志
之
也
。
逃

來
則
何
志
焉

.
將
有
其
末
、
不
得
不
録
其
本
也

。
鄭
啓

、

 
 
鄭
佞

人
也
」
と
あ

る
。
同
年

に

「秋

、
鄭
砦
自

齊
逃
來
」

の
記

事
あ
り

.

 
 
『提
要
』

の
解
義

に
つ
い
て
は

、
「四
庫
提
要
読
書
会
」
に
於

い
て
稿
者

が
担

 
 
当
し
、
席
上
、
近
藤
光

男
先
生

を
始
め
、
会
合

の
諸
氏
に
指
教
を
得

た
.

(30
) 

『蒲
室
集
」
巻

四
に
収
め

「佛
智
師

歸
仰
山
」

と
題
す

る
五
絶

「
早

發
扶

 
 
輿
拜
、
鐙
明
愛
白

頭
、
故
郷
元
自

好
、
游
f
獨
淹
留
、
壮
業
萸
何

用
、
孤
懐

 
 
未
忍
休
、
始
終
存
衆

望
、
不
敢
畏
離
憂
」

の
首
句
。
『
韻
府
群
玉
』

に
は
巻

 
 
一主

上
平
声
六
魚

韻

「
扶
輿
」

に

「:
1
猗
靡
「相
如
付
」
、
佳
氣
貌

。
○
中

 
 
州
清
淑
之
氣
、
蜿
嬪
I
i
「韓
送
廖
道
士
」
」
と
あ
る

(新
増
説
文

本
同
)。

(31
) 

東
山
秀
岩
書

堂
刊
本
を
指
す
.
こ

の
版

の
牌

記
に
は
干
支
の
み
を
記

す
か

 
 
ら
、
同
年
の
明
洪

武
元
年
刊
本

と
著
録
す
る
場
合

が
あ
る
。
い
ず

れ
に
し
て

 
 
も

.
一.一六
八
年
が
、
同
版
を
用

い
た
南
北
朝
刊
本
開
版

の
上
限
と

い
う
こ
と

 
 
に
な
る
.

(32
) 

『玉
塵
』

に

つ
い
て
は
注

(1
)
柳

田
氏
論
文
を
参
照
さ
れ
た

い
.

〔33
) 

お
茶

の
水
図
書
館
成
簣
堂
文
庫
蔵
仙
台
東
昌
寺
旧
蔵
元
.兀
統

二
年
剖
四
修

 
 
原
本
等
。
四
稿
鵬
頁
参
照
。
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〔附
記
〕

 
本
稿
は
平
成
十
六
年
度
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
補
助
金
に
よ
る
特
定
領
域
研
究

「
東
ァ
ジ
ア
出
版
文
化
の
研
究
」
計
画
研
究

「
和
漢

の
辞
書

・
類
書

の
書
誌
的

研
究
」

に
基
づ
く
成
果

の

一
部

で
あ

る
。

 
本
稿

の
第

二
章
は
、
平
成
十
六
年
十

一
月

二
十
日

に
韓
国

-
震
檀
学
会
創
立
七
十

周
年
紀
年
国
際
研
究
集
会

「東
北

ア
ジ

ア
諸
地
域
間

の
文
物
交
流
」

の

…
環
と
し

て

行

っ
た
住
吉

の
研
究
発
表

「
『韻
府
群
玉
』

の
版
本
に

つ
い
て

1
東

ア
ジ
ァ
に
お

け
る
文
物
交
流

の

一
例
1
」
を
基

に
し

て
い
る
。
韓
国
精
神
文
化
碕
究
院

の
安
美
環

氏
を
始
め
、
当
日
貴
重
な
ご
意
見
を
下
さ

っ
た
列
席

の
皆
様
に
御
礼
申
し
上
げ
る
。
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